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めている企業、団体は、いつ頃この給付金が出るのかというのはすごく関心があるんですよ。ですから、

先ほども言ったように３月31日で締め切ってというのがありましたけど、その件に関して市としてはいつ

頃をめどにしているかをちょっとお答えください。 

                 （「休憩」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前10時34分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前10時34分） 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  いつ頃かということでございます。沖縄県がですね、時短協力の申請が２月８日から３月31日までの申

請期間となっております。市の協力金としましては、沖縄県から協力金の交付を受けた事業者のデータを

提供していただき、対象事業者に市から申請書を郵送いたします。申請書に必要事項を記入後返信いただ

き、不備などがなければ県の協力金の振込を受けた口座に上乗せ協力金を振り込むこととなっております。

３月31日以降でございます。 

◎粟国恒広君 

  私が聞いているのはいつ頃、これ３月31日というのはどういうことなんです。今３月31日と言っている

んですが、これ申請締切日だと私は理解しているんですけど、私が聞いているのはいつ頃に支給されるか

ということです。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  県の申請の締切りが３月31日でございますので、県の締め切った後、事業者から県に申請したデータを

いただいて、また市がその口座のほうに振り込むということです。だから、３月31日以降ということでご

ざいます。 

◎粟国恒広君 

  申請を締め切った後の支給だというから、この場ではいつ頃というのが答弁できないというのは分かり

ました。ぜひですね、この企業に関しては早めの支給をですね、お願いしたいと思います。 

  次に、中小零細企業の支援拡大についてですが、先ほど市長は宮古島の経済団体との意見交換の中で、

この企業、またその下で働いている労働者に対しての支援が行き届いていないという意見が聞かれました。

そういう意味では市が助成する、支給する資金に対して労働者まできちっと行き渡るような仕組みとか、

そういうのは考えているんですか。答弁お願いします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  今③です、③。聞いたものだけで。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  通告に従って答弁書も書いておりますので、通告に従って、まず支援拡大についての答弁をいたします。 

  宮古島市独自の支援対策としては、家賃支援助成金事業として事務所や店舗の賃貸料を支払っている事

業者に家賃３か月分、上限20万円までを助成いたします。支出のうちで大きな固定費である家賃を支援す
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ることにより、事業継続を支援したいと考えております。また、令和２年９月から令和３年２月まで行っ

た消費喚起促進事業、Ｇｏ！５フードラリー対象事業者を拡大し、新年度も継続いたします。さらに、経

済産業省が行う事業者支援事業もございます。まずは国の緊急事態宣言により売上げが50％以上減少した

中小法人に上限50万円、個人事業者に上限30万円助成するという一時支援金という事業が３月から申請開

始となっております。緊急事態宣言地域との取引がある県内事業者や緊急事態宣言による観光客の減少に

より影響を受けた事業者も広く対象となることです。また、同じ経済産業省が行う事業再構築事業がござ

います。これは、コロナ禍において、事業者が新分野への展開や業態の転換を行う場合の補助金であり、

３月から公募を開始し、複数回募集を行うということでございます。中小企業の皆様におかれましては、

各種支援策を積極的にご活用いただきたいと考えております。 

◎粟国恒広君 

  ちょっと聞き取り調査がまずかったのか、私これを聞いていなくて、結局働いている方々への支援をど

うするかということでしたけど、もういいです。 

  次に、２号の入島協力金制度についてですが、創設についてですが、これも市長が掲げた、施政方針で

も挙げている政策でも掲げていることですが、この件に関しては私もう何度かこの定例会で申し上げてき

ました。2017年から法定外目的税導入を検討してまいりました。しかしながら、県が宿泊税という条例化

の方向で進めていることから、方向転換をいたし、本市としては任意に基づく入島料という感じの徴収を

やっていきたいという旨の答弁だったと思っています。この質問はですね、やっぱり同僚議員もこれから

の宮古島の観光の在り方については、どうしてもこの環境税というんですかね、そういうものはぜひ創設

してほしいということで、多くの議員が質問していると思います。しかしながら、今までの答弁を聞くと

入島料金に関しても、そして実施時期に対しても明言されていないんですよ。市長は４年間の中でこれや

ればいいんじゃないですかという考えかもしれません。しかし、県もこれに対しては宿泊税という感じで

取り組んでいます。今本市で取り組んでいる検討委員会がどういうふうなスケジュールで今後開催して、

どの時期に、スケジュール的にですね、これを実施していくか、その計画だけをお答えください。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  法定外目的税を導入することについては、庁内検討委員会を設置をしまして議論をしてきたところです。

結果として、議員ご指摘のように沖縄県が宿泊税の導入を決定をしたと。ただ、時期的なものは、新型コ

ロナウイルス等々あって、なかなか導入については導入に至っていないという状況。市としても、県の宿

泊税と連携をしたほうが、連携といいますかね、優先するといいますか、に沿って、市の宿泊税も、考え

方もあるべきではないかということで、市としての導入は一応断念をしたということですね。入島協力金

については今定例会で多くの議員から取り上げられているところですけども、入島協力金についての議論、

検討をする庁内の委員会なりというものは設置はされておりません。答弁をしてきましたように、入島協

力金については観光施設などなどですね、それぞれの。それでもって導入をするというのが一般的ではな

いかというふうに考えているところです。したがって、これをおのおのの所管する施設を担当する課がで

すね、導入をしていくかどうかということがですね、責任を持って判断をしていくべきだろうというふう

に思っておりますので、観光商工部長が答弁をしているように、そういう入島協力金の考え方についての

提案などはありますよと。ただ、それを具体的に導入しますというような段階には至っていないと。今後
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それぞれの所管でもって、導入の判断をしていくということになろうかというふうに考えております。 

◎粟国恒広君 

  企画政策部長、それではこの導入は、今後検討するという理解でよろしいですか。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  改めて答弁いたしますけども、それぞれの施設の所管でもって導入の検討をするというふうになるとい

うふうに考えております。 

◎粟国恒広君 

  せっかく市長が施政方針で述べておって、今の企画政策部長答弁だったら何かトーンダウンという感じ

で見えますよ。市長、市長の見解をお聞かせください。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  私は、入島協力金、大変重要な考えだというふうにもちろん認識しておりまして、ぜひともに将来の宮

古島の観光の持続的発展、それは自然環境を守り、そして文化、歴史等々を含めたやはり受皿づくりとい

うのが大変重要。また、観光客が来島した際のインフラへの負荷等を含めていっても、やはり離島である

宮古島市は宮古島市としてしっかりとした地域に合った入島協力金の下に、持続可能な宮古島に向けるべ

きだと思っておりますから、各課のいろんな課題を整理しながら、速やかに入島協力金の仕組みづくり、

それは急ぐべき課題だと思っております。 

◎粟国恒広君 

  市長、ぜひですね、これは本当に今からの宮古島の観光にとっては必要な措置だと思うんです。ですか

ら、市長も先ほど言っているように施政方針の中でもうたっていると思うんですよ。ただ、今までの答弁

を聞くと、やはりいつ実施するのか。料金に対しても、まだまだ見いだせない。そういう流れですので、

ぜひ市長が今答弁されたものだったらスピーディーに、市長のリーダーシップをもって、ぜひこのことで

取り組んでください。よろしくお願いします。 

  次に、市民所得10％アップについてですが、その件に関してちょっと市長、これさとうきび収穫管理支

援事業が所得アップにつながっているのかなと思うんですけど、その関係性はあるんですか。市長、答え

てください。 

                 （何事か声あり） 

◎粟国恒広君 

  休憩お願いします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前10時48分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前10時48分） 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  まず、さとうきび収穫管理支援事業１億5,300万円の支援という形で取り組んでおります。それについて

は、まず所得を10％上げるということについて、まず宮古島の農林水産業、平成29年数値で165億円ありま
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す。それを10％上げるためには17億円増の182億円あります。その中で、やはりサトウキビ産業が宮古島の

産業を支援するという形で重要でありますので、それに向けて取り組んでいくと。そして、反収を上げて

いくという形で取り組んでおります。その中でサトウキビ栽培の農業者１人当たりが15万2,000円アップの

167万5,000円に上げていきたいといういう目標を持っておりまして、農家１人にしますと約７トンの増収

を見込んでおります。現状、１農家当たりの平均収穫面積が１ヘクタール、10アール当たりの平均反収が

6.5トンであります。それを10アール当たり反収7.2トンまで引き上げたいという目標を持っておりまして、

直近の面積にしますと5,000ヘクタールの収穫面積があります。それに目標の7.2トンの反収を掛けますと

目標産出額が80億円になりますので、それに向けて取り組んでいきたいというふうに思っております。 

◎粟国恒広君 

  農林水産部長ね、私聞いたのは市長が公約で掲げている市民所得10％アップ。これ農業政策でアップす

るという関連だけを聞いているんですよ。今すると、もう農政質問でやろうとしているのが全く答弁され

ているかなということです。 

  市長は、市長選挙のテレビ討論会で、所得アップにつながるのは第一次産業だと明言し、農業所得を上

げるために沖縄本島までの輸送補助や農産物振興、六次化ですね、立ち上げたいと説明しています。そし

て、六次化にする、この生産、加工、販売を一体とした六次産業につなげて、観光とマッチすることが市

民の所得10％アップにつながるというふうな感じでおっしゃっているんですよね。そう言いながらサトウ

キビに補助して１億5,300万円。所得アップというの、この六次化という取組が全然見えてこないんですけ

ど、その辺に関して市長、どういう考えですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  農林水産部長の答弁は、農業所得10％に向けて、サトウキビを中心としながら高収益型の作物との複合

的にやっていくというような思いを話をいたしました。私が申し上げている公約の中には農業所得の向上

ということと併せて、一、二、三次の連携による六次産業、これが宮古島の経済の振興、所得10％アップ

には不可欠だというようなことで政策に掲げております。したがいまして、観光、こういうものの中でも

ですね、いろんな課題を問題意識として持っておりますし、また農業所得についてもいろんな課題を、考

え方を持っております。したがいまして、この観光、農業、観光を切り取っても、やはり地元での農林水

産業の力を上げなければならない。片や農業から見ても、生産だけではなくして、加工とお土産等の観光

とリンクしていくというように、宮古島において今大事なのはこの六次産業化というものが大変重要にな

っているという意味において私は政策に掲げておりますけれども、観光においても新型コロナウイルスを

速やかに終息させ、今度観光客を増やしていく。そして、観光客の１日当たりの消費額、それを宮古島の

おいしいメロンとか、かつおぶしとか、いろんなお土産を作っていく、そういうこと。それから、農業に

ついても、サトウキビは安定産業、基幹産業でありますから、併せて高収益型の土地利用型の農業、施設

型農業、水産においてもモズク等の加工、付加価値を高めていく。そういう、また学校給食地産地消も活

用していく等々の仕組みの中で市民の所得向上というのは図られるもんだと、それをしっかりと産業振興

局等を通して横断的な産業にしていきたい、そのような思いです。 

◎粟国恒広君 

  座喜味一幸市長の今の答弁、本当に私はすごくいい答弁だと。しかしながらですね、令和３年度のこの
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重点施策に対しては、六次化産業についてはこれ78万円しか予算ついていないんですよ、これ。今おっし

ゃったことをやろうとするんであれば、もっと予算措置をするんですよ、これ。何の根拠もなく、今おっ

しゃっていること私すばらしいことだと思いますよ。まさしくそのとおりだと思います。しかしながら、

政策に上げて、予算が78万円。この整合性はどうですか。市長、答弁お願いします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  今おっしゃったことなんですが、産業振興局、これを一、二、三次産業含めて組織化していく。そうい

う中で、今宮古島の中では各現場に行くと、農業から加工産業まで含めていろんな要因がある。そういう

ものを集合、整理しながら一つの大きな骨組みをつくっていくというのが産業振興局の仕事だと思ってお

りまして、今回予算の計上というのは具体的には計上されておりません。しかし、今後粟国恒広議員も先

ほどから六次産業の重要性訴えておりますから、しっかりとこの辺を実現していくためには組織というも

のの形をつくり、明確な目標を整理しながら予算計上していく。そういう意味では補正予算も含めて対応

していきたいと思いますんで、また粟国恒広国議員からの提言、提案等もいただきたいと思っております。 

◎粟国恒広君 

  私は、逆だと思うんですよね。物をやることには、まず基本設計があり、実施設計があり、それで実施

していくんです。今の答弁を聞くと、予算は後から補正します。そんなもの、あまり信憑性がないという

か、ぜひ頑張ってください。 

  次に、公約実現に向けての振興策、これは先ほどおっしゃったように産業振興局の設置ということでで

すね、先ほどこの件に関しても前日に局長が１人、課長が１人、４名体制でいくということですので、こ

れはちょっと割愛していきたいと思います。 

  次に、財政についてですが、本年度の予算について、予算編成に当たった特徴をお聞かせください。 

◎総務部次長兼財政課長（砂川 朗君） 

  令和３年度当初予算でございます。378億9,400万円となっておりまして、前年度比で約64億4,600万円、

率にしまして14.5％の減となっております。また、前年度比で大幅な減の要因となったことですが、令和

２年度におきましては、総合庁舎整備事業がございました。また、伊良部屋外運動場整備事業、こちらも

ございまして、これら普通建設事業で80億円余の大幅な減となったことで、前年度比と比較して大幅な減

となっております。また、歳入におきましてもこれらに関わる財源となっておりました庁舎等建設基金繰

入金で約14億6,000万円、合併特例債など市債のほうで約53億5,000万円など、普通建設事業に係る経費等

に関するもので大幅な減となっている予算編成となっております。 

◎粟国恒広君 

  答弁でおっしゃったように、大型公共工事がめどがついたということかなと思っています。それに関し

ては予算のスペシャリストであります眞榮城德彦議員も控えていると思うんで、私はこの程度にとどめた

いと思います。 

  財源確保にですね、財政調整基金から繰り入れているんですけれど、今回前年度よりも３億4,000万円余

り多く繰り入れているんですけど、その要因についてお答えください。 

◎総務部次長兼財政課長（砂川 朗君） 

  令和２年度と比較して財政調整基金が増額になっております。令和３年度当初予算におきましては、前
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年比で64億円の減と先ほど申し上げました。この中でですね、財政調整基金からの繰入れの要因となって

おりますのが普通交付税が一本算定となります。令和３年度から一本算定となりまして、合併算定替にお

ける加算額がなくなるということで、一般財源の不足が生じております。それによって、財政調整基金の

取崩しが引き続き行われているということで、前年度比よりも増となっております。そのほか一般財源を

財源としております歳出におきまして、公債費の増、また施設維持補修費等、こちらが約２億円ずつ伸び

ている状況とですね、予備費におきましても新型コロナ対策に備えるためとして２億7,000万円の一般財源

を投じているところで、前年度比と比較して財政調整基金の繰入金が増額となった次第でございます。 

◎粟国恒広君 

  これは、今後ともやっぱり交付金の減少について、これ財政調整基金から繰入れという感じで今後とも

推移していくんですか。その結果だけをちょっと。 

◎総務部次長兼財政課長（砂川 朗君） 

  今後の財政調整基金からの繰入れの見込みでございます。財源不足に対する財政調整基金からの繰入れ

に関しましては、令和４年度以降においても試算では見込まれているところです。今年度中に策定を予定

しております宮古島市長期財政ビジョンにおきましても、令和８年度頃まで財源不足は見込まれておりま

すので、それまでは財政調整基金から繰入れを行って、収支の均衡を図ってまいりたいと考えております。 

◎粟国恒広君 

  財政調整基金ですね、下地敏彦前市長が積み上げたかなりの預金高というんですかね。市長、ぜひその

意向をしっかり踏まえて、今後の財源についてはしっかり編成するようお願いしたいと思います。 

  ちょっと時間の都合で、８号の路線バス事業についてお伺いしたいと思います。バス路線の決定につい

ては、毎年６月にバス路線協議会が開かれていると思うんですが、どのような感じで決定されるのかお伺

いします。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  通告が対策会議の内容というふうになっておりましたので、その旨準備してきたところですが、質問は

どういう過程でバス路線が決定するかということでした。バス路線の決定につきましては、生活バス路線

確保対策補助金交付に必要な生活バス路線の指定、維持方針について協議を行い、新城吉野保良線、佐和

田伊良部線など７系統を継続して生活路線として指定をしたところです。 

◎粟国恒広君 

  企画政策部長、これは八千代バスが運行する池間狩俣線は入っていないということですか。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  先ほどの７路線は、協栄バスの５路線、そして八千代バスの１路線、共和バスの１路線でございます。 

◎粟国恒広君 

  企画政策部長、私がこの質問をずっと取り上げているのはですね、伊良部島のバス、共和バスがですね、

伊良部大橋開設に向けて、これまで協栄バスが平良―久松間を運行していた路線が廃止になったんですよ。

しかしながら、このバス路線の補助というのは県が今回も3,000万円、3,500万円ですか。宮古島市が約

6,000万円余り。約9,600万円ぐらい予算つけているんですよ。バス路線が減少する中で、バス事業者を守

るために年々、年々予算がアップしているんですよ。今回もちょっと聞きましたらバス購入費に対してで
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すね、約1,200万円予算をつけて、バス購入費として上がっているんですよね。バス事業を守るんであれば、

パス路線も守ってほしいというのが私の考えなんですよ。企画政策部長、答弁お願いします。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  バス会社の支援のために予算計上、増額などをしているんじゃないかというような質問かと思いますけ

ども、あくまでも最低限の市民、住民の交通、足を確保するということが大前提でございます。その中で

先ほどのバス協議会でもって、本当に最低限必要なバス路線の確保というものをこれまでやってきている

わけでございます。 

  今回増額になっているというご指摘でございますけども、その要因としましてはですね、全国的な運転

手不足から人材確保のため、人件費が増加していること、それから燃料単価も高騰していると。こういっ

た経常的な費用がかさんでいるということが一つの要因でございます。そして、そのバス３台分の購入費

用についても計上されている。それも増加の要因になっておりますけども、これも先ほどから申し上げて

いるような、やっぱり最低限の交通の手段というものを確保するためにはそういうバス購入費も支援せざ

るを得ないという状況でもって、沖縄県と宮古島市でもって１台当たり上限450万円を補助するという一つ

の取決めをしているわけです。今回も３台バス導入されますけど、購入が予定されておりますけども、こ

の１台についてはですね、先ほど450万円の２分の１ずつ、つまりは225万円ずつ県と市が負担をするとい

う支援をしていくということでございます。 

  それから、久松線が廃止されたということでございますけども、これやはり久松線についてはですね、

やはり行程距離が2.5キロということもありまして、規定の７キロ以上という要件を満たしていなかった

と。そういう中にあっても、協栄バスが補助路線ではなくて、自前といいますかね、独自でもってバスの

運行を続けていた。しかしながら、利用者がやはり少ないということもあって、独自の路線展開は困難と

いうことでもって平成28年３月には運行をやめたという経緯がございます。今後バス路線、久松線の復活

ということについてはですね、これやはりバス事業者独自の運営ということになりますので、バス事業者

がですね、それをやはり了解をするといいますか、納得をするといいますか、そうじゃないとなかなか復

活というのは難しいのではないかというふうに考えております。 

◎粟国恒広君 

  企画政策部長、この利用者とこの距離の問題ですけど、これは何も７キロという、これは県の沖縄総合

事務局に聞いたら、これは路線バスと指定されたら、その距離というのは対象外ですよということを私伺

いました。この利用者に対しても、朝１回、夕方１回、誰も利用しませんよ。今日言っていた、これ新聞

で見た。無料バス１年延長、下地島―羽田利用者に対して。きめ細かく運行時間を決めてやっているんで

すよ。ですから、バス会社が採算が取れないから、廃止にします。じゃ、なぜ行政で交付金やっているん

ですか。私が言っているのは、バス路線を守るためには、しっかり県と市が援助してやるから、バス路線

を廃止するべきじゃないと言っているんですよ。 

  それと、あわせて見積りも、余談ですけど、これ平成14年のバスを今度買って運行しようと言っている

んですよ、１台。もう一台は平成16年。何年落ちですか。補助金を出している以上はきちっと、平成14年

といったらもう約20年落ちですよ。20年落ちのバスに補助金を出すんですよ。しっかり考えてもらいたい

と思います。その件に関して、簡潔でいいですから、答弁をお願いします。 
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◎企画政策部長（友利 克君） 

  やはりバス会社としてもですね、これやはりいい車、バスを購入をしたいというのはやまやまだと思っ

ております。ただ、やはり厳しい運営、経営が続く中ではですね、最低限の支出というものを念頭に置き

ながら、バスの購入があるのではないかというふうに思っているところです。ちょっと型式がもう古過ぎ

るのではないかということについてはですね、改めてバス会社に確認をしたいというふうに思っておりま

す。 

◎粟国恒広君 

  時間がないので、付け加えて。企画政策部長、やはり平成14年式は、20年落ちはひど過ぎますよ。市民

の命を守るバスなんですよ。皆さん20年遅れのバスがですね、路線バスとして運用されているんですよ、

これ。あまりにもひど過ぎると思います、私は。ぜひその辺はバス会社ときちっと協議して、行うようお

願いしたいと思います。 

  時間がないので、ちょっと教育行政を通り越してですね、農林水産行政について伺いたいと思います。

先ほど市長がおっしゃっていましたこのさとうきび収穫管理支援事業１億5,300万円。これは農業所得者。

しかし、サトウキビ生産農家にだけに対しての補助なんですよ。我々の公金を単費で、なぜサトウキビ農

家にだけこういった補助するんですか。サトウキビに対する補助をするんだったら、私はサトウキビ生産

農家の所得向上に関してはこれまで議会でハーベスター料金を下げることが一番の先決だと訴えてきまし

た。ちなみに、石垣は3,500円。農林水産部長、聞いていますか。石垣は3,500円、一番安いところ、南大

東3,200円ですよ。宮古島はハーベスター導入してから、下地町の農協銀行がハーベスター導入して20年余

り。当時5,000円でした。今も5,000円です。サトウキビ収穫に関するこの支援策、改めて市長、聞きます

けど、この予算が４年間でサトウキビの生産アップにつながると思いますか。答弁お願いします。市長で

すよ、市長。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  サトウキビ生産、大変農業の要だというふうに思っております。サトウキビに関わる皆さん、約７割以

上の方でございます。しかしながら、もう高齢化も進んでおります。今後ともやはりサトウキビの安定生

産というものは、地域を支え、宮古島の大きな経済に貢献するものと思っております。るるサトウキビの

支援事業というのは多々ありますけれども、私はサトウキビを行政がしっかりとした支援をすることによ

って生産意欲を持つこと、先ほど粟国恒広議員がおっしゃったように、私はこのハーベスターの組合に対

しても合理化をお願いして、コストを下げていただきたいと思っておりますし、また農協の手数料等につ

いても再考願いたいというふうに思っておりまして、トータルとして今のサトウキビの生産農家を支えて

いく、そのことが大きな、大事なことだと思っております。 

  それから、サトウキビに対するいろんな支援金、補助金がありますけれども、それをもう一度、ちょっ

と総合的に点検しながら、最も効率的なサトウキビ増産、生産意欲につながるような、これは検討はいま

一度やっていくべきだというふうに思っております。 

◎粟国恒広君 

  市長、私は提案します。去年からトラッシュの圃場への運搬が補助されました。今回の1,200万円補助が

ついているんですけど、製糖工場、農家の意向を聞くとですね、サトウキビ生産向上に向けては地力をア
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ップすることが最大の課題だと。刈り入れに対して500円補助というのは、ハーベスター組合を説得して、

いろんな公正取引委員会でも注意がありました。それは見直すべきですよ。この１億3,500万円という予算

はですね、製糖工場と生産農家と協議し、地力アップにつなげるべきだと思うんですけど、市長、その点

に対して見解お願いします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  宮古島のサトウキビの生産アップ、安定というのは、地下ダムの水を使って安定してきたことは、誰も

が認めるところでございます。片や水を使うことによって増収があるということは、地力の消耗があると

いうことであります。そういう意味で地力を上げること、栽培管理をしっかりすること、それから品質と

いうものを常に更新といいますか、選別していくこと。そういうトータルの中で、やはりサトウキビとい

うものは増産、安定させるべきものであるというふうに思っておりますから、粟国恒広議員のご指摘の地

力をアップする。確かに製糖工場のバカスも産業廃棄物であります。糖蜜等もいい素材であります。そう

いう資源が果たして今まで活用されてきたかという意味においては、地力の増産という肝腎要の基礎の強

化という意味においては、やはりこれは市としてもしっかりと地力アップに対しても取り組むべき。先ほ

どあったマニュアスプレッダーとか搬入の合理化等も含めて、しっかりとバカス、糖蜜等、堆肥の投入等

に対してもですね、仕組みづくりをする。そこの肝腎要の部分に市が投資していくというのが大変大事じ

ゃないか、そういうふうに思います。 

◎粟国恒広君 

  市長、ですからね、このサトウキビ生産向上のためには、やはり地力が、市長も今言っているじゃない

ですか。地力アップが大事だと。宮古島は、水なし農業から、地下ダムあって、水が出ています。かんが

い作業ももうほとんど圃場整備には行き渡っています。農家が求めているのは、地力アップすることなん

ですよ。そして、ハーベスター収穫で出たこのトラッシュがですね、大体トラッシュ率25％。毎年製糖工

場には山積みされているんです。今市長が掲げている基幹作物のサトウキビの生産向上、アップにつなが

るんであれば、この予算をね、今からでもいいですから、製糖工場、生産農家ときちっと議論し、前も上

地廣敏議員がおっしゃっていたように、散布、すき込みまで実施できるような予算転換が私は必要だと思

うんですよ。改めて答弁お願いします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  粟国恒広議員のおっしゃること、全く同感でございます。したがいまして、全体の事業もトータルとし

て整理をしながら、今おっしゃる地力の増進というのも大変重要であります。この事業も含めて、やっぱ

り総合的にサトウキビの増産に向けた取組をしていきたい、そのように思います。 

◎粟国恒広君 

  市長ね、私この予算、本当に農家に還元できるのかね。安易に500円補助します。委員会でもいろんな話

がありました。何でサトウキビ農家だけですかと。市長が公約で掲げている市民所得10％アップ。それに

は、いろんな産業がありますよ。ですから、地力を上げるための予算だったらこれ納得しますよ。そうい

う意味では私たちもね、予算に対しては最終本会議の委員会でしっかり審議するのがありますよね。これ

修正案も含めて、今度検討していきたいと思いますので、時間がないので、ちょっと次行きます。 

  次に、農産物流通条件不利性解消事業に関してもですね、市長、単費で700万円やっているんですよね。
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しかし、市長が言っていた水産加工品、水産業に対する加工品、これ71万円ですよ。一括交付金でやって

いると。この格差は一体何ですか。それについて市長、答弁お願いします。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  現在水産物の補助は、一括交付金事業を活用して、平成25年から令和３年までの事業として実施してい

るもので、事業化に当たり宮古島から那覇までの約300キロを陸送を想定した場合の輸送費53円、キロです

ね。と空輸実績との差額分しか国は認められなかったことから、現在補助額は６円程度となっております。

令和３年度事業で118.9トンの出荷量を想定しており、予算計上しておりますが、仮に農産物の55円となる

よう49円の市単費を充当すると580万円余りの予算を必要としてきます。令和３年度の当初予算の補正予算

として計上できるかどうかは財政上の問題でありますので、そこら辺は検討していきたいと考えておりま

す。 

◎粟国恒広君 

  農林水産部長ね、今回単費でこれも700万円農産物に関して輸送するということですよ。私が言いたいの

は、なぜ生鮮水産物に対しても、今おっしゃったように単費で補助をやるのかということですから、座喜

味一幸市長、この件に関してですね、農業だけじゃなくて、水産業に対しても同じような補助金を補正で

やりますと。それはできないですか。市長、答えてください。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  今は農畜産のほうを中心とした流通条件不利性解消事業の話をしております。もともと一括交付金使っ

た水産に関する流通条件不利性解消事業がありました。今回沖縄本島への輸送費補助を検討していく中で、

なぜ水産がたしか６円だったのかな。たしか非常に額が低い。そういう意味においては、取れたシビマグ

ロからいろんなカツオから含めて３枚におろし、急速冷凍して沖縄本島に送っている人たちもおります。

そういうものを含めると、この水産における振興という意味においては流通条件不利性解消事業の単価を

見直そうではないかというようなことで一応見直しに入っているところでありますから、しっかりとその

辺は精査してやっていきたいと思います。 

◎粟国恒広君 

  市長の前向きな答弁ですけどね、市長ね、これ一括交付金じゃなくてですね、市長も先ほど答弁したよ

うに法律でね、予算じゃなくて、条例か法律で流通条件不利性解消事業の予算は私は提示するべきだと思

います。それに関して今言ったように、今農林水産部長が言った560万円の差があるということを補正予算

で、６月定例会の補正予算でもいいですよ。それが計上できるかどうかだけを、考えているかを答えくだ

さい。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時27分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時27分） 

◎市長（座喜味一幸君） 

  幾つか質問があったかと思いますが、１つは法制化の話。沖縄振興計画の新たな見直しの中で、私は直
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接に離島のハンデ克服、それは航空運賃を含め、生活物資等のコスト低減、それと流通条件不利性解消事

業、そういう離島の主要事業においては、予算措置ではなくて、ぜひともに永久法、要するに法制化をし

てくれという要望は審議会、県とのミーティングの中で申し上げ上げております。 

  また、水産物の件、これは本土までのソフト交付金を使っているんですけれども、沖縄本島までの対象

になっていない部分、それはやはり宮古島は沖縄本島という大きな市場を抱えていますから、これもでき

ればソフト交付金で国、県の補助でやっていただきたい。 

  なお、それでも足らない部分は農業振興、水産業の振興のためであれば、市からの予算ででもしっかり

と支援して、農林水産業を振興していく、そういう姿勢はしっかりと持っていきたいと思っております。 

◎粟国恒広君 

  最後の質問であります、市長。ですから、私が言っているのは農産物の700万円に対して生鮮水産物のほ

うのが73万円。その差額が多いもんですから、一括交付金の予算の絡みもあるんですけどね。それをきち

っと補正できるかどうかだけを答えてくださいと言っているんですよ。やりますでいいんですよ、できる

んだったら。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  先ほどの説明でしっかりと精査してやっていきますということで答えておりますから、前向きにしっか

りと予算措置も考えてまいります。 

◎粟国恒広君 

  残りの質問に対しては６月定例会でもってやっていきたいと思います。 

  時間となりましたので、私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで粟国恒広君の質問は終了しました。 

◎島尻 誠君 

  午前中のトラブルで、30分ですかね。これ延長もできるんであれば、ちょっとお願いしたいんですけど

も、まず今定例会最後となります松原清光農林水産部長、そして来間克消防長、長きにわたるその公務員

生活、大変お疲れ様でした。お二人の活躍されたご尽力いただいた市政ですね、発展のために、これまで

市民のために、大変ご苦労さまでした。感謝申し上げたいというふうに思います。そして、座喜味一幸市

長、大城裕子教育長、ご就任おめでとうございます。今定例会、お二人にとって初めての一般質問でござ

います。新年度予算案をはじめ、多くの施政方針で掲げた公約実現、そして市民のための政治をぜひとも

貫いていただきたいというふうに思います。 

  それでは、質問始めてまいりたいと思います。順番をですね、ちょっと変えまして、２項の農林水産業

から始めてまいります。令和２年度畜産課実績についてお尋ねしますけども、①ですね、優良繁殖雌牛奨

励事業の今年度実績についてお聞かせください。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  令和２年度の優良繁殖雌牛奨励補助金の予算は3,230万円で、頭数では県外ＪＡ貸付牛が50頭、県内ＪＡ

貸付牛及び自家保留牛が198頭で合計248頭の計画となっております。令和３年２月末の交付決定額が

2,550万円で、保留雌牛は県外ＪＡ貸付牛が12頭、県内ＪＡ貸付牛及び自家保留牛が225頭の合計237頭とな
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っております。 

  なお、令和２年度の優良繁殖雌牛奨励事業の予算執行率は95％以上になる見込みであります。 

◎島尻 誠君 

  ２月末時点ということは、今月いっぱいの見込みですよね。70％。聞き取りの中で最終的な見込みを、

今後受付申込みを含めて120％程度を見込んでいると。実際充当の40万円から50万円程度不足が生じるとい

うふうな話でしたけども、これは実績の今の答弁に基づいて、若干の差があるんですけども、その辺はど

うなんですか。 

                 （何事か声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時34分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時35分） 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  先ほども答弁したとおり、合計237頭執行しているという形で、執行率95％となる見込みということで報

告しております。最終的に調整をしておりまして、95％、約100％程度いくのかなと考えております。 

◎島尻 誠君 

  そうですね。最終的な３月末時点ということでいうと120％程度。要は先ほど申し上げているように、金

額にして40万円ほど足りない感じになるので、その辺はやはり新年度予算に反映されていく、おのずと。

そういうふうに思っています。しかしながらですね、令和元年度、そして前年度と今年度、予算額が同額

なんですよ。これ前年度の実績に基づいて次の年度の新年度予算を組み立てていくというふうになると思

うんですけども、実際見込みとしてこういうふうな実績が上がってくる。今年度予算は前年度同額、新年

度予算ですね。同額になっているという現状は、この繁殖雌牛に関しては幅広い今支援策が求められてお

ります。新年度予算に関してどういうふうな施策、今は上限10万円というふうな範囲が設けられていまし

たけども、変更等がありましたらお聞かせください。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  来年度の計画でありますので、今年度の計画と併せて取り組んでいるところであります。先ほど申し上

げたとおり県外のＪＡ貸付牛が50頭、それから県内のＪＡ貸付牛及び自家保留牛198頭の合計248頭という

形で取り組んではいるんですけども、今年の実績として県外のＪＡ貸付牛が12頭しかありませんでした。

やはり県外の優秀な貸付牛というのを宮古島に入れながら取り組んでいきたいということを考えています

ので、県外の貸付牛50頭はですね、同じ頭数で計画しておりますので、前年度同様の予算額として取り組

んでいるところであります。 

◎島尻 誠君 

  同額の話はさておいて、仕組みですね。要するに１頭当たりの支援が上限10万円万だと、これまではで

すね。県外導入が25万円。この設定に変更はあるのかと聞いているんですね。 

◎農林水産部長（松原清光君） 
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  今年度の貸付牛の取組といたしまして、１農家１頭という形での取組をしておりました。この１農家１

頭という取組をする中で、やはり増頭を希望する農家からは全頭にしたほうがいいのではないかという意

見もありました。それで、宮古和牛改良組合とも調整した結果、今のところは単価はですね、10万円とい

う単価を10万円以内という形で取り組んでまず設定をして、補助していきたいと考えております。 

◎島尻 誠君 

  １頭10万円以内というと、予算が3,200万円余と大体決まっていますよね。要はこの幅というのは、これ

まで１人１頭10万円上限、これを少し緩くして、全体に行き届くように10万円以内もしくは頭数が多くな

れば支援金が減っていくということの理解でよろしいですか。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  そうですね。要するに今年度は５頭、自家保留するにしても１頭分しかありませんでした。そういった

形から、やはり増頭希望する農家からはおかしいんじゃないかというのがありましたので、それをやっぱ

りできれば自家保留する全頭に支援したいということから取り組んでいるところであります。ですから、

予算の規模もありますので、もしそれをオーバーした場合にやはり10万円以内という形を取りまして、も

しオーバーした場合には９万円になるとか、８万円になるとかということもあり得ますけども、やはりこ

れを全頭に支援するという形で増頭する農家の支援にはなるかと思っております。 

◎島尻 誠君 

  ちょっと10万円以内と設定するとですね、これいろんな声もありました、確かに。宮古和牛改良組合の

役員会でも各支部集めて、いろんな提案を市の当局からですね、なされたようですけども、なかなか上限

10万円以内というのがちょっと引っかかるようで、やはり設定をしてほしいという声が多く上がっており

ます。だから、従来の例えば10万円設定。先ほど申し上げました120％にもいくような、要するに足りない

時点であったときの補正予算を組む。そのやり方が一番妥当なのかなというふうに思っています。10万円

以内という設定すると、結局取れる人だけが取るという形になってしまいます。それは、ちょっとバラン

ス的によくないのかなと思っていますので、ぜひいま一度ですね、宮古和牛改良組合とも協議を重ねて、

この設定に関しては取り組んでいただきたいなというふうに思います。 

  次にですね、②の肉用牛監視システム導入について、これも年度末見込みでの実績をちょっとお聞かせ

ください。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  肉用牛監視システムの導入については、母牛の分娩時の死亡事故防止を図る目的で補助をしておりまし

て、令和２年度の肉用牛監視システム導入補助金の予算額は20基分の400万円を計上しております。令和３

年２月末時点では交付決定額が379万円の19基分が交付されており、執行率については95％であります。 

◎島尻 誠君 

  この牛温恵システム、分娩時の事故を防止するために導入された。これは、たしかもう３年ぐらいにな

るんですかね。非常に農家にとっては安心な機器の導入で、夜間兆候があったときに携帯電話、スマホの

ほうにダイレクトで通信が流れるようになっていると。当初予算の400万円からほぼ19基ですか、ほとんど

消化されるということで、引き続きですね、これも農家の支援のために、新年度も続けていただきたいと

いうふうに思います。 
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  それでは、次ですね、肉用牛の死亡牛に関してちょっとお尋ねします。これは、年間150頭程度、母牛に

関しては死廃牛が出ております。子牛も含めますと約500頭前後。この処分がですね、処分費がやはり農家

の声からすると高額になる。そのことがいろいろ家畜共済への負担にもなっているというふうなお話が来

ております。実際市長と農家がですね、若い農家の皆さんが、これ畜産農家だけではなくて、園芸、そし

て露地の栽培の皆さん、葉たばこの農家の皆さん、いろんな若い方たちがタウンミーティングを行ってお

ります。その中で畜産農家から出た要望ですね。これがやはり畜産死廃牛、事故や病気で亡くなった牛の

96か月以上は宮古家畜保健衛生所での検査がありますが、ＢＳＥ関係の。これ以外は要するに民間の産業

廃棄物処理で処理されております。これが１社しかありませんので、その経費がですね、莫大なんですよ。

例えば100キロ未満、これはほとんど子牛が該当しますね。３万3,000円。100キロ以上、３万8,500円。200キ

ロ以上となると、大体７か月から９か月ぐらい、競りに出荷させる二月前ぐらいの体重です。これが４万

9,500円。400キロ以上、５万5,000円。大体成牛となると500キロ前後、ほぼ今大型化されております。500キ

ロ以上になる牛になると、要するにキロ単価が160円になるんですよ。この計算式が１キロからの計算式に

なっていて、例えば550キロの成牛がですね、何らかの原因で死亡しました。これは、96か月以上となると、

先ほど申し上げたように宮古家畜保健衛生所のほうで検査を受けて、向こうでの費用だけで済みます。し

かしながら、その以前の若い牛になると１キロ以上からの計算になりますので、550キロで９万6,800円。

これが自己負担になっているんですね。これは、これまでも、ちょっと私もびっくりしたんですけども、

この金額に関して県もある意味市もなかなか手が出しにくいということでありました。実際石垣とかです

ね、沖縄本島、食肉センターで処理場持っている施設の皆さんは、行政はですね、そこで処理されている

と思います。石垣のほうも冷凍で空輸で送っている。宮古島での支援の在り方がちょっと今必要になって

くるというふうに思っています。この辺をですね、行政としてどのような支援ができるかちょっとお聞か

せ願いたいなというふうに思います。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  死亡牛処理については、現在産業廃棄物として、産業廃棄物処理場で処理するように指導しているとこ

ろでありますけども、今後の対策といたしまして、それについては前々から対策等考えているところであ

りまして、宮古島市、それから沖縄県、ＪＡ等々ともですね、その問題解決に向けて取り組んでいるとこ

ろであります。その内訳として島内処理、島外処理あるんですけども、我々の考えとして島外処理、それ

を考えておりまして、宮古食肉センターでの処理を考えております。死亡牛を一時保管する冷凍コンテナ

を宮古食肉センター内で置いてですね、それを沖縄本島の沖縄県食肉センターにある処理場に海上輸送す

るということで、農家負担が大分軽減されます。それに向けて、今諸問題の問題解決に取り組んでいると

ころでありますので、それについて早めに回答を出して、取り組んでいきたいと思っております。 

◎島尻 誠君 

  その手もあるかなとは思うんですね。冷凍保存での海上輸送、これ石垣が実際やっています。それでで

すね、南城市でしたかね。沖縄県食肉センターでも同じように施設があって、焼却施設。これは、宮古島

に１社しかございません。例えば市でそういうふうなものが造れたら、例えばランニングコストも含めて、

経費も含めてどっちが５年後、10年後になったときにいいのか。例えば宮古島市がですね、言っている例

えば500キロ未満の牛の５万5,000円の３分の１とか２分の１の支援ができたら、それがいいのか、それと
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も今お考えになっている輸送で経費がどれぐらいバランスがいいのか、その辺を見極めてやはり方向は示

したほうがいいかなというふうに思います。だから、最終的にね、結論出すまでにそういった積算も出し

ながら、どのほうがメリットがあるか、行政にとっても、市にとっても、農家にとっても、どういった負

担が強いられないで済むか。その辺をやって、見極めてやるべきだというふうに思いますので、ぜひこの

辺は力を発揮していただきたいなと思います。 

  じゃ、次に行きます。これ１月、２月でしたかね。上野資源リサイクルセンターの運営体制について、

４号のものですけども、ごめんなさい。３号を飛び越していますね。漁業者支援についてということであ

ります。これも何名かの同僚議員の皆さんが支援に、先ほど粟国恒広議員もおっしゃっていました。漁業

者の支援、在り方ですね。様々な行政の支援がある中で第一次産業の底上げが、観光とリンクして、市長

が掲げている施策の一番重要な課題だと、そこを力入れていくということに、やはりその辺が重要なポイ

ントになってくると思います。手始めにですね。サトウキビのお話もありました。いろんな分野で、これ

は支援の手を差し伸べる、必要なことだと思っています。これは、先日伊良部漁業協同組合の組合長とい

ろいろ聞き取り、意見交換をして、上地廣敏議員もおっしゃっていました。漁獲高はあるんだけども、要

するに消費がない。要するに漁業者支援の在り方を求める声があるんだよと。実際漁業組合の負担という

のは、それぞれ３漁業協同組合ありますけども、その人たちにやっぱり支払うものが出てくる。要するに

漁獲高はあるんだけども、消費低迷している中をやはり支援してほしいと。農林水産部長がこの間おっし

ゃっていた学校給食の支援、要するに献立の中にマグロやカツオ、そういった給食の提案がございました。

具体的な中身というんですかね、それをちょっと聞かせてもらいたいなと思います。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  海産物の消費の低迷という形で、漁業協同組合等が非常に苦しんでいるということであります。魚介類

の消費激減への対策といたしましては、学校給食への提供できないか、今現在教育委員会と連携して検討

を進めているところであります。学校給食の食材といたしまして提供するためには、まず単価のほかに一

定の条件を満たす一次加工が済んでいることが条件になります。冷凍マグロの角切りについて行った試算

では、年間1,453キロを給食として消費できるという可能性も持っているようであります。今後漁業協同組

合とも協議をして、条件を満たす一次加工が可能であるのか、漁業協同組合から提供する際の単価は幾ら

になるのか、学校給食として支出できる単価との差額はどの程度になるのか、その差額を補助することが

可能になるのかですね、そこら辺詰めていきながら支援策を考えていきたいと考えております。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ちょっと休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時55分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午前11時55分） 

  午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時30分から再開します。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時55分） 

  再開します。 



- 380 - 

 

                                     （再開＝午後１時30分） 

  午前に引き続き、島尻誠君の一般質問を続行します。 

◎島尻 誠君 

  先ほど午前中ですね、中断をして、農林水産部の漁業支援、給食関係も教育委員会のものもありますの

で、また向こうでお尋ねしたいと思います。 

  ４号のですね、上野資源リサイクルセンターの運営体制ですね。まず、現状をちょっとお聞かせください。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  上野資源リサイクルセンターは、牛ふんの受入れ量は旧上野村の家畜飼育頭数700頭の規模で造られてお

り、現在の宮古島市全体における家畜頭数１万頭の牛ふん回収については、キャパなど受入れ条件も含め

て厳しい状況になります。また、宮古和牛改良組合から家畜排せつ物処理に関する要請が令和３年２月17日

に市長室において行われております。このことから、宮古和牛改良組合と上野資源リサイクルセンターの

指定管理業者、また宮古島市の農村整備課、畜産課を交えて今回の要請内容を含めた問題解決に向けて、

意見交換を早急に開催したいと考えております。 

◎島尻 誠君 

  そうですね。要請があったのが２月11日ですか。要するに要請に対しての回答を宮古和牛改良組合宛て、

組合長にですね、出されている内容が今農林水産部長がおっしゃった協議会、協議をして、問題解決に取

り組みましょうなんですよ。これ私も２年前、もう何度も議会で提案して、議論してきました。これ今さ

ら、今からがスタートということになるんですよね。これまでは何をやっていたかと言いたいです、私は。

宮古和牛改良組合が動かないと動かないのかと。だから、こういった問題は、この回答も１か月。２週間

以内ですよ、普通は。１か月たってから回答する。ちょっと考えられない。これね、この指定管理者と管

理運営協定書、そして指定管理されている上野資源リサイクルセンターの場所の野原部落、豊原部落の皆

さんとのですね、自治会と公害防止協定書を結んでいるんですよ。この中でですね、ちょっと読み上げま

すけど、事業の実施ということで、第３条の２項ですね。甲は、事業執行に当たり、地域住民の要望並び

に意見を最大限尊重するとともに、運営を委託する基幹民間事業者に対しても、本協定を履行する義務を

持たせるというふうにちゃんとうたわれているんですね。要は指定管理されているこの業者、地域の、こ

の要請書の中の回答では旧上野村の700頭規模ですか、そういうふうにうたわれて、その範囲しかできない

んだと。だから、宮古島全体の受入れができないというふうに回答しているんですけど、当然なんですよ

ね、村時代に出来上がったものですから。地域のやっぱり協定結んでいる以上は、地域から声があるとい

うことは、これにも違反している、もう既に。このことをですね、やはり問題意識ないといけない。ずっ

と議会でも言い続けていますよ、これは。堆肥の問題は、まあ、サトウキビの悪臭の問題もありますけど

も、その辺をちゃんと圃場に還元していくこの一助とならなきゃいけない、この事業は。ぜひとも考えて

いただきたい、そういうふうに思います。 

  続きまして、教育行政ですね。学校規模適正化方針についてなんですが、まず池間幼稚園、今自治会の

ほうからですね、連名で先月ですか、幼稚園の存続、学校統廃合に関しての存続の要望、要請書がマスコ

ミ等でありました。市長にも教育長にも提出されていると思います。この内容がですね、ちょっと２年前

の福祉部長にも答えていただいた、関連するんですけども、以前狩俣小学校が４名で、要するに12月末時
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点での応募を待って締め切るんだと。恐らくこれは、教職員の人事の関係もあると思ってはいるんですが、

２月、３月で派出所、県職員がですね、人事が内示が出ます。前回がそうだったんですが、２月の後半に

内示が出て、狩俣小学校の場合ですね。１人の入学、入園予定の方が該当がいたということで、これも議

会で取り上げました。なかなか12月で締めたものを、そろったからといって、５名以上のね、25名以内の

枠の縛りの中に入れる、それができない。じゃ、４月以降でという話もしました。厳しいと。規則ですか

らね。私はね、だから今の問題もそう一緒なんですよね。今の時点でちょっと休園せざるを得ない。こう

いう状況を、教育長ちょっと今来たばかりで、いろんな情報を集めるの大変かと思いますけども、この幼

稚園管理規則、この中でやっぱりこの規則をですね、緩くするという方向性はないのか、その辺をですね、

ちょっとお聞かせ願いたい。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  島尻誠議員おっしゃる12月末ということでございます。これは、幼稚園管理規則第３条でもって、幼児

数が基準の５人に満たないと見込まれる幼稚園については、毎年12月末までに教育委員会の承認を得て、

休園することができるという措置を取っております。これ園児の募集は児童家庭課で行っており、幼稚園

のほか、こども園、保育所も併せて募集をしております。今島尻誠議員がおっしゃった募集期間終了後、

書類等の調査や確認などを踏まえ、12月末までに次年度の開園や休園について教育委員会で決定すること

になりますが、園の存続について決定した後の教育委員会の対応としましては、休園から再開する場合は

その施設の状況確認、特に狩俣が３年ぶりに開園しますけども、やはりクーラーとかですね、もろもろの

機器、そして湯沸かし器、トイレ、いろんな部分の修繕や改修が必要になってきます。こういう改修、修

繕等の対応がまず必要になります。それと、園の骨子となる次年度に向けた教育課程の編成を２月末まで

に提出するよう、教育委員会としては求めております。どちらもその準備作業に時間を要するため、一応

12月末までに開園や休園を決定することとして規則の運用を図っているところであります。 

◎島尻 誠君 

  この幼稚園のですね、管理規則。小学校の規則においては、例えば４月以降に変動があった場合は複式

学級を例えば１クラスに分けれるような規則がありますよね。これは、幼稚園も同じ考え方だと思うんで

すよ。要はこの規則を先ほど来申し上げているように、５名の縛りをですね、緩くしない限り、特に郡部

の辺りの幼稚園園児のですね、再園、それはちょっと厳しくなるんじゃないかなというふうに見ています。

これは、それぞれ城辺、砂川とかいろいろもそうです。なので、やっぱりこの管理規則を方向転換をして

少し改める。今４名、３名、それでも開園できるようなですね、やっぱり地域に根差したコミュニティー

の核としての存続を要望していますので、ぜひもう一度見解をよろしくお願いします。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  先ほどの５人以下だと休園している措置ということでございます。今現在教育委員会におきましては、

この平成27年に、12月24日に規則第16号でもって、10人以下をというのを５人以下に変えた経緯がござい

ます。まずそこら辺について現状を説明いたします。 

  池間幼稚園は、幼稚園管理規則第３条により、応募園児数が５名に足りないことから、教育委員会の定

例会で休園が決定をいたしました。去年ですね。幼児教育に対する認知度が近年高まっております。幼児

教育で育まれた資質、能力がその後の小学校の学びはもちろん、人格の形成に大きく影響を与えることが
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様々な研究で報告されております。その重要性は、平成30年に保育所、こども園、幼稚園の３つの教育要

領や保育指針が一斉に改正され、どの種別の園においても同等の幼児教育の質が確保されることが義務づ

けられていることからも認識できます。様々な経験や活動を友達との協働的な学びの中で深めていくこと

が子供の資質、能力の育成に大きく関与していくことから、ある程度の人数を確保した教育環境での幼児

教育の実施が必要であると考え、平成27年に10人から５人に減らしてありますけども、その時点でも教育

委員会の議事録を見ますと10人が望ましいと。しかし、これを、10人のままだと郡部の幼稚園がもう何園

も閉めなくてはいけないと。しかし、子供の集団での学びというのは、じゃ２人でも集団なのか、３人で

も集団なのか、５人でも集団なのかという議論になりますけども、最低５人は必要じゃないかという、い

ろんな議論があったように議事録では見られております。そういった議論の中で、現在は５人という線を

引いて、そして子供の集団的な学びをどこで担保するかということが、やはり教育委員会としてはそこら

辺が一番大事であろうということで現在この規則の運営を行っているところでありまして、これは今後も

し議員の提案が、こういったご提言がある、そうやって地域からの要望があれば、これは教育委員会とし

てもその地域の要望もお聞きした上で議論をしていくことになろうかと思いますが、あくまでも今現在は

そういった状況での運用をしているということでご理解いただきたいと思います。 

◎島尻 誠君 

  教育部長のおっしゃることは、よく分かっております。学校規模適正化のね、方針においても、そのよ

うな文科省のね、指針が示されているのはよく存じております。だから言うんですよ、地域のコミュニテ

ィーと。やはり要請があるということは、声を上げているということですから、それ受け止めて応えるの

が行政です。例えば存続が難しい。狩俣もそうでした。池間からどこに行くと思いますか、この子供たち

は。その後のことも考えないといけないんですよ。再園するまではどっかに行かせなきゃいけないんです。

その辺も考えて、しっかりと地域は地域の、行政は行政の役割を果たしていただきたい。せっかく声上げ

ている。それは、応えるべきです。 

  次に行きます。次はですね、先ほどの農水関係の水産物の支援で学校給食の提案がございました。これ

地産地消を目的とした取組についてですけども、地元食材、今は学校給食に様々な食材が取り入れられて

おります。その価格の設定が業者のですね、折り合いつけばそれなりに取り入れていける。その辺の方向

性がどういうふうになっているのかちょっとお聞かせください。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  調理場ではこれまでも地産地消に取り組んでおり、地元食材を優先に利用してまいりました。農産物に

おきましては、トウガンやパパイヤは100％宮古島産を使用しており、キュウリやニンジンなどにおいても

島で取れる時期には優先して宮古島産を使用しております。また、水産物におきましては、モズクやアー

サは100％宮古島産を使用しております。地産地消の新たな取組として、現在午前中に農林水産部長がお答

えしましたけども、水産課と調整し、地元で取れるマグロが学校給食に提供できないか検討を進めている

ところであります。学校給食調理場というのは、やはり五、六千食を作るわけですね。そこで、マグロに

おきましても衛生の観点と調理のしやすさの観点から、瞬間冷凍して角切りにして数量を納めてください

と。できたら野菜もそうやってある施設で、例えば形の悪いニガウリとかもですね、刻んで一定の形にし

て、そして冷凍して納めれば十分にこれまで以上に提供は可能だと考えます。そして、今現在学校給食会
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からの提供単価というのが品目によって決まっておりまして、やはり単価が上がると、年間の賄い費とい

うのは予算が限られていますので、それは単価を低く、せめて学校給食会の単価に抑えていただきたいと。

市長にもその話を申し上げまして、市長はその差額についていろいろ検討する必要があると。別予算でで

すね、コロナ対策費とかで補填してやればいかがかなという話がありました。それでしたら十分に学校給

食として対応していけるものだと思っていますので、今後のこういった取組を農林水産部と調整しながら

進めていけたらなというふうに思っております。 

◎島尻 誠君 

  漁師がね、水揚げした魚介類のマグロや、先ほど市長にもお話ししたというので、市長、今ちょっとこ

の件に関して漁業者支援、我々は漁業協同組合ともいろいろ聞き取りをして、昨年からの水揚げはそんな

に変わっていないんだけども、やはり売行きが、消費が落ち込んでいると。やはり全般にですね、支援し

ていく。大変なことだと思うんですよ。ぜひやっていただきたい。市長のコメントをちょっといただきた

いなと思います。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  島尻誠議員にお答えします。 

  大変この案件は、これまでやっていそうで、なかなか大きく動いてなかった部分を感じておりました。

今回経済団体との意見交換の中で、魚が売れない、取ってきても売れないという漁業協同組合からの提案

等々検討いたしましたときに、この地方創生給付金等々を活用しながら、何とか漁業者の生活等々を支援

できないかということで、ちょうど農林水産部を窓口にして、今検討を始めてもらっております。漁業に

関する、まずは量的に確保できるマグロから始めてみようじゃないかということで、急速冷凍施設等も整

備されておりますことから、午前中にも答弁があったように1.5トンぐらいでしたかね。の供給が可能だと

いうことで、まずやっていこうじゃないか。また、野菜等のカット野菜等しながら保冷保存して、それを

安定的に供給していくような仕組みづくり、そういうカットする人たちに支援をする、あるいは学校給食

の単価に対する補填をする、そういうことでコロナ禍の対策、あるいは地産地消というような、あるいは

また食育等々の影響も大きいことから、ぜひともに実行してみたい。教育委員会としては、給食センター

等々との今連携を取り始めておりますから、これをぜひともに永続的にやっていけば、この選別残といい

ますか、そういうもの等もしっかりと利用されて、農家の、あるいは漁業家の収益につながる。また、地

産地消という大きな財産も継続してつくっていけるというふうに思っておりますから、丁寧にしっかりと

取り組んでいきたいと思います。 

◎島尻 誠君 

  そうですね。漁業者支援、第一次産業の底上げの一助ですね。農産物、サトウキビもそうですけども、

教育部長からもお話がありました。トウガン、地元野菜の全面的なバックアップが給食に転換されていく

ということが非常に今後も魅力ある、生産者がね。支援になっていくのかと思いますので、ぜひとも力を

入れていただきたいなと思います。 

  続いて、福祉行政ですね。１号は割愛します。 

  ２号の障害を抱える方たちの支援についてですけども、これはワクチン接種の対応ですね。医療従事者

先行に当たって、４月からは高齢者施設等々、65歳以上等々で、いろいろ障害を抱えている方たちの施設、
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あるいは入所、通所の方たちが例えばですね、聴覚障害者、この人たちに接種受ける際のですね、周知の

仕方というか、どのような連絡というかを図っていくのかですね、この辺をちょっとお聞かせ願いたいな

と思います。 

◎福祉部長（下地律子君） 

  新型コロナウイルスのワクチン接種については、今月15日に設置されたワクチン接種対策室が主体とな

って、進められることとなっております。障害を抱える方たちへの対応につきましては、ワクチン接種対

策室が示す接種方針のスケジュール等に合わせ、障害福祉サービスを提供している各事業所及び障害児を

抱える保護者、意思疎通が困難な方々への確実な情報提供に向けて、関係部署と連携しながら対応してま

いります。 

◎島尻 誠君 

  丁寧な対応をですね、お願いしたいなと思っております。 

  ちょっと時間がないので、急ぎますけども、６項のですね、地下水保全についてであります。市長は、

さきの宮古島地下水研究会からの公開質問状への回答の中で、３か所に限定された水道水源保全区域を宮

古島全域に広げることや健康に影響し得る環境化学物質の適正なモニタリング体制の構築と削減対策の実

施を条例に明記するという賛成か反対かの質問に、賛成であるとの回答をしております。そして、その中

で意見を市長は付していますけども、まず地下水保全についての市長の見解を伺いたいなと思います。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  まずは通告にありましたことから、答弁をさせていただきたいなというふうに思います。地下水研究会

からの公開質問状、そういうことに関する回答になりますけれども、宮古島地下水研究会から予定候補者

への提言と公開質問状というのが出されました。現在３か所限定された宮古島市地下水保全条例の水道水

源保全区域指定を変更し、宮古島市全域、特に宮古本島を伊良部島に広げるとの質問に対し、賛成として、

地下水が唯一の水資源である宮古島市は、宮古島全域の地下水の水量、水質の保持が最重要であります。

宮古島市地下水保全条例では、白川田流域、東添道流域、福里流域の３か所が保全対象地域に指定されて

おりますが、新たな水源可能流域に関しては今の市の社会状況の変化を見据えた迅速な対応が必要である。

新たな水源流域については、これまでのボーリングデータや地質調査結果を基に補足調査を行い、地質層

状、開発可能量等を総合的に策定する。水源流域については、地下水水質を良好に維持するため、監視体

制の充実を図る必要があると回答させていただきました。その回答を踏まえて、できるだけ早い時期に地

下水市民会や専門家の意見を積極的に取り入れた施策を講じてまいりますというような答弁になりますけ

れども、いずれにしても地下水は宮古島の命でありますから、今後計画される、その３つの水源流域のほ

かにも新たな開発の予定がありますし、そういう流域も水道水源流域として指定しながら水質の保全、水

量の確保を努めていく、また、全域としてもやはり地下水の賦存量を確保すること、水質をしっかり守っ

ていくこと、そういう意味では水質のモニタリングしっかりとやっていくということは大変重要と認識し

ております。 

◎島尻 誠君 

  ありがとうございます。それでですね、今伊良部島の有機というんですか、水源の。今休止になってい

ると、もう。この10か所のモニタリング調査、今本島から畑かんもそうですけども、かんがい施設の水も
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飲用水も本島から送られています。畑かんはね、今始まりますけども、この今休止している、まだ廃止と

はなっていないはずなんですけども、以前使われていた、例えば大渇水年が起きたその対応というか、地

下水も、これは地下水自体もモニタリング、ちゃんとした調査も必要だろうし、伊良部島の今休止してい

る、これを前提としてモニタリング調査をする、入れる必要性について、部長、お答えできますか。どち

らでも。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  今休止中の伊良部地域における地下水モニタリング調査、それから再開ということですかね。そういう

ことでのご質問であったかと思いますけれども、現在毎年モニタリング調査、地下水の行っているわけで

すけれども、これについては伊良部島、それから来間島を含めて、18の地下水流域において、24地点で地

下水や湧水を採取いたしまして調査を行っております。実際に伊良部島のほうでもフナハガーというとこ

ろで調査を行っているところでございます。宮古島本島には27か所の地下水流域、それから伊良部地区に

は３つの地下水流域、さらに池間島、大神島、来間島を加えて市内全域で33か所の地下水流域があること

が分かっております。伊良部島も含めてですね、宮古島全域の地下水を保全していくためにはこの33か所

の全ての地下水流域において、最低１か所以上のモニタリング調査を設けることが必要であるというふう

に考えております。 

  それから、伊良部地区の地下水の活用につきましては、現在水道を上下水道部のほうで、その可能性調

査を行っております。まだ結果が出ておりませんので、今後また検討しながら進められていくということ

になるかと思います。 

◎島尻 誠君 

  ２号のですね、自衛隊基地周辺における地下水モニタリング調査についてということなんですけども、

調査結果もそうなんですが、②のですね、千代田駐屯地周辺及び保良弾薬庫予定地周辺の調査の必要性、

これは去年ですね、上野地区の千代田駐屯地北側を去年の10月ですか、これ開始されています。数値を見

ても、ややちょっと高めですね、これ硝酸性窒素、成分的にはですね。一番高かったのが、これ塩化物イ

オン、白川田、更竹西、これがですね、すごい数値を出しているんですよ。リットル当たり200ミリリット

ル基準に対し、２月の時点で1,000を超える数値が上がっているんですね。ちょっとこれ月ごとの、二月に

１回やっているということなんですけども、非常に数値が高い、この地区だけ。先ほど生活環境部長がお

っしゃった伊良部島のフナハガー、そこもちょっと高めです。平均を超えています。まず、この千代田周

辺、それと弾薬庫周辺の必要性についてですね、調査の必要性。先ほど化学物質の云々と話しましたけど

も、その辺も含めてのちょっと生活環境部長の見解をお願いします。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  通告とちょっと内容が違いますので、準備した答弁書からかいつまんで報告したいと思いますけれども、

地下水のモニタリング調査につきましては、一番の目的はですね、農業で使用されております化学物質、

化学肥料から来ます硝酸性窒素、それから農薬等の検出を行うというのが一番の目的となっております。

そういうことで、農地を中心に硝酸性窒素、それからホウ素、フッ素、そういうものを中心にこれまでも

調査を行ってきております。自衛隊基地の周辺につきましては、島尻誠議員からもございましたとおり令

和元年度10月から千代田の駐屯地南側の上野の北ウナトウ井戸の採水調査、これを追加しております。さ
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らに、令和２年10月からは、陸上自衛隊の協力の下で千代田駐屯地内の北側の井戸の採水調査も追加で行

ってきているところであります。これまで調査を行ってきた中で、硝酸性窒素につきましては何か所か基

準値を上回るというところが出てきております。それから、先ほどありました塩化物イオンにつきまして

も、島尻誠議員ご指摘のとおりかなり高いところが１か所出ております。これについては、さらに詳細な

調査を行ってですね、原因等の特定につなげていきたいというふうに考えております。 

◎島尻 誠君 

  最後に、市長就任からですね、コロナ禍の中で大変な市政のかじ取りをスタートしていますけども、バ

イタリティーあふれる市長ですから、ぜひとも乗り切っていただいて、新しい体制でまた新年度を迎えて、

かじ取りをですね、よろしくお願いしたいなと思っております。 

  以上で私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで島尻誠君の質問は終了しました。 

◎友利光德君 

  私は、まず質問に入る前にですね、私の意見を申し上げたいと思っております。去年の９月定例会に議

会改革について通告送付をしましたけれども、事務局長にですね、答弁する方がいないので、取り下げて

意見として述べてほしいということを言われました。ということでですね、本来ならば12月定例会で申し

上げるべきでしたけれども、別のことがありまして今回申し上げますけども、原則としてですね、議会の

定数の減というのに対しては反対をしております。ということは、合併前の城辺町は議会議員は18名いま

したけども、合併時にですね、城辺からは４名、現在は４名であります。ということは、高齢者が増加し

ているということと、高齢者が増加するということは、議会議員に対する要請等とか相談がですね、多く

なるということで、やはり議会議員の数はですね、合併前に近づけていったほうがいいんじゃないかなと

いうふうに思っております。 

  それと、議員報酬についてもですね、増額については反対であります。というのはですね、市民からで

すね、皆さんは給料に、報酬にマッチした仕事をしているんかという不満の声よく受けます。したがいま

して、こういう議員報酬の増額についてはやはりもう少し慎重に市民の声をよく聞く必要があるんじゃな

いかなというふうなことを考えております。 

  そして、去年の５月13日のですね、第15回城辺幼小中の大運動会がありました。合計で128名でありまし

たけれども、これはですね、城辺中学校が44人の大運動会でありましたけれども、当時の城辺小学校の平

良勝也校長先生の提案で15回という回数を重ねました。城辺小学校の池村敏弘校長が44人の中学校生に対

してですね、小学校の後輩たちは先輩…… 

◎議長（山里雅彦君） 

  友利光德君、マイクをちょっとセンターに、これぐらい。 

◎友利光德君 

  中学校の先輩たちを誇りに思うと、そして背中を見て成長するようということを話されていました。生

徒を代表としてですね、２年生の鈴木東一朗君が城辺中学校が大好きですということ話していました。生

徒会長長濱瑠璃さんはですね、最高の思い出ができて、後輩たちには新しい学校でも胸を張って頑張って
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ほしいという挨拶をしていました。令和３年３月７日に城辺中学校の最後の卒業式がありまして、生徒会

長が「次に」という語りかけからですね、始まったことに対して、学校の統廃合が正当性を持ってされた

のかなということを考えると非常に不満を抱くことになりました。 

  以上申し上げまして質問に入りますけれども、最初は市長の政治姿勢についてでありますが、私はこの

質問はですね、今回で３回目でありますけども、市民から文書開示の請求するけども、黒塗りで不透明で

あると。特にあの頃は千代田カントリークラブや保良弾薬庫の問題がありました。そのときにですね、企

画政策部長は今は必要ないと、２回目には条例上義務がないという答弁でありました。今は必要ないとい

うことは、今は必要かもしれません。ですよね、企画政策部長ね。これは、答弁をもらいませんけども、

市長がこの質問の内容については共感しているんじゃないかなというふうに私思いますので、ぜひ前向き

にですね、行政報告をするようにお願いをします。 

  次は、市街地の空洞化の課題解決についてでありますけども、これは平良庁舎がこちらに移転をしまし

て、人の流れがさま変わりしていると思います、私は。私は、旧城辺町の庁舎のことでもよく質問したん

だけども、予想以上にですね、これは進んでまいります。ですから、市街地の空洞化についての解決につ

いて答弁をもらいます。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  市街地の空洞化課題解決についてのご質問にお答えいたします。 

  旧平良庁舎周辺の中心市街地については、市役所機能の移転などに伴い空洞化が懸念されており、市民

や観光客が歩いて楽しめる本市の中心市街地にふさわしいまちづくりが求められております。このため、

今後は市民をはじめ旅行者の満足度の向上及び宮古圏域の地域振興につなげることを目的とするみなとま

ち宮古再生プロジェクトの取組を核としまして、平良港やトゥリバー地区との連続性を高める市街地整備、

それから各通り会が主体となった店舗、道路の修景整備などハード、ソフトの一体的整備を検討し、市街

地の活性化に努めてまいります。 

◎友利光德君 

  次はですね、宮古地区製糖工場整備事業新制度活用についてでありますけども、これは相手があること

ですので、そのとおりに進むのかどうかなと思いながらやりました。相手企業の会社ですね。これは、国

が６割、４割が県、市町村、会社が持つというふうな事業らしいですけども、これ提案しておきますけど

も、市長のほうにですね。やはりこれ宮古製糖城辺工場は、1959年に操業開始しておりますので、約60年

ぐらいかな、たっております。これ高い補助がある間にですね、やはり手がけたほうがいいんじゃないか

なということを考えておりますので、ぜひともですね、前向きに考えていただきたいと思います。 

  ４号の家庭ごみ収集運搬業務委託契約についてでありますけども、私はこれを原則としてですね、全企

業、会社と契約をしたほうがいいんじゃないかなということは、まず市長のほうに申し上げておきます。

というのはですね、要件を満たしている業者をですね、何らかの形で、自分の不具合でですね、不具合と

いうのかな。はっきり申し上げますと、選挙でもってそれを差別するというのは、子育てをしている親に

対してもですね、これは不公平な取扱いでありますので、これは要件を満たしている業者に関しては必ず

契約をしてくれますように市長のほうにお願いをしておきます。 

  次に、５号にですね、家庭ごみ収集運搬業務契約における欠格要件業者との契約についてであります。
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これは以前にですね、不当ごみの問題でトンブロックを計量していたという経緯があります。それでです

ね、特記仕様書の第２条に遵守事項としまして、終わるまでね、２人で従事をしなけりゃならないという

規定があります。しかしながら、情報によると２業者がですね、今１人でやっているという情報が入って

おります。欠格要件業者とですね、契約するつもりはあるのか、ないのか、生活環境部長のほうで答弁お

願いします。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  家庭ごみの収集運搬業務の契約につきまして、欠格事業者との契約があるかというようなお尋ねであっ

たかと思います。廃棄物処理法の施行例第４条におきまして、市以外の者に一般廃棄物の収集運搬を委託

する場合の委託基準が定められております。もちろん宮古島市もその委託基準を遵守しまして、毎年受託

資格審査を環境衛生課のほうにおいて、担当課のほうにおいて行っております。その委託基準の中に受託

者が11項目の欠格要件に該当しないことという条件がありますが、当然ながら宮古島市の受託資格審査の

中でも現受託がこれら欠格条件に該当していないということは確認をしております。友利光德議員からご

指摘のありました事業者につきましても、この欠格要件には該当していないということでございます。 

  それから、収集運搬業務２人で登録しているのに、１人で行っている事例があるということでございま

す。確かにそういう情報が入っていることもございますが、そういうことに関しましては事業者のいろい

ろな苦情、そういうものにつきましてはその都度担当課のほうで事業者に直接連絡いたしまして、改善を

するように指導を行っているところでございます。 

◎友利光德君 

  市とのですね、訴訟についてのお尋ねをしますけども、これ市長のほうに要望しときます。やはり市民

がですね、裁判で争うということはあってはならないんじゃないかなと考えておりますので、その会社に

ですね、組合に話しかけて、和解してもらうようにひとつお願いします。 

  次は、市町村合併における対等合併についての市長の見解について、市長にお尋ねします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  友利光德議員のご質問にお答えします。 

  合併後、平良地域への人口流入が加速して、そして旧郡部が一部過疎地域が進んでいるという現状は、

多くの声であります。そういった地域の声というものは、少なからずしっかりと受け止めながら、やはり

行政のサービスの平等性、そういうものは確保しなければならない。そういう意味では今後支所の再編も

ありましたことですし、その地域にとって活性化、定住化、高齢化対策等々どういう形で進めていくのか

というものを今ちょうど検討を始めたところでありますから、地域公民館等々を活用しながら、しっかり

と取り組んでいきたいというふうに思っております。 

◎友利光德君 

  次はですね、各支所の機能拡充についてでありますけども、令和３年２月19日に伊良部支所の仲宗根健

治支所長とワンチームみゃーくの共同代表の方、そして市町村合併小委員会の、これはメンバー、佐良浜

の出身なんですけども、伊良部支所長とは意見交換をする機会がありました。やはり伊良部島の方のです

ね、支所から出張所に変更することについては非常に懸念をしております。心配しておりますと。いうこ

とはですね、福祉関係ですね、福祉関係。合併時にですね、福祉部が城辺庁舎になったときに、私は合併
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した平成17年12月にこのような質問をした経緯があります。平良の支所長はですね、城辺まで福祉の関係

で行かないといけないので、移動が大変だという答弁をしていました。これは、まさにこれが逆になるよ

うな形になるんですね。伊良部の支所長も福祉関係、国民健康保険、後期高齢者、保険証の発行など、生

活保護の医療券、そして佐良浜出張所の仲間さんは死亡届を出した場合の手続が大変だよということを申

し上げております。そして、上野支所の高江洲恵伝支所長はですね、やはり合併はそういうもんじゃなか

ったと非常に不満を投げかけております。ですから、この支所のですね、機能拡充についてですね、市民

がどのように考えているのか、旧郡部の市民がですね。アンケート実施をしまして、必ずその市民の声に

ですね、応えるような計画はないのか。 

◎総務部次長兼総務課長（宮国泰誠君） 

  出張所機能についてのですね、アンケートを実施する考えはないかというご質問ですけども、令和３年

４月１日から先ほどおっしゃっていましたとおり証明書の交付業務とか、そういう形で出張所を開所いた

します。市民からの声についてはですね、令和３年４月１日以降様々な検証をしながらですね、どういっ

たことが市民のために充実していくかというような、行政サービスの向上についてはですね、効果的なの

かというふうな部分については検証してまいりたいというふうに思っておりますが、今のところアンケー

トを実施する予定はございません。 

◎友利光德君 

  ちょっと付け加えますけどもですね、これは今政治の力がなければもう限界集落に近づいていきます。

総務省がですね、発表しているのは2040年までに896の自治体が自然消滅するんじゃないかなということが

発表しておりますので、どうかいい方向に行くようによろしくお願いします。 

  次は城辺庁舎の跡地利用についてでありますけども、旧城辺町のですね、他の旧市町村にないような、

いろんないいのがあります。例えば人頭税廃止運動に関わった４人の方ですね。それから、上皇様に宮古

馬を献上した加治道の島尻さん、西中の友利さん、これは西辺なんですけども、楚南さんですね。それか

ら、比嘉トンネル。こういう他の旧市町村にないようなすばらしい資料があります。人材がいます。そう

いうことをですね、城辺庁舎の後利用に活用できないのか答弁を求めます。 

◎総務部次長兼財政課長（砂川 朗君） 

  城辺庁舎の後利用についてお答えいたします。 

  城辺庁舎につきましては、後利用につきましては、しばらくはですね、出張所として使用する部分ござ

います。将来的には出張所のみであれば現在の位置から移転することとしておりますので、その後城辺の

庁舎利活用については現在ＩＴ産業センターもございます。コールセンターですね。これらも含めてです

ね、民間での利活用を検討していくということで宮古島市の個別施設計画でうたっておりますので、その

ように進めていく予定でございます。 

◎友利光德君 

  私の生まれた島でありますので、旧城辺町でありますので、旧城辺町は安く手に入れないようにしてく

ださい。 

  次は各部落、自治会とのですね、意見交換について。これ答弁よろしいですけども、旧城辺町では平成

25年に１度やっております。今旧郡部は政治の力を必要としています。どうか地域の皆さんとの意見交換
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をぜひするように、強く要望しておきます。 

  次は各部落、自治会長との事務委託料の増額についてでありますけども、旧城辺町ではですね、平成14年

度には2,282万円の予算を計上していました。平成17年度には2,297万8,000円ですね。参考までにですけど

もね、旧下地町はですね、部落会長に視察研修旅費補助金というのを120万円計上して、手厚い対応をして

いたような気がします。現在城辺ではですね、部落会長出すのが非常に困難になっております。総務部長

は、よく知っていると思うんだけども、ですからですね、これもう少し部落会長に手厚い増額できないの

か、担当課のほうで答弁お願いします。 

◎総務部次長兼総務課長（宮国泰誠君） 

  事務委託料の増額についてというご質問でございます。本市においては、行政の円滑な運営を図ること

を目的に、地域の皆様から各自治会長はじめ、地域を熟知している方をご推薦いただきまして、行政連絡

員としての事務を委託しております。委託料については、増額ということではなくですね、行政連絡員の

負担軽減を図る、それから事務委託の内容の見直し、各地区の課題をですね、分析いたしまして、より効

率的な運営方法を検討しているところでございます。 

◎友利光德君 

  次はですね、宮古製糖城辺工場の製糖期における作業水の処理方法についてお尋ねをします。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  宮古製糖へ確認したところ、機械の冷却水や製糖終了後の機械の洗浄水などについては、工場内にある

独自で整備した排水処理施設で処理を行った後に水質をチェックするとともに、製糖期には保健所の検査

も行い、水質異常がないことを確認し、施設外へ排水しているということで、衛生的には問題ないとのこ

とであります。 

◎友利光德君 

  農林水産部長、これ再質問ではないんだけどね、これ地域からの声があったんですよね。私らは旧城辺

町で何回か取り上げたんですけども、なかなか返事がもらえなかったんですよね。この周辺の人がですね、

風向きによっては臭いがすると、そういう苦情があるので、もう少し入り込んでですね、調査するように

お願いしておきます。 

  次は農業振興についてお尋ねしますけども、本市の中立委員の任命について、県農業会議によると中立

委員の任命は弁護士、税理士、行政書士、司法書士となって、前提となっていますけども、この４つの中

のですね、何に該当するのか、値するのか、また値をしないのかでいいです、簡単に。 

◎農業委員会事務局長（渡真利 忍君） 

  現職の中立委員は、弁護士や司法書士等の資格を持っているかどうかということで、聞き取りでは聞い

たんですけども、現職の中立委員は弁護士や司法書士等の資格は持っておりませんが、中立委員に特定の

資格などは求めているものではなく、農業に従事していない者が該当します。 

◎友利光德君 

  市長に提言しておきます。千葉県千葉市の農業委員会が弁護士を登用させてですね、月に１回無料で農

業者と相談をしているという新聞も見ましたけども、本市もですね、市長の任期内に１度任命があると思

いますので、ぜひともですね、こういうのを活用していただきたいと思います。 
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  次は南西楽園リゾートの農振地域除外許可についてでありますけども、この件はですね、2020年の８月

に担当課のほうに申請されていると思います。関係職員によるとですね、７ヘクタール、要するに７町歩

ですね。話を聞くと、県下でそういう実例はないと。土地改良済みなので、そういう例はないよというこ

とであります。参考までにですね、私が今城辺で進めている城辺小学校裏の後前竹というんだけども、こ

こがですね、７町歩です、新規採択はですね。この辺について許可するのかしないのかだけでよろしいで

すので、答弁お願いします。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  南西楽園リゾートが申請している農振除外申請については、提出された除外要望書を基に審査を行い、

現在はほかの案件と同様に関係各課への意見照会などの詳細をしている段階であります。許可、不許可に

ついては、意見照会後に沖縄県と予備協議、それから事前協議を踏まえて農業振興地域整備計画書を作成

し、公告縦覧、異議申立て期間の経過後、本協議を行った後に沖縄県知事の許可を受け、決定となります。

そのことから、決定については沖縄県が行うことになります。 

◎友利光德君 

  おとといですね、宮国での若い農業している方と話をする機会がありました。その方の話によるとです

ね、宮国地区は8,000トン収穫高があるらしいですね。これは、宮古製糖城辺工場で一番部落単位では高い

という話をしていました。やはり農業振興は島を救いますので、農家はですね、これは慎重にやる必要が

あるんじゃないかなと申し上げて次に移ります。 

  与並武地区整備工事についてでありますけども、特記仕様書についてであります。令和２年５月に適用

に準じて実施しなければならないという法令ができました。第14条にですね、施工条件、残土については

指定された残土置場に処理をするとありますけども、これはされていますか。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  本工事では一時仮置場として使用しながら地区内処理を行っているために、残土置場への処理は行って

おりません。 

◎友利光德君 

  その２にですね、用地の関係、要するに本工事における借地は予定をしていないというふうにあるんだ

けども、これなぜ施工業者と残土置場が同一関係かなということについて答弁をお願いします。２番目で

す。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  この件については鉱山業者と、それから工事の受注業者が同じ業者であったことから、その土地を使用

したという形になっています。 

◎友利光德君 

  土質の想定についてでありますけども、掘削中にですね、土質が著しく変化した場合監督職員と協議を

しなければならないとあるんですけども、これ協議をされたのか、されたとしたらいつされたのか。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  委託調査の結果、本地区の土質は粘性土及び岩として報告されており、それに基づいて当初設計から岩

切り等を想定して設計しておりますので、別途協議は行っておりません。 
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◎友利光德君 

  これ④も行きましょうね。③かな。隣接地権者についてですけども、住宅対策ですね。受益農家から連

絡がありまして現場に行って、現場確認して５ミリ刃のスタッフで深さを測ると、もう５メートルのスタ

ッフも測定できないような状態まで掘り込みをされていました。これは、住宅の近くでこういうことをす

るというのは、ちょっと住宅に影響するんじゃないかなと思うんだけども、原則として何メートルまで床

堀りを掘削したらよろしいですか。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時38分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時38分） 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  友利光德議員ご指摘の現場で５メートルほどの掘削があったという質問ありましたけども、現場を確認

したときに起伏があることですから、計画基盤高、これが切土の2.6メートルで設計してあるということで

あります。ですから、2.6メートル切った後に、それから岩掘削を、それから土量掘削等を2.4メートルほ

ど掘削したということから、合計的には５メートル程度の掘削ということになったという報告を受けてお

ります。 

◎友利光德君 

  ④の施工計画確認についてでありますけども、先ほど申し上げたように５メートルまで掘削をしていま

した。そこで石積みに使用した石が出たと思います。関係法令に基づいて打合せをしたか、受入れ地ので

すね。④です。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  まず、地区内での石積みの土量が設計では998立米でありまして、地区内使用のために受入れ地としての

協議は行っていないとのことであります。 

◎友利光德君 

  幅が10メートルに20メートルに５メートルとした場合にね、1,000立米出ますよね。私はですね、この質

問を終わりますけども、この業者はですね、沖縄県において受注高が５番の中に入る業者なんですよね。

ですから、何でこういう仕事の仕方をするのかなということで、これは受益農家のほうから電話が、連絡

があったんですよ。ですから、これはこれで終わりますけども、こういうことがないように、やはり工事

というのは、しかも会社のメンツもあります。ちゃんと看板かかっていますからね、ユンボとかいろんな

ものにね。これは大変。現場から近いところにあるんですよね、鉱山がね。どこと大体分かると思うんだ

けども、そういうことやめたほうがいいと思いますよ。 

  次にですね、これ要望ですけども、瑞福隧道の利活用についてでありますけども、市長のほうに要望し

ておきます。工事施工によるですね、関係者が３月５日に市長表敬していると思いますけども、これは昭

和８年に工事をしております。90年前ですね。やはり日本の技術はすばらしいなと感心をしておるんです

けども、何らかの形で入り口をきれいに掃除をしてですね、観光振興に努めてほしいなということを一言
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申し上げます。 

  次、⑩ですけども、これはハーベスターに対する修理費を個人の方にも支援できないかということであ

りますけども、どうですか、農林水産部長。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  この事業は、耐用年数を経過したハーベスターの機能向上を図ることを目的として取り組んでいる事業

であります。本市においても、個人導入のハーベスターが約10台あり、市としては個人導入ハーベスター

についても事業対象となるよう要望しているところであり、引き続き関係機関と連携して、県にも要望し

ていきたいと考えております。 

◎友利光德君 

  農林水産部長、私はサトウキビ対策室に行って聞き取りをしたんだけども、リースで購入した人はです

ね、1,667トン刈取りするらしいですね。そして、個人の方はですね、1,518トンらしいですよ。問題のト

ラッシュですけども、リースの場合は252キログラムというか、それに対して個人の場合は223キログラム

です。というのは、個人の人は機械を丁寧に使っているような気がするんですよね。ですから、個人の方

にもやはり農業振興に貢献しているのは確実ですので、やはり手厚い補助をするように要望しておきます。 

  次は浦底地区、これ城辺なんですけども、土地改良事業の採択については、これは旧城辺町で平成25年

から平成28年度までに計画を位置づけしておりました。これは、要望ですので、ぜひともその採択に向け

て走り出すようによろしくお願いします。 

  次は教育行政についてでありますけども、廃校になった各小中学校ですね、時間の都合で学校名言えな

いけども、よく分かると思いますので。この校歌についてのＣＤ化についてお願いします。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  廃校になった各小中学校校歌について確認したところ、８校中７校がＣＤ化されており、ＣＤ化されて

いない１校については今後市民へ提供を呼びかけてまいりたいと思います。 

◎友利光德君 

  その学校についての校歌遊戯のＤＶＤ化について、これはですね、城辺ふれあいまつりで砂川中学校、

西城中学校の保護者の方がですね、踊るのをよく見るんですよ。計画ありますか。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  校歌遊戯のＤＶＤについては、福嶺中学校と城辺中学校がＤＶＤが今のところ見つかっておりません。

それ以外はほとんど宮古島市未来創造センターに小学校で15校、中学校で９校の映像が残されております。

したがいまして、この２校につきまして、そのほかに宮島小学校と大神小中学校、この４校が校歌遊戯が

今のところ見つかっておりません。それにつきましては広報紙等を通じまして、市民の個人のカメラとか

ですね、そういった映像が残っているのを募集して、なるべく全校保存しておきたいなというふうな思っ

ていますけども、これからちょっと情報収集してみたいと思います。 

◎友利光德君 

  時代の流れ、避けて通れないで終わらないように、ちゃんとした考えでですね、行動してほしいと思い

ます。 

  次はですね、３号は飛ばします。城辺地区における統合中学校の課題についてでありますけども、これ
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は何か不登校やいじめがあるんじゃないかなという、心配する校長先生の声です。どうですか。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  城東中学校開校準備室におきましては、城東中学校の開校に向けて、砂川中学校、城辺中学校、西城中

学校の校長連絡会、生徒指導連絡会を開催し、気になる生徒や生徒指導上課題のある生徒の情報交換と効

果的な対応について話合いを重ねてまいりました。新年度開始時には生徒への支援の在り方について全職

員で共通理解の下、生徒指導体制や教育相談体制の充実を図り、不登校の改善、いじめの未然防止に取り

組んでまいります。 

◎友利光德君 

  次は、城辺地区における統合中学校の後利用についてでありますけども、城辺小学校については16日に

関係者が城辺小学校に来ていたので、いいですけども、福嶺中学校のことももう少し考えてほしいなとい

うことを一応要望しとおきます。 

  それでですね、昨日の４時40分ぐらいかな、朝の。救急車がですね、出動をしております。砂川中学校

の後利用にですね、消防署を持っていったら、これはもうたまったもんじゃないなと思いますので、これ

答弁よろしいです。あの周辺にそういうものを持っていかないように要望しておきます。 

  次はですね、新入学生の662名に対するランドセルの支給についてですけども、時間がないので、できる

かできないかだけ。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  今年度新入生が618名おります。ランドセルの支給をいろいろ調べてみました。自治体によってはお祝い

の意味や保護者の負担軽減の理由、あるいは同じランドセルならいじめられないという理由、定住促進の

一環、理由は様々でございます。本市におきましては、経済的に困窮している世帯が入学前にランドセル

など準備できるよう就学援助制度により、新入生を対象に事前支給を行っております。ちなみに、令和元

年で1,350名、令和２年度で1,399名の就学援助の準要保護の児童がいます。小学１年生と中学３年生にお

きましては、小学生で４万600円、中学生で４万7,400円の新入学児童生徒学用品の準備金として支給を行

っているところでございます。ランドセルにつきましては、今のところこの約1,400名の生徒たちへの支給

でもって代えさせていただきたいと考えております。 

◎友利光德君 

  城辺町でよく使われた言葉でですね、自然を保護し、本町においては人材育成は無限な資源であるとい

う言葉、よく聞いたような気がします。 

  次は７号飛ばしまして、８号の幼稚園の学級編制についての考え方をですね、先ほども島尻誠議員も聞

いていたけども、再考してほしいなと思います。福嶺小学校に月曜日かな、行きました。幼稚園がないと、

学校はなくなりますねということを話を聞きました。ですから、必ずしもこれ縛らないでですね、再考す

るように、時間がないので、要請だけしておきます。 

  議会答弁についてでありますけども、城辺ムイゴシのですね、戦争避難場所について、これは答弁はい

いですけども、これはですね、1920年から1932年まで村議を務めた益田忠純さん、それから第25代那覇市

市議会議長を務めた友利玄雄さん、それから沖縄大学教授の下地玄栄さんが生まれて育ったところであり

ます。もちろんのこと、こっちで戦争避難はしていると思います。部長答弁は大体分かりますので、前向
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きに頑張ってください。 

  それから、陸上競技場のフェンスについてでありますけども、これは私は平成30年の３月に聞いたとき

に、新年度において早急に対応しますと答弁をしました。答弁をして、その後定年をしてしまいました。

ただ、何もされていません。残念です。 

  北中学校の雨漏りについてでありますけども、令和元年のですね、６月定例会で天井の腐食について、

原因について質問したら、雨漏りの工事を対応した後にこの天井板について改修しますと答弁をしました。

これは面白いことで、これもまたやらないで定年していきました。残念です。これは面白いことで、また

学校側がですね、工事をしております。面白いですね。 

  次はですね、福嶺市営住宅の１棟の建築時期について明確に時期を示してください。これは、昭和55年

に建築されていますので、上原市営住宅と一緒です。だから、できるかできないか、できるとしたらいつ

か。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  福嶺市営住宅は、議員ご質問のとおり昭和55年から昭和58年に建築され、築40年が経過しております。

平成29年度に策定しました宮古島市公営住宅等長寿命化計画において、建て替えの対象として位置づけて

おりますが、整備の時期については建て替えの順番を建設年の古い市営住宅を優先し、実施していく方針

としております。現在事業予算の確保が厳しい状況にありますが、今後計画実現の予算要望を行いながら、

早期の整備に向けて検討してまいります。 

◎友利光德君 

  少し質問漏らしたので、教育行政について、答弁は要りませんので。福嶺小学校のですね、保護者から

要請が来ていると思います。子育て世帯が移住するための住居の確保や空き家の紹介というのがあります。

私は、昨日竹富町立鳩間小中学校の資料を渡しましたよね。竹富町立鳩間小中学校は、鳩間島留学制度と

いうのを活用して生徒の確保しております。この辺についてはですね、西城中学校の比嘉校長があちらに

２年間在職しておりますので、詳しいかと思いますので、ぜひですね、福嶺小学校の存続については行政

の力が一番必要です。よろしくお願いします。 

  次は竹原１号線の法線変更についてでありますけども、これは答弁はもらいませんけども、市長のほう

にお願いしておきます。これは、非常に私は、別の人はどうか分からんけど、私が考えたら非常に疑問の

ある工事です。というのはですね、市の特別職が３人物件補償にかかっているとかね、そういういろんな

疑惑があります。そして、その方が城辺の学校統廃合には必ずいました、説明会には。これはですね、市

長の立場を利用してですね、県の土木建設部ですか、そちらから視察を入れるようにしていただきたい。

ぜひともこれはお願いしておきます。 

  次は福祉行政についてでありますけども、これも答弁もらいません。私が今年に入って何回ぐらい行っ

たかな、窓口に。ちょっと窓口のですね、やはり対応というのかな、対応を改善してほしいですね。誰も

生活保護が欲しくて行くんじゃないんですよね。ですから、もう少し柔らかく、市民に寄り添った対応す

るように、これは強く要望しておきます。 

  次に移ります。新型コロナウイルス感染症の令和３年１月26日の34人、そして感染者の中で市から工事

を受注している業者は何名なのか答弁お願いします。 
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◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  新型コロナウイルス感染症に係る感染者、それから濃厚接触者等の調査を行います積極的な疫学調査は、

法令等に基づいて保健所が行っております。市は行っておりません。市のほうとしては、調査結果を県が

公表しますので、県の公表した情報しか把握できておりません。したがいまして、友利光德議員ご質問の

ことにつきましては情報が把握できませんので、お答えすることができません。 

◎友利光德君 

  そういうふうに言うんじゃないかなとは思っていましたけども、あまり私から言ってもいいんだけども、

じゃ全て、この１号から２、３、４、５、６号まで飛ばしてですね、この７号のですね、工事受注業者に

対する指名ペナルティーというのは考えられますか。ほとんどこれ感染者は、市から工事をもらっている

受注業者ですよね。私みんな知っています、誰々とどこの会社とは。どうですか、総務部長。 

◎総務部長（宮国高宣君） 

  質問の要旨でございますけど、新型コロナウイルス感染者についてですね、工事受注者に対する指名の

ペナルティーはないかということでございます。施工中の工事における新型コロナウイルス感染症の罹患

に伴う対応につきましては、感染した作業従事者やその濃厚接触者等が作業現場に従事できなくなること

に伴い、受注者からの工期の見直し等の申出があった場合には必要に応じ、工期の見直しやこれに伴う必

要となる請負代金額の変更等、適切な対応を講じること、また現場の施工を継続することが困難と認めら

れる事業につきましては、公共工事標準工事請負契約約款第20条第１項に基づいて、発注者において的確

に工事の一時中止をするよう、国交省から令和２年２月に通知がされております。宮古島市としましても、

新型コロナウイルス感染症に係るこれらの国、県からの通知及び建設業における新型コロナウイルス感染

予防対策ガイドラインに基づき、適切に対策を講じております。また、受注者の指名に係るペナルティー

につきましては、単に新型コロナウイルス感染症を理由に指名を控えるといったような措置はございませ

んが、従業員の大半が感染し、事業継続が困難と思われるような事態が確認されれば、当然ながら指名を

控えるというようなことは十分に考えられます。 

◎友利光德君 

  次は働きやすい環境づくりについてでありますけども、これは職員の上下関係についてはですね、改善

についてはですね、答弁はもらいませんけども、働きやすい環境をつくるためにはやはり全庁を挙げてで

すね、臨時職員であろうが、上下関係にはやはり心の通うようなやり方がいいんじゃないかということを

一応要望しておきます。 

  ３号のですね、職員の越権行為についてでありますけども、これは宮古島公民館嘱託館長設置条例第２

条にですね、地域づくり協議会と協議をし、履歴書や健康診断、身分証明書を提出しと義務化されていま

すけども、これを提出した後にですね、城辺支所長が何らかの形でその職員を駄目だと、そういうことで、

そういう話が入っております。これは、もう時間がないので、答弁はもらいませんけども、あと１件はで

すね、担当職員が中間種苗を申請して、近親者にその種苗を渡すと。またもう一件はですね、ハーベスタ

ーを申請し、職員がですよ、担当職員が。近親者にこれ補助を与えると。これ実際に上野のほうでありま

した。こういうことはですね、やはりさせないようにしたほうがいいんじゃないかなということを思って

おります。 
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  ４号はですね、職員の癒着についてでありますけども、補助事業関係部署はですね、人間関係、対人関

係が非常に難しいと思います。少し心緩めるとですね、公務員としての立場を忘れる行為があるんじゃな

いのかなというふうな思いがあります。常に初心を忘れずにですね、公務員としての品位を保ってほしい

なと思いますけども、職員管理は副市長がいないので、答弁をすることはできないので、誤解が起きない

ような職務をしてほしいなということを要望しておきます。総務部長、聞いていますか。 

◎議長（山里雅彦君） 

  友利光德君、質問の途中でありますが、なるべく答弁できるような形でお願いできませんかね。これで

は一方的になるんですよね、答弁書の文言が。今後よろしくお願いします。 

◎友利光德君 

  職員のですね、職員が何らかの形で処分されようとする部署に女性の職員を置けないかということを一

応答弁してください。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これは誰が。５号ですよね。 

◎総務部次長兼総務課長（宮国泰誠君） 

  職員配置についてのご質問でございます。毎年ですね、定期人事異動を行っておりますけども、この職

員の異動につきましては職員の経歴、経験年数などを考慮して、適材適所ということで努めております。 

◎友利光德君 

  公営住宅の申込みについての緩和についてでありますけども、これもう私何回ぐらい建築課に行ったか

分からないんだけども、この４月の申込みということではなくてですね、二月に１回ぐらいで、昨日保護

者から聞いたら３回という話を聞いたんだけども、二月に２回ぐらい申込みをしたらどうかなということ

を一応思っております。 

  それと、指定管理者の見直しについては、少し後で、またこの次にやります。 

  以上、いろいろとうるさいことを申し上げたかと思いますけども、新市長が誕生しまして、新教育長が

誕生しまして、行政が刷新されるんじゃないかなと思ったら非常に期待もしておりますので、どうか市民

に寄り添うような市政運営に進みますように、心の底からですね、お願いしまして終わります。 

                 （「議長、休憩お願い」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時07分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時07分） 

  これで友利光德君の質問は終了しました。 

  ちょっと休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時07分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時08分） 
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  しばらく休憩し、３時20分から再開します。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時08分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時20分） 

  本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長します。 

  休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

  順次質問の発言を許します。 

◎新里 匠君 

  新里匠です。通告に従いまして、一般質問を始めます。 

  まず最初に、新型コロナウイルスの感染症の中、自らの生命をかけて日々奮闘、ご尽力なされている医

療、介護事業従事者に心よりお礼を申し上げます。皆様の生命を尊ぶお気持ちに、市議会議員として、い

や、一人の人間として尊敬の念を抱かずにはいられません。日々応援しています。 

  また、市長、教育長、ご就任おめでとうございます。そして、今年度退職されます来間克消防長、松原

清光農林水産部長をはじめとする職員の皆様、長い間ありがとうございました。質問に入る前にお礼と激

励をいたしたいと思います。まずは照明設置の件です。伊良部103号線、伊良部大橋から佐良浜向きの道路

ですけれども、長年私も含め、佐久本洋介議員、そして棚原芳樹議員、下地信広議員とともに照明設置を

お願いしてまいりましたけれども、照明のほう立っております。配線はまだですけれども、沖縄電力がで

すね、自社でやっていただけるということを部長から聞いておりますので、お礼を申し上げたいと思いま

す。 

  そしてもう一つ、佐良浜の水がめであるサバオキの件です。これに際しては1,250万円ほどこの予算がつ

いているということで、本当にありがとうございます。 

  もう一つ、これはですね、本当に先ほどの返しでは全くないんですけども、生活福祉課の皆様に、コロ

ナ禍の中、本当に困っている方々がいる中で対応がですね、私もたまに行くんですけれども、すばらしい

対応をしていただいているなと思ってですね、お礼を申し上げたいと思っております。これからもですね、

国の運用、またこれからも変わっていく中ではございますけれども、日々市民のためにですね、やってい

ただきたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

  では、通告に従いまして順次質問をしてまいります。まずは市長の政治姿勢についてでございます。１

号、県外からの観光客のＰＣＲ検査について。①、観光客へのＰＣＲ検査についてはやりますか、やりま

せんか。答弁お願いします。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  観光客へのＰＣＲ検査についてはやるかやらないか。観光客を対象としたＰＣＲ検査については、現在

県が那覇空港で実施しております。県の取組状況を見ながら、本市の検査実施について県と連携し、検討

してまいります。 

◎新里 匠君 

  すみません。１日目、我如古三雄議員の質問、就任後医師会や宮古病院、観光関連事業者と意見交換し、
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義務化は困難と、自主的な仕組みをつくるという観光商工部長答弁ががありました。２日目ですね、法的

根拠がなく、誤りだった、妥当ではなかったという市長の事実上の撤回をいただいております。そして、

できれば県や国と併せて法制化をしてもらいたいとの思いがあったという答弁も併せていただいておりま

す。座喜味一幸市長は、令和３年２月12日の第１回宮古島市議会臨時会の仲里タカ子議員への答弁の中、

コロナ禍をしっかり抑えていくためには、少なからず政治家というもの、市長たるもの、言い訳をしては

ならないと話しておりました。これそういう思いがあったと、これは言い訳なんじゃないかと思うんです

けれども、どうなんでしょう。はっきり公約撤回と言ってもらえないでしょうか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  現在の感染症法の中で、強制、義務というようなことができないというようなこと。しかしながら、水

際での対策、大変重要ということでありますから、県、国に対しても法律の改正を含めて、しっかりと離

島におけるそういう感染症対策は、今後とも求めていくべきものと思っております。発言に関しては、午

前中にも申し上げましたように不適切な表現だったというふうにおわびを申し上げたところでございま

す。 

◎新里 匠君 

  昨日は撤回、その前は困難というところで、今日は答弁変わっております。 

  ではですね、この市長がおっしゃる義務化という表現は、当初からきついなと考えていたということで

ありますけれども、義務化という表現は、当初と言いますけれども、この当初というのはいつなんでしょ

うか。まさか選挙中にきついなと思いながら市民に約束をしたのではないでしょうね。答弁求めます。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  義務化という、この「化」ということが義務に向けて段階的にでもしっかりと取り組めるというような、

ちょっと誤った判断もあったと思っておりまして、法律上義務化ということは、調べると、これは義務を

課すというようなことになるというような、ちょっと辞書等を調べてみますとやはり不適切だったという

ことでございます。 

◎新里 匠君 

  これが許されるのであれば、公約は言いっ放しでいって、訂正をしてもいいということになりますよ。 

  次行きます。県外からの観光客や全島民に対するＰＣＲ検査を行う時期の基準はあるかないか。あるか

ないかだけでいいです。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  私のほうからは全島民に対する、全市民に対するＰＣＲ検査についてお答えいたします。 

  先日来お答えしておりますとおり全市民を対象としたＰＣＲ検査は、感染状況の関係から実施できてお

りません。今後地域ごと、あるいは業種ごとに検査を検討していきたいというふうに考えております。現

段階で時期の基準ですね、それについては想定しておりません。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  私のほうからは、観光客のＰＣＲ検査についてのお答えします。 

  今現在観光客のＰＣＲ検査については、現在のところは基準はございません。 

◎新里 匠君 
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  市長、これもですね、令和３年１月29日に回答いただいた文書にてですね、県外からのＰＣＲの検査に

ついては専門家の意見を踏まえ、時期を見て判断していくと回答しております。この専門家の判断が基準

ならですね、その専門家は誰ですか。その方とはどういう話をされたんですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  感染症の権威のある先生方等からの意見を聞いておりますけれどもが、この感染症拡大の中での全島民

へのＰＣＲ、これは医療の崩壊を招く、そういうことでは全島民へのＰＣＲ検査の実施はできない。まず

は感染症の拡大対策からというようなことで、おいおい今沖縄県もしっかりと空港をはじめとして水際対

策等々やっておりますが、医療関係者、高齢者等々段階的にＰＣＲ検査を進めている。こういう県との連

携の下で進めるべきと考えております。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  すみません。補足説明をさせていただきたいと思います。 

  専門家ということでしたけれども、令和３年１月28日にですね、沖縄県立中部病院の高山先生ですね、

それから国の機関の神谷先生、そういう方々を交えて話合いを行っております。その中で高山先生等から

意見をいただいております。そういう中でそういう話も出たというふうに記憶をしております。 

◎新里 匠君 

  今の話、これ昨年の６月から同じような私ら認識を持っています。これ今さら言うのはですね、おかし

いですよ。 

  これ市長はですね、政策の中に入れてきました。これはですね、沖縄県が主導するようなこのやり方に

ついてですね、市民がですね、不安、不満を持っていたわけです。その中において、市長はしっかりとや

るんだという意思を表明したわけです。けれども、いざ市長になりました。感染拡大に影響を与えるから、

やらないほうがいいというところでですね、これで、はい、分かりました、やりません。こういうことは

ですね、これ本当に子供がだまされているような説明に受けますよ、私は。そしてですね、これ基本政策

ですから、全島民に対するＰＣＲ検査についてですね、施政方針にないのはなぜですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  まず、就任して、これまでの市の新型コロナウイルス感染症に対する経過を少し調べてみました。議会

のほうもしっかりとこの新型コロナウイルス感染症に対する情報等々、宮古保健所等ともいろいろと要請

をしているなということも分かりましたし、また市長もいろいろと県との連携の中で、新型コロナウイル

ス感染症の権限の一元化というのが重要であるというような方針等々を示していたようなことと、それか

らちょうど選挙の始まります去年の11月頃については、新型コロナウイルス感染症も収まって、ＧｏＴｏ

イートとかというようなことで、まだそういう危機感もなかった状況だというふうに思っておりますが、

いずれにしてもこのＧｏＴｏイートというような流れの中で、当時大変レンタカーが圧倒的に多かった。

それは、やはり離島にとっては大変怖いことだなというような思い等を持ってですね、この陰性、陽性と

いうものの識別、それは早急にしなければならないという認識、それから水際対策の重要性、これをしっ

かりと政策にも盛り込んだ、そういうところでございます。 

                 （「議長、休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 
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  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時35分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時36分） 

◎市長（座喜味一幸君） 

  施政方針の中ではですね、市民の皆さんの協力をはじめ国や沖縄県、医療関係者との連携を強化し、水

際対策の徹底、ＰＣＲ検査やワクチン接種の速やかな実施体制を構築しというような表現をさせてもらっ

ておりますから、ＰＣＲ検査のいろんな対応をしていくというような表現をさせてもらいました。 

◎新里 匠君 

  ③から⑦までは割愛します。ほかの議員からの質問に対してですね、お答えいただけない部分が多いの

で、無駄ですので、次へ行きます。 

  ２号、３日以内の陰性証明書提出などの水際対策の徹底についてでございます。陰性証明書の提出につ

いて、先ほど医療関係者の話がありましたけれども、これはですね、市長は事あるごとに宮古地区医師会

の先生と、昨日の答弁でも宮古地区医師会に所属している医師に相談したと答弁がありました。その医師

は、ＰＣＲ検査は沖縄県が主体であることを知っていたのではないですか。議長、休憩お願いします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時37分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時38分） 

◎市長（座喜味一幸君） 

  時間的にです。去年の12月、年末の選挙戦に入る前と就任してからの話、ちょっと錯綜したらいけない

と思うんですが、就任してからの話の中ではもう既に沖縄県の中で感染対策が一元化されているというよ

うなことがありまして先ほどの答弁になっておりますが、12月、選挙前の話ですと、やはり感染拡大にＰ

ＣＲ検査というのが極めて重要だということ、それから水際対策が重要だということ、それについてはし

っかりと仕分けして、いずれにしても感染拡大がある中ではやはり医療の崩壊というものは、まず守るこ

とが前提だということで、その相談はしておりますから、少し時間的な区分をしないといかんと思ってお

ります。 

◎新里 匠君 

  これを知っていたかどうかというのを聞いているんですけれども、これにも答えていただけませんでし

た。これ私は、何も昨年の11月の話を聞いているわけではございません。この今年１月が選挙期間中でご

ざいます。そして、その後も、市長になってからも、これまで、今年になっての話でございます。錯綜し

ているわけではございません。これだけははっきり言っておきます。 

  続いてですね、水際対策について、現状で対応できる範囲で徹底されているか否かという件についてで

すね、令和３年１月29日に回答いただいた新型コロナウイルス対策の迅速な実施についての文書の中でで

すね、水際対策について現状で対応できる範囲で徹底されていると回答されています。できる範囲で徹底
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されているのは当たり前じゃないですか。市長の行うべき公約を補完することにはならないと思いますけ

れども、市長の見解をお願いします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時41分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時41分） 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  ②の水際対策についての現状で対応できる範囲は徹底されているか、ないか。県による宮古空港及び下

地島空港への旅行者専用相談センター分室の設置など、可能な範囲での対応は行っております。また、宮

古島観光協会への委託事業により観光関連事業者への感染対策防止品などの配付やポスター、横断幕など

での注意喚起のほか、宿泊、飲食施設を巡回し、感染対策指導を実施しております。 

◎新里 匠君 

  これは、市長がやるべきことを補完することにはならないかというのを聞いているんですけれども、こ

れ答弁をいただけないということで、要は水際対策はうまくいっていると、今年１月からずっとというこ

とになりますよ、これ。ということは、何の対策も要らなくなります、これ。そうでないというんだった

ら、こういう答弁、質問に対する回答出てこないですよ。 

  続いて、行きます。 

◎議長（山里雅彦君） 

  新里匠君、答弁必要としているんで、いいですか。 

◎新里 匠君 

  答弁要らないです。どうせ答えないんですから。 

  ３号、検査拡充の支援、判定の迅速化について。宮古地区医師会や宮古病院及び沖縄県に対して、既に

要請した結果は来ましたか。来たか来ないかだけでいいです。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  この要請につきましては、令和３年１月28日に行われました市役所でのウェブ会議の中で口頭で要請し

たものですから、回答という形では来ておりません。 

◎新里 匠君 

  これどういうことですかね。私らは、今定例会の冒頭ででしたかね。ちゃんと要請は、文書でやってく

ださいと、ウェブ会議でもいつまでに回答もらえるかどうか言ってくれという話をしております。これ私

たちのそういう要請などに対してですね、どういう考えでやっているんですか、市長。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時44分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時45分） 



- 403 - 

 

◎市長（座喜味一幸君） 

  今生活環境部長がお答えしたとおりになりますけれども、この係る案件についてウェブ会議でしっかり

と検討して、県の方も入っておりましたから、そういうことでこの回答書を議事録を起こして報告したと

いうことになっておりますから、文書としての回答は求めてありません。 

                 （「休憩」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時46分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時47分） 

◎新里 匠君 

  ４号、コロナ対策宮古地区地方本部との情報共有について、これ文書です。これが先ほど市長が言った

部分でございます。コロナ対策宮古地方本部との情報共有についてということでございます。今定例会初

日の緊急質問での濱元雅浩議員と約束をした施設におけるクラスターの死亡の報告の遅延の原因究明につ

いて、調査報告書は沖縄県からもらいましたか。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  議員の皆様から指摘のありました件につきましては、令和３年３月４日に沖縄県に調査報告書の提出の

要請を文書で行っております。回答のほうは、まだ来ておりません。回答が届き次第、速やかに市民に公

表していきたいというふうに考えております。 

◎新里 匠君 

  もう19日たちました。玉城デニー知事は、第４波の話もしております。これが返ってこないということ

は、今はまだあのときと同じ状態だということでございますね。市長、何でこんなに時間かかっているの

に、一言も言わないんですか。お願いしますよ。答弁お願いします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  ご指摘の件ですが、できるだけ速やかに、私ども市民に対して説明がつかないと、ぜひともに丁寧な報

告をしてくれということは求めてあります。ぜひとも再度促しながら、報告を速やかにしていきたいと思

います。 

◎新里 匠君 

  もう本当にね、体が震えますよ。 

  ５号行きます。事業者、低所得者に対する単独事業について、これも新型コロナウイルス対策の迅速な

実施についてという部分での回答でございます。どのような事業を検討したのかお伺いします。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  事業者への単独支援事業についてお答えします。 

  事業者の経済支援策として、沖縄県の時短要請協力金の交付を受けた事業者へ一律20万円の上乗せ協力

金を支給いたします。また、事務所や店舗の賃貸料を支払っている事業者に家賃３か月分、上限20万円ま

でを助成いたします。さらに、令和２年度に実施し、好評だったＧｏ！５フードラリー事業も対象事業を
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拡大し、新年度も継続いたします。今後も幅広い事業者支援を検討してまいります。 

◎福祉部長（下地律子君） 

  低所得者の方に対する市独自の支援策についてでございますが、現在国及び県の事業も確認しながら検

討しているところでございます。 

◎新里 匠君 

  今年２月から要請をしております。これ１月ですね。25日かな。３月23日になりました。誰一人取り残

さない政治、行政はどこにありますか。低所得者に対しては、市長にも直接再三再四お願いをしてまいり

ました。なのに、本日までもやっていただけていない。これ市長、やる気あるんですか。市長、答弁お願

いします。やる気あるかどうか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  やる気はしっかりと持っておりますが、先ほども答弁ありましたように、いろんな制度が今どんどんと

拡充もしておりましてね、言われたとおり何かどこか見落としがないか、救える人を救っていないんじゃ

ないかというご指摘に関しては、一生懸命取り組みますとお答えしました。それで、いろいろと福祉、そ

れぞれの立場でいろいろと救える、今の事業、制度で落ちていること、そういうものがないようにするこ

と、それからどういう形で支援すべき人たちがいるのか、その辺についてはお互い細々とチェックをし合

いながら検討は進めているところです。 

◎新里 匠君 

  市長、当局の皆様、この細部の確認は、困っている人たちは関係ありません。なるべく早い支援を求め

ております。ぜひ一番早い支援をお願いいたします。 

  次行きます。８号に行きます。産業振興局について、これは公約、主要政策でございますけれども、こ

れは具体的に何をするのか決めたか決めていないかというところでしたけれども、昨日の答弁でですね、

各課の横断的役割をするという答弁がありました。独断的な役割とは何か、各部各課との人員の権限関係

の整理はできているか答弁を求めます。 

◎総務部次長兼総務課長（宮国泰誠君） 

  権限といいますか、横断的な役割という部分については、現在六次化産業については観光商工部、農林

水産部おのおので進めているところです。産業振興局を設置することによってですね、横断的に各部の中

心的な役割を担っていただくというふうなことで今考えているところです。 

  それから、権限についてはですね、事務分掌を既に決定しておりますので、それに従って業務を進めて

いくということになります。 

◎新里 匠君 

  権限はもう決めてあるというところなので、ぜひ見せていただきたい。 

  そしてですね、次、これ産業振興局ですから、やはり部扱いでございますよね。部より下でありますけ

れども、やはりこれ成果目標を置かないとですね、事業する意味がありません。成果目標はどこに置くの

か、どういった目標を立てるのか、立てているのか。これ金額ベースでもいいです。イメージでもいいで

す。教えてください。 

◎総務部次長兼総務課長（宮国泰誠君） 
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  産業振興局ですね、今年４月１日からスタートいたします。先ほども申し上げましたけども、農林水産

部、観光商工部ですね、両方でやっておりますので、先ほど来出ている一次産業の付加価値を高める、そ

してそれを加工する、それの販路を拡大する、確保するというふうな部分でもちろん目標を定めておりま

す。ただ、現在ですね、その具体的に、産業振興局を設置しての例えば販売額であるとか、数量であると

か、そういうふうな数値については現在のところ定めておりません。 

◎新里 匠君 

  具体的な販売目標は、額としてはありませんという答弁でございました。予算がですね、粟国恒広議員

への答弁でも78万円というところでありましたので、当然かなと思っております。 

  職員の給与についてですけれども、これどこから出るんですか。 

◎総務部次長兼総務課長（宮国泰誠君） 

  職員の給与に関してはですね、今年４月に入ってから各部の予算を流用して給与については確保します。

その後ですね、６月定例会のほうで補正をかけていきたいというふうに考えております。 

◎新里 匠君 

  まだどこから出るか決まっていないということです。 

  次行きます。９号は飛ばします。10号、市政刷新と市民に開かれた市政を実現することについて。市長、

刷新とは悪いところを改めて、全く新しいものにすることと国語辞典に書いてありました。問題点は抽出

したかしていないかということでありましたけれども、それについて答弁ありました、先日。物事には結

果があると、結果を確認することだということを答えました。選挙戦から刷新と言っているのだから、本

当はこれまでの結果を踏まえて、悪いところは確認をしている、当然にと思っております。悪いところと

は何ですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  悪いところといいところとかではなくして、市民に寄り添った形で、市民ファーストの行政というもの

をしっかりしていく。それから、予算の効率的な執行というものをする。市民への行政サービスが十分に

行き渡るような行政を心がけて、しっかりと実行する、そういうことだと思います。 

◎新里 匠君 

  悪いところは言えませんと、いいところも悪いところもあると。それはそうですよね。いいところも悪

いところもありますよ。だけれども、刷新をすると言った以上は、悪いところを認識しないと刷新にはな

りません。市政刷新は、選挙における集票のためのキャッチフレーズですか。悪いところは見つからない。

これを本当に刷新と言えるのか、私は疑問であります。 

  続いて、③行きます。登庁時にお話をされた職員の掌握はできたかというところでありますけれども、

これちょっと訂正します。登庁時ではございません。当選翌日の囲み取材における選挙事務所での組織の

掌握についてできたかに訂正をいたします。市長、前向きに、新たな時代に向けて職員のモチベーション

を上げて、市民生活がうまくいくように、伸び伸びと市民目線でやってほしい、減点法じゃなく、加点法

だと、しかし最初にやることは組織の掌握だとおっしゃいました。これはですね、掌握という文言であり

ますけれども、支配権を完全に握って、自分の威令が行われるようにすること、支配権というのは上に立

って、ほかの人を思うとおりに動かすこと、威令については絶対的な権力者などから出されるいや応なく
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従わざるを得ない命令と書いてあります。つまり組織を支配するということと捉えられますけれども、こ

れは言葉の間違いですよね。市長、確認願います。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  行政組織だから、我々組織を掌握するだとかというようなことを簡単に使ってまいりました。しかしな

がら、よくよく辞書等ひもときますと、極めて権力で支配するというような意味合いが強い、誤解を招き

やすい言葉だということを私は勉強しましたんで、それは把握ということがふさわしいのかなと思ってお

ります。 

◎新里 匠君 

  まさにですね、把握でございます。これ市長をはじめとして、私たちがいるのがですね、自治というも

のでございます。自治というのは、自ら進んで自らのことを処理することという意味合いがあります。そ

れの反対にあるのが統治でございます。これが国土、人民を支配することと書かれております。統治はで

すね、掌握とニアと私は読むんですけれども、それならばですね、私たちが自治をやるに当たっては掌握

ではないということで、ご理解いただけてよかったなと思っております。 

  続きまして11号、誰一人として取り残さない社会の実現に向けた福祉の充実についてというところでご

ざいます。①、低所得者に対し、公営住宅を賃貸供給するとしているが、市が賃貸するのかしないのかと

いう質問にですね、２日目、仲里タカ子議員へのものについてはですね、1,460世帯中1,426世帯が入居し

ていてですね、34世帯は事故物件とかですね、要修繕物件だというものがありました。答弁ありました。

国土交通省の居住支援事業の活用の提案をしたけれども、これについては答弁は仲里タカ子議員、求めま

せんでしたね。３日目ですね、狩俣政作議員への答弁、公営住宅はそもそも低所得者に充てる施設、新し

い市営住宅建設は令和３年度から上原市営住宅をやるけれども、これ以上増やすかについてはですね、国

の流れで人口減少のため、新市営住宅の建設は不適切という建設部長の答弁がありました。市長、これ困

っている人、先ほどの低所得者という部分があるんですけれども、低所得者という、もう②行っちゃいま

すけれども、住民税非課税世帯、100万円万以下という世帯が宮古島市にも一定の数いらっしゃいます。そ

ういう方々がですね、やはり住むところがないというところにおいて、特にこのコロナ禍でございます。

支援を求める声、これについてもですね、市長に事あるごとにお話をさせていただいております。市民に

寄り添うことを事あるごとにですね、話されている座喜味一幸市長、市民に寄り添うとは何でしょうか。

言葉だけで言うんではなくて、実際にやっていただきたい。民間の物件を借りてでも市民に寄り添う気持

ちはあるかどうか答弁をお願いします。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  市が管理する公営住宅はですね、住宅に困窮する低所得者に良好な市営住宅を低廉な家賃で賃貸供給す

ることを目的としております。そこで、公営住宅法の定める収入基準においても大きく２つに分けられて、

公営住宅法上の取得は一般世帯で15万8,000円以下、障害者世帯や高齢者世帯などの裁量階層世帯で21万

4,000円以下とされています。 

  それから、低所得者に対する公営住宅の供給につきましては、現在計画している上原市営住宅の建て替

えで高齢者や障害者でも円滑に利用できるようバリアフリー化を図り、整備を予定しており、低所得者に

対して配慮した計画をしているところでございます。 
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◎新里 匠君 

  市長、今上原市営住宅の話が出ました。バリアフリーの話出ましたよ。なので、これ数値を決めてです

ね、この人たちのためにやるんだというところやってもらえませんか。部屋数ですね。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  宮古島においては、この家賃の高騰に伴う非常にそういう何とか住まいをという声、結構とみに増えて

きたというふうに理解しておりまして、先ほどありましたこの34世帯についてもぜひともに対応していく

し、また更新時期等についてもですね、速やかに改修工事等して、空き部屋をできるだけ増やしていくと

いうようなこと、今後また住宅事情もですね、大分変わってきている。そういう中での市営住宅等々の建

設、それについても見直す時期に見ていないのか、その辺を含めて検討してまいります。 

                 （「議長、休憩でお願いします」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後４時08分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後４時09分） 

◎市長（座喜味一幸君） 

  先ほど申し上げた34世帯、しっかりと低所得者層へ提供していくということで、そのほかも含めて対応

をしていきたい、対策を講じていきたいと思っております。 

◎新里 匠君 

  建設部長、簡潔にお答えいただきたいんですけれども、今34世帯には実際人が入居しております。この

方、今住んでいる人たちですよ、今住んでいる人たち。 

                 （何事か声あり） 

◎新里 匠君 

  ちょっと待ってよ。34世帯例えばつくるとするじゃないですか。その崩すところがありますよね。そこ

に住んでいる方々がいらっしゃいます。その人たち優先ではないんですか。簡潔にお願いします。優先か

どうかだけ。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  上原市営住宅ですね、現在の戸数よりも34世帯を増やす計画しておりますので、その中で低所得者世帯

については十分な配慮をしていくということでございます。 

◎新里 匠君 

  15号に行きます。子育て支援、教育環境の充実について。①、無理な学校統廃合は行わないとしている

が、伊良部こども園の建設について行うかという部分なんですけれども、市民団体への公開質問状のです

ね、回答で幼稚園、小学校については統廃合するべきではないと考えますと答えております。やりますか

やりませんか、市長。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  当整備計画については、平成30年度に伊良部区域幼保連携型こども園建設基本計画を策定し、令和元年
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度に基本設計業務、令和２年度には実施設計業務を行い、令和３年度には工事に着手します。 

◎新里 匠君 

  市民団体への回答とは全く正反対でございます。これですね、場所が伊良部高校の近くでありますね。

中央公民館のところであります。これ佐良浜と伊良部の真ん中に造ればいいと思っているんですか。私た

ちは、伊良部にも欲しいし、佐良浜にも欲しいです。伊良部は使えます。なので、佐良浜にですね、新し

いものを造っていただきたい。なので、予算を通しましたので、これその内容の変更できませんか。答弁

求めます。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩しますか。休憩します。 

                                     （休憩＝午後４時12分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後４時13分） 

◎市長（座喜味一幸君） 

  伊良部島の幼保連携型のこども園、行政は継続だというふうに私は思っておりますから、地元の説明会

も十分にされている等々の経過を私は報告を受けまして、予算の措置等も十分に、熟慮も十分にしており

ますから、やはり工事は着工すべきという考えであります。 

◎新里 匠君 

  行政は、継続でございます。刷新はありませんね。いや、本当ですよ、こんなの。この前の市民団体へ

はどう説明するんですか。市民に寄り添うんじゃないんですか。こういうところ、本当に私は指摘したく

てですね、そういうところをやっているわけではございません。指摘されるような矛盾があるから、確認

をしているのでございます、市長。なるべく相反するところがないようにですね、していただきたい。こ

れ市民誤解しますよ。 

  次行きます。市長、何かありますか。 

                 （「ございません」の声あり） 

◎新里 匠君 

  次行きます。19号から先にやります。農業振興について。実行力のある農業支援について、伊良部島の

製糖工場の問題をケーススタディーとしてと書いてあります。市長、伊良部島の住民が今悲鳴を上げてい

ます。農民が悲鳴上げています。それは、収穫したくても、収穫できないからです。今年の収穫予想６万

8,000トン、１日当たりの処理量平均500トン、単純計算で操業は136日かかる計算です、計算上は。本日で

操業112日目。昨日の時点ですから、111日目。累計搬入量５万1,208トン、平均が461トン、残り33日程度

かかる予定でございます。全体で５か月、150日間。座喜味一幸市長、農業のプロですから、何を言わんと

しているかは推測できると思います。収穫の遅れによりサトウキビの品質低下、収入の遅れに農民は打ち

ひしがれています。紛れもなく、これ設備が小さいからでございます。ほかの地域は、ほかの宮古島内の

ですね、ほかの農民はですね、操業100日で終わります。伊良部島は150日かかります。これについてはで

すね、差別が、差別というかですね、格差があるとは思いませんか。答弁をお願いします。 

◎農林水産部長（松原清光君） 
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  新里匠議員おっしゃるとおり伊良部島の製糖期間は150日程度で見込んでおります。ほかの地域は約３か

月、90日か100日を見ております。新里匠議員おっしゃられたとおりやはり理想的な製糖期間ということに

なりますと、90日、100日という形を考えておりまして、そのことについてはやはり伊良部島の製糖工場、

それから地域ともですね、調整しながら取り組んでいきたいなと考えております。 

◎新里 匠君 

  望むような状況ではないということですね。とはいえですね、製糖工場を造るには莫大な資金が要りま

す。多良間は250トンの処理能力で250億円かかったと記憶をしています。これ多分県議時代、多分分かっ

ていると思いますけれども、市長も。伊良部島ならですね、500トンだったら500億円、1,000トンだったら

処理能力がですね、1,000億円かかるんじゃないかと予想します。これ市長、高いと思いますか。端的にお

願いします。高いか安いか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  今多良間の工事費、おっしゃった額はですね、多分80億円前後だったというふうに思って、ほぼ間違い

ないのかな。端数は別にしても、それぐらいかかったと思っております。糖業振興という意味においては、

一括交付金を使って、ほかの離島も進めております。もちろん多良間のほうも一括交付金を一部使ってお

りますけれども、負担軽減をしながらの製糖工場の建設が進められているということでありますから、そ

のようなやはり今後伊良部製糖、宮古製糖を含めて相談しながら、検討していくべき課題と思います。 

                 （「議長、休憩で」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後４時19分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後４時19分） 

◎市長（座喜味一幸君） 

  高いか安いかということよりも、やはり生産拡大、農家の所得向上ということにおいては効率性という

ものを、合理化を図っていくことは大変重要だというふうに思いますから、その辺からの経済的で妥当な

投資というものも検討されるものと思います。 

◎新里 匠君 

  私がこれ聞いたのはですね、安いと思うかどうかは私たちの宮古島にいる状況によると私は思います。

サトウキビは、基幹作物であります。基幹作物たるゆえんは、その地域の産業構造や人々の生活に大きな

影響を与える事実です。それと、基幹作物に求められる重要事項が幾つかあります。地域の経済的重要性、

そして地域の経済の基礎として安定性を持つ、すなわち経済変動が最小限であること。もう一つが地域の

価値生産の総量拡大に貢献する機能、すなわち地域で展開されるほかの経済活動の支援をする機能という

ものが求められるというのを書いてありました。ここが重要でですね、やはり私たちの生活のためには国

はですね、やはり年間何百億円も投入してきているわけでございます。私たちの生活を守るためにですね。 

  そして、もう一つの観点があります。これはですね、市長が昨日ですね、砂川辰夫議員への答弁中、安

全保障的観点を持ち出されました。そのことは私も大変重要なことだと認識をしております。まさに国境
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守ることは日本国の国益につながることでありますし、日本人の生命と暮らしをですね、守ることにつな

がると。そして、日本国の平和のみならず、世界の平和にも貢献していくと考えます。であるならばです

ね、やはり私たちがここに存在する意義というのはですね、やはりこの日本国のために、世界のためにな

っていると考えても不思議ではないと私は思います。そういう観点から、この240億円高くはないんじゃな

いかと私思っております。なので、基地も造ります。例えば軍備費もですね、飛行機とかも買います。そ

ういうものに比べるとですね、この240億円ぐらいというのはですね、高くはない。私たちがここに住むか

ら、そのことによって私たちの国境が守られるから、そういう観点で防衛省に掛け合っていただけません

か。もう水が来ます。伊良部島に水が来ます。増えることあっても、減ることありません。市長、ぜひこ

れ防衛省に掛け合っていただきたい。どうですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  今の熱いお言葉を、同感というような思いを持って聞いております。東京に行きますと、この経済効果

というような意味が重点的にとらわれて、沖縄におけるサトウキビに投資して、非常に採算が合わないと

いうような、いろんな議論もありました。けれどもが、やはり近年は過疎地域、離島というものの定住化

というのが国の大きな課題になっておりまして、力を入れております。沖縄県、北南400キロ、東西千何百

キロの領土、領海というものを有している。その中で定住する人々がいるからこそ、こういう我々の領土、

領海の拡大というものが保全されているという意味等も含めまして、近年ではそういう離島の存在の大き

さというものを東京の官僚の皆さんも認識していただいているというふうに私は思っております。今後と

もサトウキビ、台風、干ばつにも大変強い作物でありまして、地域の保険的な作物であるとも私は認識し

ておりますから、その辺はしっかりと主張しながら、やはり定住化にサトウキビが及ぼす大きな力という

ものをお互い共有していって、しっかりとサトウキビ増産にも努めるべきだと認識しております。 

◎新里 匠君 

  市長、こういうのありますから、いつ頃行きますか。 

◎議長（山里雅彦君） 

  今の質問は、防衛省予算ではどうですかということで。予算ではどうですかと。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  予算をどういう省庁から確保するかという選択肢はあってもいいと思いますが、筋としてはやっぱり沖

縄振興という中で農林水産省を中心にまず進める。それでご理解いただく。あわせて農林水産省の対応で

不足する部分等についてさらなる要請をしていくというような形が好ましいんじゃないかと思います。 

◎新里 匠君 

  先ほど市長が領土、領海の拡大と言いましたけれども、領土、領海の維持なのかなとちょっと思ってい

るので、そこは私のほうで訂正をしておきたいと思っております。 

  今回の議会ですね、刷新という部分とか、市長の文言とかですね、市長に対して確認を取りましたけれ

ども、なかなか確認取れませんでした。 

  最後に、市長に提言をします。当選後様々な要望があると思います。市民の声を聞くのは大変すばらし

いことです。しかし、最も考慮してほしいのはですね、やはり長期的に見て、何が行政として有益かどう

か、それを考えてですね、駄目なものは駄目と言ってもらいたい。 
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  以上、提言して終わります。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで新里匠君の質問は終了しました。 

  お諮りします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議はこれにて延会します。 

                                     （延会＝午後４時26分） 
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◎議長（山里雅彦君） 

  これより本日の会議を開きます。 

                                     （開議＝午前10時00分） 

  本日の出席議員は24名で、全員出席であります。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第９号のとおりであります。 

  この際、日程第１、一般質問について、昨日に引き続き質問を行います。 

  本日は棚原芳樹君からであります。 

  これより順次質問の発言を許します。 

◎棚原芳樹君 

  まずは、座喜味一幸市長、当選おめでとうございます。就任おめでとうございます。大城裕子教育長、

就任おめでとうございます。共に宮古島市発展のために頑張ってまいりましょう。 

  ３月定例会一般質問も最終日となりました。最終日となりますと、似たような質問も多々ありますので、

角度を変えながら、割愛などもしながら一般質問をしていきますので、当局の皆様方の誠意あるご答弁を

よろしくお願いします。 

  まず最初に、市長の政治姿勢についてお伺いします。１、下地島に市独自でのさとうきび優良種苗増殖

施設の現在の進捗状況についてお聞かせください。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  市では現在さとうきび優良種苗安定確保事業を県より委託を受け、優良農家を選定し、実施していると

ころであります。しかしながら、圃場状況などにばらつきがあることから、均一な種苗確保が厳しい状況

にあります。このようなことから、市では市独自の優良種苗増殖施設を整備し、健全な種苗を生産するこ

とで、サトウキビの増産体制を整え、生産農家の所得向上を図りたいと考えております。そのためには、

約20ヘクタールのまとまった農地の確保が必要となっております。担当する農村整備課に確認したところ、

下地島農用地ゾーンにおいて、令和４年度新規での下地島地区農地基盤整備事業の導入予定とのことであ

りますので、整備完了後速やかに実施していきたいと考えております。 

◎棚原芳樹君 

  多くの宮古島市のサトウキビ農家がこの施設の着工、完成を待ち望んでおります。やっぱり市独自でサ

トウキビの優良種苗がこの宮古島で確保されるとなると、毎年北部から運搬作業もなくて、大変便利なも

のになろうかと期待をしております。ぜひ頑張ってやってください。 

  次に、宮古空港横断トンネル整備についてお伺いいたします。現在宮古空港の利用者は、観光需要の増

加を背景に、平成30年旅客利用者実績は過去最高の180万人余となるなど増加傾向にありましたが、ここ一、

二年はコロナ禍のため減少しておりますが、新型コロナウイルスの収束次第、観光客は増えるものと思わ

れます。また、空港東側のＪＴＡドーム宮古島では、各種のイベント等で活用されており、隣接地にはホ

テルが建設され、サンエー店舗の建設工事が始まるなど、宮古空港周辺一帯においては、今後も人流、物

流の増大が予想され、これに対応するアクセス道路も整備が課題となっていると考えられます。横断トン

ネルの早期実現に向け、平成28年11月に宮古空港横断トンネル道整備促進期成会が発足し、県への要請活

動を実現するなど、その必要性は多くの市民が感じているところです。つきましては、交通ネットワーク
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の機能向上に向け、宮古空港横断トンネルの早期整備に取組を図る必要があり、市民ぐるみで取り組んで

いかなければ実現は困難と思われます。伊良部架橋の経験からしますと、やはり沖縄県や国に対し、粘り

強く要請を続けるべきだと考えますが、宮古島市としての考え方はどうなっているのか、お伺いをいたし

ます。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  宮古空港横断トンネル道については、宮古空港横断トンネル道整備促進期成会を立ち上げ、平成28年12月

１日に沖縄県に対して整備要請を行いました。その後も美ぎ島美しゃ市町村会や沖縄振興拡大会議、それ

から宮古管内県機関との意見交換会などにおいて、県に対して毎年要望を行ってきております。これに対

して、沖縄県は空港トンネル道を整備するための費用対効果や空港地下を横断する大深度トンネルを通す

ための解決すべき技術的課題が大きいことから、まずは必要性の議論から行わなければならないと考える

と回答しております。これを受けまして、本市としましては、沖縄県が進める宮古圏域道路網整備計画に

組み入れられるよう、粘り強く県に対して要望してまいります。 

◎棚原芳樹君 

  伊良部大橋も要請から四十数年がたってやっと着工できました。十数年間かけてすばらしい伊良部大橋

もできております。やはりこの横断トンネルは、これから空港東側に大きなまちができると私は思ったり

しておりますので、ぜひどうしても必要な横断トンネルになろうかと思っております。ぜひ市長を先頭に

ですね、議員の皆様方も議長も先頭に、みんなで粘り強く県、国に要請活動をこれから展開していきたい

というふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 

  次に、トゥリバーリゾートの進捗状況についてでございますが、昨日の新聞、テレビ等のニュースで、

平良トゥリバー地区で329室、2023年度初夏開業との見出しがありました。そこでお伺いしますが、現在の

進捗状況と今後の計画をお聞かせください。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  トゥリバー地区におけるホテル計画について、建設する三菱地所株式会社へ確認しましたところ、令和

２年10月より準備工事に着手し、令和３年２月より建築工事を進め、2023年、令和５年の初夏にホテルを

開業予定としております。建物の概要としまして、地上８階、延べ床面積が２万8,000平方メートル、客室

数329室、共用施設としてレストラン、バー、ミーティングルーム、ボールルーム、スパ、プールなどを予

定しているとのことでございます。 

◎棚原芳樹君 

  このトゥリバーリゾートはですね、亡き下地米一元平良市長時代に計画がなされ、やっぱり下地米一元

平良市長は、第２のハワイをトゥリバーでつくるんだという意気込みで頑張ってきました。いよいよその

第２のハワイがスタートできるということで、大変期待も持ちながら喜んでいるところでございます。ぜ

ひすばらしい第２のハワイのこのトゥリバーでリゾートが早期に完成しますよう念願を申し上げます。 

 次に、砂山北側のリゾート開発の現在の進捗状況と今後の計画をお聞かせください。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  砂山リゾート開発については、平成４年に沖縄県知事より都市計画法第29条第１項に基づく、開発行為

の許可を得ております。その後事業者における地位承継や開発区域などについて、変更許可を受け、事業
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が進んでおります。事業者は、６つのエリアに分けて実施するとし、現在工事中の第６エリアについては、

令和３年度に造成工事が完了次第建物の建築工事に着手する予定とのことでございます。 

◎棚原芳樹君 

  この砂山リゾート開発とトゥリバーリゾート開発が順調にやはり進んでいるわけでございますが、この

両リゾートが完成すると、この宮古島に対する観光のインパクトというのは大変大きなものになろうかと

思っております。観光のますますの発展、そして雇用状況のまた改善、５年後、10年後宮古島が日本全国

から、世界から注目されるすばらしい観光地になっているもんだと期待をいたします。 

  次に、伊良部屋外運動場整備事業の現在の進捗状況と今後の計画をお聞かせください。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  伊良部屋外運動場整備工事は、現在２月末での進捗率ですけども、メインスタジアム建築で91.2％、外

構で87.8％で、メインスタジアムの建築は若干遅れておりますが、外構工事はほぼ予定どおり進捗してお

ります。なお、スポーツ交流棟は、昨年12月に完成しております。メインスタジアムの供用開始は、芝生

の養生を行い、６月頃に予定をしております。今後の計画としましては、令和３年度で投球練習場の整備

を行い、室内練習場は令和３年度から令和４年度まで整備を行います。それから、サブグラウンドは、令

和４年度で整備を行う予定で、全体施設の供用開始は令和５年４月を予定しております。 

◎棚原芳樹君 

  伊良部島の屋外運動場整備工事については、間近にプロ野球が見れる、また本当に伊良部島のこの野球

場でプロのキャンプなどもできていくもんだと、大変伊良部島の方のみならず宮古島市民が期待を今持っ

てこの工事の流れを見ております。ぜひですね、頑張っておられるかと思いますが、プロ野球を誘致して、

本当に子供たちに夢、希望を与えられるようなすばらしい野球場を完成させてもらいたいものでございま

す。 

  次に、私は何回か質問しておりますが、下地島空港南側の通行止めになっている場所での駐車場の整備

と展望台の整備はできないのか、お伺いいたします。私が言っている駐車場の整備はですね、今あるとこ

ろじゃなくて、今のところの反対側の南側に駐車場と展望台を造ってほしいという、これお願いでござい

ますので、よろしくお願いします。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  下地島空港の南側とおっしゃっている通称ワンセブンエンドと呼ばれている下地島空港管理道路は、現

在管理者である沖縄県が車両通行止めをしております。観光地として人気の高い場所でもあるため、昨年

度駐車場を整備いたしております。棚原芳樹議員がおっしゃっている駐車場の南側は、現在追加整備につ

いては考えておりません。 

◎棚原芳樹君 

  この駐車場、夏見に行きました。やっぱり20台前後ですかね、駐車できるように今整地してあるんです

けど、夏は６時頃から６時半前後になるとですね、30台とか、35台ぐらい集まって、道路脇にもうずっと

並べているんですよ。100メートル、200メートルずっと歩いていって、そこで海を眺めながら、ぼうっと

していたり、また夕日を眺めて、みんな本当に宮古島でもあちこち夕日眺めていくんですけど、下地島が

ナンバーワンだと、本当に感激ですというふうに観光客がおっしゃっておりました。私は、やはり下地島
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空港を五十数年前に建設して、伊良部島でこの協力さえやれば残地でゴルフ場も、ホテルも、病院も、19ぐ

らいのものがありましたよ。いろんな公園も大丈夫だから、この先祖代々の土地を、農地を協力してくれ

と、五十数年前これからは空の時代、パイロットを訓練しないと、日本は世界と太刀打ちできないという

ことで、下地島に目がつけられて協力したんです。でも、病院も造っていない、ゴルフ場も造っていない、

またホテルも造っていない、公園もできないから、伊良部島の方々はみんな伊良部島から出ていったんで

すね。ですから、私は国に対しても、伊良部島はこれだけ協力しているので、この展望台の整備は、ぜひ

やってもらいたい。これを宮古島選出の国会議員もいるし、また第４区選出の西銘恒三郎国会議員も、下

地幹郎代議士もおります。この方々中心にやっぱりこの展望台の整備は共に頑張っていきたいなと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、下地島周辺残地の利活用計画について、現在の状況と今後の計画についてお聞かせください。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  下地島周辺残地の今後の計画についてでございます。 

  下地島空港及び周辺用地の利活用につきましては、沖縄県が第１期、それから第２期の公募事業を実施

し、第１期事業におきましては、三菱地所株式会社によります空港ターミナルの運営事業、そして株式会

社ＦＳＯによりますパイロット養成事業が現在実施をされているところでございます。そして、第２期の

公募事業では、ＰＤエアロスペース株式会社によります下地島宇宙港事業が具体的に現在動き出しており

ます。ＰＤエアロスペース株式会社によりますと、現在令和７年の宇宙旅行サービスの開始に向けた取組

を始めているという状況でございます。さらに、沖縄県は第３期の利活用事業についても検討をしている

とのことでございます。今後新型コロナウイルス感染症の収束等、社会的な経済状況なども見据えながら、

第３期の利活用事業の公募を進めていきたいということでございます。市としましても、下地島空港及び

周辺用地の積極的な利活用を沖縄県とともに連携をしながら、引き続き取り組んでまいりたいというふう

に考えております。 

◎棚原芳樹君 

  宮古島市にとっても、この下地島周辺残地の利活用は、経済面でも、観光面でも、本当に大変期待の持

てる私は利活用だと思っております。何年も県がやるやるといって、宇宙事業とか進めているのもあるん

ですけど、なかなかこの残地の開発ができない。ぜひ県ともやっぱり話し合いながらですね、宮古島観光

の経済の起爆剤にするようにお願いいたします。 

  次に、県営公園の進捗状況と今後の計画ですが、上地廣敏議員の質問に当局は丁寧に答えておりますの

で、割愛をしたいと思います。 

  次に、新庁舎周辺まちづくりの計画について、現在の状況と今後の計画をお聞かせください。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  新庁舎をはじめ、県の宮古合同庁舎や宮古島警察署などの公共施設が集積する市役所周辺地区では、計

画的な土地利用の誘導や道路などの都市基盤の整備を推進し、市民交流の拠点を形成していく必要がある

ことから、令和３年４月に公表予定の都市計画マスタープランにおいても、重点推進プロジェクトと位置

づけ、早期の実現を目指していくこととしております。今後の計画については、次年度より地区の基本構

想を作成するための現地調査や実態調査を行う業務を実施し、市民の皆様のご意見も取り入れながら、当
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該地区のまちづくりの基本方針を明確にしていきたいと考えております。 

◎棚原芳樹君 

  新庁舎周辺まちづくりは、早めに計画を練って、やっぱりすばらしいまちづくりができるように、ぜひ

お願いしたいと思っております。 

  次に、新庁舎周辺国有地についてでございますが、庁舎北側の国有地及び消防本部南側一帯の国有地に

ついて、新庁舎まちづくりのここをまちづくりに取り入れた計画はないのか、お伺いいたします。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  新庁舎周辺国有地を利活用することにより、市民にとってより魅力的な交流の拠点としていきたいと考

えております。しかし、国有地の利活用に当たっては、制限や制約などもあるため、先ほどの庁舎周辺の

まちづくりにおける調査において、条件の整理や利活用の方向性などについて検討しながら、市と国の関

係機関で組織する宮古島市地域づくり連絡協議会において協議を行ってまいります。 

◎棚原芳樹君 

  これ私から言わせると、新庁舎が建設して今年から供用スタートしております。新庁舎建設は、一、二

年前に計画されたものではございません。五、六年前から計画されているわけでございますから、庁舎が

できる前から、この周辺まちづくりはこの国有地をどうするか、それなども早めには話し合っておくべき

ものだと私は考えています。今から計画して考えるのは遅いぐらいだと私は思いますよ。市長、ぜひ先頭

になってお願いします。 

  次に、新型コロナ禍での協力支援金対象外の事業者への支援拡充について、現在の取組と今後の計画に

ついてお聞かせください。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  沖縄県の営業時間短縮協力金の対象外の事業者を対象に、市独自の家賃支援助成金事業を行います。事

務所や店舗の賃貸料を支払っている事業者に、家賃３か月分、上限20万円までを助成いたします。また、

消費喚起促進事業として、令和２年９月から令和３年２月まで行っていたＧｏ！５フードラリー事業は、

県の時短要請対象外の飲食店支援にも効果があったと考えております。新年度は、対象事業者を拡大し、

幅広い事業者を支援してまいります。 

◎棚原芳樹君 

  やはりコロナ禍でですね、観光関連、民宿業関連、その他多くの業種の方々が今本当に苦しんでおりま

す。ぜひ市として、本当にこの市民を救うため、市民の生活を守るためにも、ぜひいろいろあらゆる事業

計画もまた取り出してですね、頑張ってくださいますようにお願いします。 

  次は、似たような質問でありますので、割愛いたします。 

  次に、下地島空港における宇宙事業について、現在の状況と今後の計画をお聞かせください。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  下地島空港における宇宙事業についてお答えいたします。 

  ＰＤエアロスペース株式会社によりますと、令和３年、今年からですね、無人有人機技術実証事業を今

年度は行うということになっております。そして、令和４年、来年は国内外の宇宙機キャリア、これは同

様の事業を行う企業のことのようです。を誘致し、ハンガー、これ格納庫ですね、等の施設貸出し、運航
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支援サービスを提供するテナント事業を計画しているとのことです。そして、令和５年から宇宙旅行者向

け訓練、メディカル検査などを提供する訓練事業と飛行実験を含む、宇宙機の開発現場などをコンテンツ

として提供する観光事業を展開する計画となっております。そして、令和７年、2025年には宇宙旅行につ

いての実現を目指しているということでございます。 

◎棚原芳樹君 

  ３月５日金曜日の新聞の見出しですけど、市長とこの社長と従業員が写っております。やはり宇宙に行

ける島、下地島をキーコンセプトに、アジア初の有人宇宙旅行の拠点化に向けて頑張っていきたいという

ことをうたっております。下地島空港がやはり全国の、そして世界の子や我々大人にも、宇宙に行けるこ

の夢と希望をこれから与えてくれるもんだと、伊良部島出身の一人としても、大変喜びと期待をしている

ところでございます。ぜひ座喜味一幸市長、この宇宙に行けるロマン、やはりワクワクしますよ。我々、

子や孫も本当に宇宙飛行士に誰かがまたなるかもしれません。この事業に対しては、宮古島市としても全

面に協力してくださいますよう、お願いを申し上げます。 

  それとこの展望台の構想はですね、宇宙に行く飛行機をみんなで見れる、また海も見える、夕日も見え

る、そういうふうなことができるということで、ぜひ展望台を造ってほしいと私は市長にお願いしている

わけなんですよ。一気に100名ぐらい来ても、宇宙旅行に旅立つ宇宙船をみんなで見る、そして帰還する宇

宙船を迎える、ですからぜひこれは国にも県にもお願いしてですね、ぜひ造ってもらいたいものだと私は

思ったりしておりますので、よろしくお願いします。 

  次に、財政調整基金の残高についてお聞かせください。 

◎総務部長（宮国高宣君） 

  まず最初に、財政調整基金の繰入金は、令和３年度当初予算における歳入不足を賄うため16億2,665万

1,000円の繰入金を計上しており、前年度比で３億4,372万8,000円の増となっております。財政調整基金の

残高は、令和元年度末で99億5,164万円となっております。令和２年度予算にて、当初予算をはじめ、新型

コロナウイルス感染症に対応する事業の実施のための財政調整基金の繰入れや決算余剰金の２分の１の積

立て等の補正予算を踏まえ、現在の令和２年度末の見込額は約91億5,000万円となっております。令和３年

度当初予算の繰入金を踏まえると、財政調整基金は約75億3,000万円となります。 

◎棚原芳樹君 

  下地敏彦前市長が積み上げたこの財政調整基金91億円、そしてまだ75億円は十分あるということでござ

います。私は、このまだある75億円財政調整基金を活用してですね、今本当に苦しんでいるいろんな中小

零細企業の方々、また市民の方々、これをやはり救うべきだと私は思っております。市長は、市民の暮ら

しを守る、市民の命を守る、そういうことをうたって市長に当選をしてきました。来年守る、再来年守る

ではないんですよ。今年、市民の暮らしと命を今こそ守るべきですよ、市長。ぜひ切り崩してでもですね、

市民の暮らしと命を守る予算措置をどうぞやってくださいますようにお願いします。 

  次に、トゥリバー地区マリーナ浮桟橋整備事業の現在の状況と今後の計画についてお聞かせください。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  現在のトゥリバー地区マリーナ施設は、くし型浮き桟橋37隻、陸置場29隻の船舶が利用しておりますが、

近年本マリーナ施設の需要が高まっていることから、浮き桟橋を増設し、急増するマリーナな需要に対応
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いたします。事業スケジュールにつきましては、今年２月末に実施設計が完了しており、令和３年度にお

いて、船長15メートル級の船舶が係留できるくし浮き桟橋24隻分を新たに整備する予定となっております。

整備後には既存の浮き桟橋と合わせて、合計61隻の利用が可能となります。 

◎棚原芳樹君 

  この浮き桟橋の需要が大きく増している現在でございます。やはりこれを造っても、まだまだ桟橋を必

要としている方々が多く見られます。どうぞまだまだ足りないので、また２期工事、３期工事と、ぜひ頑

張ってくださいますようにお願いいたします。 

  次に、福祉行政について、ＰＣＲ検査についてでございますが、多くの市民も質問しておりますが、私

も質問をさせていただきます。１月17日の宮古島市長選におかれまして、公約に掲げてきましたが、現在

全市民のＰＣＲ検査は不可能であると、市長はおっしゃっております。選挙期間中全市民に対して、ＰＣ

Ｒ検査は市長になると、すぐにでもできると訴えて市長になっております。現在はなぜできないのか、お

聞かせください。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  全市民を対象としたＰＣＲ検査についてでございますが、先日来ご説明をしておりますが、１月下旬か

ら２月上旬にかけまして、宮古島市内で新型コロナの感染者が爆発的に増えたという状況がありまして、

医療現場が逼迫する状況がございました。そうした中でＰＣＲ検査を実施しますと、感染力のない陽性者

を拾うということで、さらに医療現場が混乱する。それから、濃厚接触者等の調査を行います疫学調査を

行っております現場も混乱するということで、専門家等の意見を受けて、これまで実施してきておりませ

ん。ただ、専門家からの提案の中で、全住民を一斉にするのではなく、状況を見ながら限定的に実施する

という方法もあるという提案を受けておりますので、今後そういう提案を受けながらですね、地域の感染

状況に応じて、必要な地域住民、それから業種を限定しながら、検査を行う方法を検討していきたいとい

うふうに考えております。 

◎棚原芳樹君 

  これ市長公約に掲げて選挙戦を戦って、市民は座喜味一幸市長が誕生すれば、すぐにでもこのＰＣＲの

検査が全市民受けられるもんだと。やっぱり暮らしと命を守る、市長に期待をしてみんな市長には投票し

たものだと私は思っております。それが今になってできそうにないというのは、大変なことですよ。これ

昨日スマートフォンでゆうべ少し調べたんですけど、選挙公約とは選挙の立候補者が当選後に実施すると

有権者に約束する事柄とあります。市長は、有権者にこれを約束して、当選して市長になれば、いろいろ

あってできそうにないと。これは、選挙公約は言ってみて駄目だったら駄目でいいんですかと、市民から

も電話が来ております。そんな軽いもんなんですかと、選挙公約とは。できないものをいかにもできるか

のように言って、終わったらできません。どうもすみません。すみませんでは済まされませんよ、市長。

水際対策にしてもしっかりやると言って、これもまた厳しい状況、ぜひですね、選挙で市民に訴えたこと

は、ぜひやってほしい。これは、市民にうそをついていることになっておりますよ、市長。大変なことだ

よ。公約について、本当に市民に対してですね、どんな思いで市民が市長今一般質問みんな見ております

から、市長の考えをお聞きかせください。 

◎市長（座喜味一幸君） 
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  選挙公約作成時のときは、11月、12月でございまして、感染ここまで拡大している状況ではありません

でした。そういう状況では、やはりＰＣＲ検査しっかりとやっていくべきだというようなことで、政策に

掲げさせていただきましたが、就任直後から急激な感染、これが広がっておりまして、大規模なＰＣＲ検

査が現実として厳しい、それは医療の崩壊につながる。先ほど部長が申し上げたとおりでありますけれど

も、この水際対策にしても、しっかりとやっていくというような考えは変わっておりませんが、少なくと

も、当時の公約発表のときの状況と、就任のときとは、しっかりと状況が変わっていたということだけは

ご理解をいただきたいと思いますし、間違いなく先ほど生活環境部長がおっしゃったようなＰＣＲの検査

の仕方も現実効果的にやはりやっていくというようなことでありますから、その辺はご理解いただきたい。

ただ、その水際対策における義務化ということ、これは訂正をして協力というようなことで、訂正をして

おわびしているところであります。 

◎棚原芳樹君 

  いろいろ市長がおっしゃっているのは、我々に対しては言い訳にしかすぎないと私は思っております。

選挙公約の重みというのをもうちょっと認識してですね、ぜひこれからまた自分が市民に訴えたことは守

るように、市長よろしくお願いします。 

  次に、新型コロナウイルスのワクチン接種について、今後の計画についてお聞かせください。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  新型コロナワクチンの接種への取組状況についてご説明いたします。 

  新聞等でも報道されましたとおり、ワクチンの接種対策室を３月15日に設置して、県や医療機関、それ

から高齢者施設等との調整を行いながら、４月中旬からの接種に向けて準備を進めております。４月５日

の週にですね、宮古島市にワクチン１箱、接種回数にいたしますと975回分、人数にいたしますと487人相

当のワクチンが届くということになっております。ただ、このワクチン量が限定されておりますので、ワ

クチンの接種に関しては、65歳以上の高齢者を優先するということになっておりますが、この487人分とい

うことですので、高齢者の中でもさらに数を限定しなければいけないという状況がございますので、宮古

島市としては、高齢者が入所する施設を優先して接種をするという計画を策定しまして、今その準備を進

めているところでございます。本日夕方ですね、関係する施設の皆様を集めて、最終的な調整会議なども

行われる予定になっております。その中で、どの施設をどういう人数でやっていくかということが決まっ

てくるかと思います。65歳以上の高齢者への接種券、これをまず優先して配布するということになってお

りますが、これについても今月中には発送できる準備は整えますけれども、これ一斉に発送しますと、高

齢者の中には、やはり接種券を紛失したりする方もいらっしゃると思いますので、その辺についても、順

番を見ながらですね、順次発送していくというような対応を取っていきたいと思います。その後のワクチ

ンの接種につきましては、現段階ではワクチンがどれだけ供給されるかというのが非常に未確定な状況で

ございますので、ワクチンの供給状況がはっきりした段階で、具体的な接種の順番といいますか、そうい

う計画も策定しながら、市民の皆さんに公表していきたいというふうに考えております。 

◎棚原芳樹君 

  市民は、やはり早くワクチンを打って安心、安全で暮らしたいと、みんなが願っております。ぜひ一日

でも早い全市民へのワクチン接種を早めにできるようにお願いいたします。 
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  次に、伊良部地区での公立幼保連携型認定こども園について、現在の状況と今後の計画についてお伺い

いたします。 

◎福祉部長（下地律子君） 

  伊良部こども園幼保連携型認定こども園の現在の状況と今後のスケジュールということでございます

が、現在伊良部区域幼保連携型認定こども園につきましては、平成30年度に保護者への説明会などを行い

まして、その後市職員のほか、佐良浜及び伊良部両地区の幼稚園、保育所の保護者代表や地域づくり協議

会をメンバーとした伊良部区域幼保連携型認定こども園建設基本計画検討協議会で検討し、建設基本計画

を策定し、認定こども園の設置を進めてまいりました。令和元年度に基本計画、令和２年度に実施設計を

終えておりまして、令和３年度に工事に着手をいたしまして、令和４年４月の開園に向けて取り組んでい

るところでございます。 

◎棚原芳樹君 

  地域協議会とか、何名かの父母とかといろいろ話合いを持ったということでございますが、今になって

大変失礼ではありますが、なぜ地元の議員とか、地元出身の議員も一緒に話合いに参加する機会を与えな

かったのか、本当に非常に残念でなりません。やはりいろいろ最近お聞きしますと、南区は南区で、まだ

まだ新しい幼保連携の保育園があるのに、また南区では、自転車でおばあちゃん、おじいちゃんが迎えた

りもできる。歩いてきてもまた迎えたりしていっている人もおられる。なぜそれを遠くに持っていかない

といけないのかという不満が今出ているんですよ。また、北区は北区で、北区内で造ってあげれば、歩い

てでも迎えに行ける、おじいちゃんやおばあちゃんが。これ本当にもう一回立ち止まって見直しが本当に

できたら話合いを持ちたい、そんな思いでありますが、見直しはできるのかできないのか、お伺いいたし

ます。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  基本的にこの地元説明会等もるるなされてきた。また、議員の皆さんにも説明をしてきたというように

私は理解しております。今棚原芳樹議員から今の質問があって、大変熟知が不十分だったかなみたいな質

問かなと思っておりますが、いずれにしても、丁寧にして実施設計しっかりと組んでおりますし、予算の

裏づけもできておりますから、事業の実施の方向で進んでおります。いずれにしても、もう少し議員の皆

さんとも、また地域の皆さんとも、話し合うことが重要なのか、ちょっと部の中で丁寧に話合いをしてみ

たいと思います。 

◎棚原芳樹君 

  この問題に関しましては、これからでももっと深くお互い話合いをできればなと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

  次に、観光行政について、牧山公園東側の環境整備についてでございますが、四、五年前はコバルトブ

ルーの海や伊良部大橋も眺められることができ、最高の景勝地でありましたが、現在は見る影もなく、ス

スキとギンネム等が繁茂しており、その環境整備はできないものか、お伺いいたします。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  伊良部地区の観光をより発展させるために、平成27年度に伊良部地区観光地整備総合計画を策定してお

ります。市は、同計画を基に、伊良部地区の観光整備を実施しており、今年度は通り池のトイレ、駐車場
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を整備しております。現在同計画の実施については、優先度を考慮しながら、宮古島市観光推進協議会な

どで議論しております。牧山公園に関しましては、次年度以降周辺地域の整備状況も考慮した上で、整備

方法について議論を進めてまいります。 

◎棚原芳樹君 

  ぜひですね、１月前ぐらいに行ってみたんですけど、小さいミニ公園みたいになっているんですよ。あ

そこから見ると、海も近いし、伊良部大橋も近くて、すばらしい景観でしたが、やっぱり１月前ぐらいに

行って見てみると、ススキが生い茂ったり、ギンネムも生い茂ったりですね、人間よりも高くなっている

もんですから、前が見えないような状態ですので、これぐらいは大した予算はかからないと思っておりま

すから、ぜひ整備をよろしくお願いいたします。 

  次に、牧山公園駐車場周辺でのトイレ整備についてでございますが、多くの観光客や伊良部地区の住民

の皆様方から多くの意見や要望が寄せられております。また、牧山御獄での年間の行事のたびにトイレの

重要性が言われております。牧山公園駐車場周辺でのトイレ整備はできないものか、お伺いいたします。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  牧山公園付近には、現在伊良部大橋橋詰に伊良部大橋海の駅及び駐車場が整備済みで、トイレも沖縄県

で整備中でございます。牧山公園に関しましては、先ほども答弁したように、次年度以降周辺地域の整備

状況も考慮した上で、宮古島市観光推進協議会などで、整備方法について議論を進めてまいります。 

◎棚原芳樹君 

  ６番目は、割愛いたします。 

  次に、道路行政についてお伺いいたします。１は割愛します。 

  ２、次に総合庁舎ができると、下地地区の皆様方、久松地区の皆様方やバイパス周辺の市民の皆様方の

総合庁舎へのアクセス道路として、拡幅整備が必要だとかねがね質問してきました。そこでお伺いします

が、松が原ゴルフ場東側道路整備計画について、現在の状況と今後の計画についてお聞かせください。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  棚原芳樹議員ご質問の本路線の整備につきましては、国庫補助金の社会資本整備総合交付金で、事業採

択されておりまして、令和２年度から令和６年度までの５年間で道路整備を実施する計画です。現在詳細

設計委託業務を完了しており、進捗率5.8％となっております。令和３年度は、用地単価の決定、分筆測量

業務、それから沖縄国税事務所との事前協議などを行い、用地買収及び補償業務を進め、事業の早期発現

に努めてまいります。 

◎棚原芳樹君 

  次に、腰原12号線及び腰原13号線の道路整備について、計画はどうなっているのか、お伺いいたします。 

◎建設部長（大嶺弘明君） 

  ご質問の市道腰原12号線、それから腰原13号線は、幅員が４メートル未満と狭く、車両のすれ違いに支

障がある状況は確認しております。現在市では、道路拡幅整備事業については、実施中の２路線に加え、

今後５路線が計画されている状況にありますので、今後の道路事業の進捗状況を見据えながら、沖縄県と

協議を行い、検討してまいります。 

◎棚原芳樹君 
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  道路行政は、残りは割愛します。そして、農業行政も割愛したいと思います。 

  次に、消防行政について、市民の生命と財産を守る消防行政についてでございますが、現在のコロナ禍、

自らの命も顧みずに、救急救命に頑張っている消防職員の現在の状況と新型コロナ対策について、どうい

うふうにやっておられるのか、お聞かせください。 

◎消防長（来間 克君） 

  消防行政について、コロナ対策についてでございます。 

  消防本部においては、感染リスクのある中、消防職員一人一人、感染症の危機感を持ち、感染防止策及

び健康管理の徹底を行っております。出勤前には、まず体温チェックを行い、出勤中でも体調の変化など

があれば細心の注意を払い、感染防止の基本となるマスクの着用、検温、手洗い、手指の消毒を徹底し、

業務に就いているところでございます。コロナウイルス対策としての指導については、救急車を養生シー

トで覆います。そして、コロナウイルスの感染防止に努めているところでございます。出動に関しては、

通報段階において感染症の可能性の有無を的確に聴取を行います。そして、その時点で感染または感染が

疑われる傷病者が判明した場合には、救急隊は防護衣を着装し、コロナウイルス感染症専用車両を用いて

出動をいたします。搬送後においては、保健所と連携を図りながら、車両の消毒及び隊員の除染を実施し

ております。今後とも感染防護対策としては、消防職員のワクチンの接種及び消毒器の機器を整備を充実

されるなど、感染防護対策に十分配慮して、万全の体制で救急活動を執り行ってまいりたいと思っており

ます。 

◎棚原芳樹君 

  やはり自らの命も顧みず、頑張っておられる消防全職員の皆様に心から感謝を申し上げます。３月定例

会私の一般質問はこれで終わります。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで棚原芳樹君の質問は終了しました。 

◎上里 樹君 

  日本共産党の上里樹です。通告に従いまして一般質問を行います。 

  座喜味一幸市長、そして大城裕子教育長、就任おめでとうございます。就任早々新型コロナ感染の厳し

いスタートとなりましたが、市長の命と暮らしを守る地方自治の本旨を発揮し、公約の実現に向けて共に

奮闘してまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

  介護施設での新型コロナ感染症で、あってはならないクラスターが発生しました。お亡くなりになられ

た方々に心からお悔みを申し上げます。闘病中の方々に心からのお見舞いを申し上げます。日々困難な状

況下で奮闘されている医療、介護の従事者、そしてエッセンシャルワーカーとして、社会生活、経済活動

を支えておられます各分野の従事者に感謝と敬意を表します。 

  それでは質問に入ります。新型コロナ感染症について、新型コロナ感染症対策についてですが、まず今

の状況下の下で、座喜味一幸市長は介護保険料を引き下げる議案を本定例会に提案しています。介護保険

導入後初の引下げです。2020年４月は、介護保険制度開始から満20年という節目でした。コロナ禍で市民

の願いに応えるものであり、高く評価します。菅自公政権は、コロナ禍の下でも社会保障全般の改正を進

めています。75歳以上の医療費窓口負担２割への引上げ、１人平均３万4,000円の負担増になります。公立、
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そして公的病院の統廃合、病床削減を迫る地域医療構想を厚生労働省はこれまでどおり実施していくこと

を決めました。コロナ禍の中で、病床も人員も余裕が必要だということが確認されたにもかかわらず、そ

れと真逆の病床削減はやめるべきです。本市において、宮古病院の独立行政法人化を市民の運動で食い止

めてきたことは貴重な成果だったと思います。もしそれを許していたら今頃どうなっていたか。介護施設

での新型コロナ感染症のクラスターが物語っています。今でも医療崩壊が叫ばれる中、これ以上の深刻な

事態を引き起こすことがないように、引き続き宮古病院の機能の充実強化、市民と一丸となって求めてい

こうではありませんか。 

  そこでお伺いします。新型コロナ感染状況について、市長の認識と対応についてお伺いいたします。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  今回の新型コロナウイルス感染症につきましては、特に医療体制が脆弱であります宮古島市におきまし

ては、災害にも匹敵するというふうに捉えております。健康面だけではなく、市民の生活全般、教育、経

済面でも、長期間にわたり大きな影響がございます。県や市の自治体職員だけでは、対応も大変困難であ

り、今回も多くの関係団体や民間団体、地域の事業所等多くの団体から、協力と支援をいただきました。

また、社会福祉協議会や医療関係団体、教育関係、経済団体等とも意見の交換や情報共有の場を設けて連

携を図ってまいりました。今後も長引くことが予測される新型コロナ感染症の対応については、これまで

連携体制を構築した団体との意見交換会を継続し、地域の皆様へも協力をお願いしながら連携を深めてい

きたいというふうに考えております。 

◎上里 樹君 

  コロナ感染症の拡大、まさに今の社会の抱える数々の脆弱性、これを浮き彫りにしました。コロナで浮

き彫りになった問題、医療、保健体制が感染症拡大に対応できていないところまで弱体化しているという

ことです。全国で病院に入院できず、自宅で重症化してお亡くなりになる、そういう悲劇が起こっていま

す。今やるべきは徹底したＰＣＲ検査の実施で、コロナを封じ込めること、同時に病院、保健所の機能強

化と体制の確保です。しかし、政府は新年度予算そのような予算になっていない。本市でも、相談窓口、

保健師、保育士等の増員で、体制の強化が求められますが、それもできません。 

  次に移ります。市民の命を守るための対策についてです。日本共産党は下地敏彦前市長、そして座喜味

一幸市長に緊急の要請をやっています。一貫して要請していることは、ＰＣＲ検査を徹底してコロナに感

染している無症状者の発見、隔離をすることです。既に成果を上げている自治体もあります。世田谷区、

広島県、おととい、昨日と連続して報道されていますけども、無症状者を見つけ出しています。介護施設

でのヘルパーが感染していた。それを19名も食い止めることができたと、そういう成果を上げています。

本市でリバウンドを防ぐために、今やるべきはＰＣＲ検査の徹底です。国もようやく重い腰を上げ始めま

した。ならば、国は自治体任せにしないで、国の全額負担によるＰＣＲ検査を実施せよの声を上げるとき

です。 

  そこでお伺いします。高齢者施設、学校、保育園等へのＰＣＲ検査実施の方向性について、見解をお聞

かせください。 

◎福祉部長（下地律子君） 

  まず初めに、高齢者施設におけるＰＣＲ検査の方向性といいますか、実施についてお答えいたします。 
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  今年度沖縄県においては、重症化のリスクの高い高齢者の介護に従事している方々を対象に、定期的な

検査を行い、介護サービス事業所、施設での感染拡大を未然に防ぐことを目的に、新型コロナウイルス感

染症ＰＣＲ検査強化事業を実施しております。そのほかですね、国の２分の１の補助金を活用いたしまし

て、通所サービスを利用している高齢者に対してのＰＣＲ検査も今年度実施しているところでございます。

令和３年度におきましても、この事業の実施に向けてですね、現在国へ事業申請を行っているところでご

ざいます。 

  次に、保育施設でございますが、令和３年度児童家庭課におきましては、保育所、認定こども園、地域

型保育事業認可外保育施設、私立幼稚園に勤務する職員を対象とした新型コロナウイルスＰＣＲ検査につ

きまして、県の２分の１の補助金を活用して検査を行う予定となっております。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  学校施設でのＰＣＲ検査実施の方向性についてお答えいたします。 

  これまで本市の公立幼稚園、小中学校においては、文部科学省の示す衛生管理マニュアルと県教育委員

会の示す感染症対策ガイドラインを参考に、本市における新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを

作成して対応を徹底しております。これまで公立幼稚園、小中学校で新型コロナウイルスに感染した例は

少なく、感染した職員から園内や校内で感染が広がった例は報告がありません。また、新型コロナウイル

スに感染した幼児、児童生徒から幼稚園や学校内でクラスターが発生した事例もありません。県教育庁宮

古教育事務所に確認しましたが、沖縄県教育委員会からも教職員のＰＣＲ検査については特に指示はなく、

市教育委員会としても現在事業として実施する計画はございませんが、最近話題になっております若年層

に感染しやすい可能性があると言われる変異株等の感染拡大状況を見極めながら、必要に応じて学校職員

へのＰＣＲ検査の実施については検討してまいります。 

◎上里 樹君 

  ＰＣＲの検査には、発症した人を目的の検査と、それから保健所の指示で受けさせる行政検査がありま

す。いずれも患者が発生した後の後追い検査のために、感染者に比例して検査件数が増え、感染者が減る

と検査件数も減ると、その繰り返しに現在なっております。その繰り返しでは、対策にならない。やっぱ

り徹底したＰＣＲ検査が必要だと考えます。 

  次に、本市独自の取組についてお伺いします。感染が落ち着いてきた今こそ、ＰＣＲ無症状者の発見、

感染封じ込め、この取組が必要だと考えます。ＰＣＲ検査も様々です。検体を数人まとめるプール式、ま

た２人で対応可能な自動検査器もあります。その活用で、本市独自のＰＣＲ検査を実施すべきと考えます

が、ご見解をお聞かせください。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  ご指摘のとおりＰＣＲ検査につきましては、様々な方法が今、日々開発されているところでございます。

上里樹議員からご提案のありましたプール方式につきましても、厚生労働省がその指針をまとめまして、

プール方式での検査などについても、推奨しているところでございます。ただ、どちらにいたしましても、

ＰＣＲ検査そのものについては、いろんなキット、それからプール方式、そういうもので対応することは

対応できるんですけども、その後のＰＣＲ検査で陽性者が出た場合の対応、これについては、やはり地元

の入院をしていただくことになる宮古病院、それから疫学調査を行うことになります保健所、そういうと
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ころとの調整が必要になってきますので、市といたしましては、これらの状況を踏まえてですね、地域の

医療機関、保健所等と調整をしながら、どういう方法がより効果的で実施ができるのかということを検討

しながら、限定的な形でのＰＣＲ検査の実施に向けて検討していきたいというふうに考えております。 

◎上里 樹君 

  検査をすると陽性者が出てくる、入院先がない、これをやっぱり解決しなければいけないと思います。

県や国にも働きかけて、ぜひその体制機能を備えた入院先を急いで対応すべきだと考えます。 

  次に、生活保護についてお伺いします。生活保護基準を下回る世帯が生活保護の申請時の扶養者照会の

ため、自分の家族や親族に知られたくないとの思いから利用できないでいる人がいます。田村憲久厚生労

働大臣は、日本共産党の小池晃参議院議員の質問に、扶養者照会は義務ではないとの答弁をしました。し

かし、本市窓口では、扶養者照会を申請者にしており、申請者が困る状況にあります。生活保護法にもな

い扶養者照会は撤廃すべきです。 

  そこでお伺いします。生活保護は権利、前安倍晋三首相が国会で答弁しました。厚生労働省通知の徹底

について、本市はこの趣旨を市民に対してどのように呼びかけ、取り組んでいますか。 

◎福祉部長（下地律子君） 

  厚生労働省の通知の徹底についてということでございますが、コロナ禍の影響を受け、生活に困窮して

いる方は、積極的に生活保護の相談を居住する福祉事務所で相談してほしいということで、厚生労働省の

ホームページに掲載していることについては、承知をしているところでございます。宮古島市におきまし

ても、「広報みやこじま」を利用いたしまして、４月号から同内容をですね、継続して周知をしていくこ

とにしております。 

◎上里 樹君 

  広報で対応するというご答弁ですが、私からはもう一つ提案があります。まず、ホームページに掲載し

ていただきたい。それからもう一つは、生活保護のしおりがありますが、そこにそれを明記していただき

たいと思います。願わくばしおりに、扶養者照会は本人が同意したときに限るという文言が記載できれば

大変うれしく思います。 

  次に移ります。教育行政についてです。マスコミ報道では、全国で子供への虐待や子供の自死が問題に

なっています。新型コロナ感染症で２度の一斉休校など、子供の居場所が失われ、親が孤立し、子供に十

分なケアができていないのではないか。厚生労働省は16日、国内の2020年度の自死数について、確定で前

年比912人増の２万1,081人と発表しました。マスコミ報道では、新型コロナウイルスの感染拡大による経

済状況の悪化や家庭教育環境の変化で、女性や子供が影響を受けたと見られる。増加はリーマンショック

直後の2009年以来となる。小中学生の自殺者数は499人で、統計がある1980年以降最多だったとしています。

コロナ禍で２度目の新入学の節目を迎えます。ただですら多忙を極めている教職員の皆さんのご苦労も並

々ならないものがあります。心より敬意を表します。 

  そこでお伺いします。子供たちに与えたコロナストレスは、想像を絶するものがあります。コロナ禍の

中で、子供たちを守り育む上でどのような課題がありますか。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  この１年間学校においては、新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ、子供の安心、安全と学びの保
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障に尽力していただきました。教室でもマスク着用を基本とし、身体的距離を保持した中での学びの保障、

生活面に関しては、朝の登校から下校までの感染症対策、特に朝の検温のため、早朝から玄関前や教室等

での検温チェック及び日々の消毒作業等、学習準備以外での時間と労力を強いられるなど、現場の先生方

には並々ならぬ負担を強いる結果となりました。この場を借りて改めて御礼を申し上げます。また、保護

者の協力はとても重要でした。文部科学省のデータでは、学校内でクラスターの発生する率は、明らかに

低く、ガイドラインに基づいた感染症対策を講じている中では、単発に感染者が出現しても、感染の広が

りは少ないと言われております。それは本市においても同様で、家庭内からの学校への感染を防ぐため、

同居する家族に風邪症状がある場合は、風邪症状が消失するまで、児童生徒を出席停止とし、自宅待機し

ているなどの協力もしていただきました。このような中、児童生徒はもちろん、教職員及び保護者の方々

には、多くのストレスがかかっていたと思われます。児童生徒の不登校、またはいじめや虐待などについ

ては、毎月の調査でいじめについて小学校１件、中学校２件の報告がありましたが、コロナが要因となる

不登校や虐待についての報告はございません。しかしながら、コロナ禍はこれからも継続していくと思わ

れますので、今後とも児童生徒の実態に応じた心のケアを進めてまいりたいと思います。 

◎上里 樹君 

  次に移ります。就学援助受給世帯への対応についてです。文部科学省は、就学援助に関して、家計が急

変した場合には、速やかに認定し、必要な援助を行うことという通知を出しました。これに本市はどのよ

うに対応し、認定状況はどのようになっていますか、呼びかけはされているのでしょうか、お願いします。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  文部科学省からの就学援助に関する通知につきましては、令和２年７月１日にオンライン学習に係る通

信費及び家計が急変した世帯への対応等が補助対象になる旨の通知が届いておることは承知しておりま

す。家計の急変、そして認定基準をどうするかなど、判断が困難な状況でありました、その当時。しかし、

就学援助につきましては、年間を通して申請を受け付けております。しかしながら、今後新型コロナウイ

ルス感染症の状況を見ながら、どのような対応ができるのか、検討してまいりたいと思います。ちなみに、

ちょっと質問から外れますけども、現在の認定状況につきましては、生徒数全体の28％が認定を受けてお

りまして、総数として令和元年度で1,350名、令和２年度は1,399名となっております。最近１年間で49名

増えておりまして、小学校では５万9,440円、中学校で８万320円、これを上限に援助をしておりますが、

令和２年度から給食費が完全無償化されました。そのことが非常に大きな家計を助けているものだと思い

ますので、この給食費を除いた額が先ほどの額でございますので、宮古島市の準要保護、要保護に関しま

しては、ある程度手厚くされていると思います。コロナについては、またプラスアルファでですね、いろ

んな状況を鑑みながら、今後必要ならば検討してまいりたいと思います。 

◎上里 樹君 

  年間を通して申請を受け付けている。大変賢明だと思います。それで、給食費が無料ですから、ほかの

自治体に比べれば本当に恩恵があると思います。次に移りますけども、そういう中で、自治体によっては、

臨時就学援助費、その支給を行っている自治体もあります。本市でも取り組むべきだと考えますが、いか

がでしょうか。 

◎教育部長（上地昭人君） 
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  臨時就学援助費支給についてのご質問でございます。 

  いろいろ調べてみますと、自治体によりましては、臨時就学援助費を支給をしている自治体が見られま

す。世帯及び人数に応じた金額を支給する市町村が多いと見受けられます。しかしながら、本市において

は臨時就学援助支給は今のところ行っておりません。新型コロナウイルス感染症の対応として、学校現場

への消毒液やマスク等の配布は、予備費の中で対応し、学校現場からの要求を２月に１遍か３月に１遍ほ

ど取りましてですね、その不足のないように配布をしてきたところでございます。しかしながら、就学援

助の観点からは、対応してきておりませんので、これはやはりこれからの国の補助金あるいは市の財政状

況、そこら辺を勘案しながら、現状に即した対応をしてまいりたいと思います。 

◎上里 樹君 

  次に移ります。本市の支給状況、要保護に対して、どのレベルにありますかということですけども、支

給基準の引上げをすべきだという観点からの質問です。ちなみに那覇市が要保護基準の1.8倍、せめてそれ

に近いものにしていくべきだと考えますが。 

◎教育部長（上地昭人君） 

  本市の支給基準は、要保護に対して1.0倍となっておりますので、同等レベルとなっております。しかし

ながら、これは那覇市と宮古島市の生活の状況、環境の状況が若干違いますので、本市における認定率は

1.0倍ながらも、認定率26.4％あります。県平均は22.95％であります。したがって、1.0倍であっても、県

平均を上回っているのが現状でございます。これは入学説明会での制度説明、毎年度の進級時に学校で就

学援助制度の書類を配布、必要書類の見直しを行い、申請書の簡素化を図るなど、申請をしやすくした結

果だと思っております。よって、現在のところ、支給基準の引上げは考えておりませんが、これもまた、

コロナウイルスに関係しますけども、新型コロナウイルス感染症の影響などにより、緊急の対応が発生し

た場合、これも財政状況を見ながら、やはり検討していくべきものだと考えております。 

◎上里 樹君 

  この基準の引上げは、かねてから要求し続けているものなんですけども、これを広げることによって、

もっと対象者が増えていくと思いますので、県平均を上回っているという頑張りに対しては評価したいと

思います。 

  次に移ります。子供の医療費無償化についてです。2020年６月定例会で、私はこの問題を取り上げ、福

祉部長がこれに答えて、県が実施する時期に合わせて拡充するという旨の答弁がありました。私はそのと

き本市独自に実施するよう要求しましたが、そこでお伺いします。中学校卒業までの通院費無償化につい

て、県の実施を待たずに前倒しで、本市独自に実施すべきだと考えます。それは、コロナ禍で子供の医療

費の不用額が発生し、新年度予算でも大幅な減額となっています。そういった財源を活用してはいかがで

しょうか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  上里樹議員の質問、通院無償化についての前倒しについてということでございます。 

  こども医療費助成制度について、県は令和４年４月から、通院対象年齢を現在の就学前から中学卒業ま

で拡大するとの方針が示されております。市としても対象年齢の拡大については、県の方針に基づき実施

したいと考えており、るる検討したんですが、前倒しは県と合わせていくという、前倒しは厳しいという
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考えに達しております。なお、令和３年度は準備期間としての条例改正、システムの改修、医療関係者や

対象者への通知をしっかりと行うという考えであります。 

◎上里 樹君 

  県の実施に合わせるということです。本市は現物給付で頑張っていますので、その実施確実に行ってい

ただきたいと思います。それで、何らかの形で子供の医療費助成、これはもう100％の自治体がやっていま

す。国はそれに国民健康保険の交付金のペナルティー、これをいまだに課している状況があります。その

国に撤廃を求めるものです。同時に国の責任で子供の医療費無料化を制度化すべきです。さらなる拡充の

ために、市民の皆様方と力を合わせ奮闘していきたいと思います。 

  次に移ります。国民健康保険の軽減について、この問題も繰り返し取り上げている問題ですが、国民健

康保険税の軽減について、均等割の問題です。この問題は繰り返し質問していますが、コロナ禍で医者に

かかる人が少なくなっている、そういう状況が本市でもあります。こんなときだからこそ、消費税のよう

に一律に生まれたばかりの子供にまで課税される他の保険制度にはない国民健康保険だけに適用されてい

る均等割、これを廃止ないしは減額すべきだと考えます。特に私は今回は、全体廃止できるといいんです

けども、子供に限ってのこれは提案です。本市の国民健康保険特別会計法定外繰入れ、この間連続してゼ

ロです。ならば、コロナ禍の今だからこそ、この均等割の軽減実施に踏み込むときだと思いますが、そこ

でお伺いします。子育て支援の観点から、子供の均等割を廃止、減額すべきと考えます。ご見解をお聞か

せください。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  国民健康保険制度につきましては、上里樹議員ご指摘のとおり、均等割制度というのがございまして、

子供から大人まで、１人当たり均等に税を課するという制度がございます。上里樹議員のおっしゃる趣旨

もよく理解をしているつもりでございます。ただ、現在沖縄県におきましては、保険者に沖縄県が新たに

加わりまして、そういう制度の改革の中で保険税率を令和６年度を目標に統一をしようというような動き

がございます。そうした中で、市町村が独自の軽減策を講じた場合は、国民健康保険税の算定方式に格差

が生じるという側面がございます。保険税率の統一に向けて、あまり好ましくないというような形になろ

うかと思います。したがって、宮古島市だけでですね、この均等割を見直すということにつきましては、

なかなか難しいというふうに思っております。ただ、上里樹議員のおっしゃっている趣旨につきましては、

これは全国市長会のほうでも、子供の均等割保険料を軽減する支援制度、これをぜひ国に創設していただ

きたいということで、要請、要望を行っているところでございますので、その状況を見守っていきたいと

いうふうに考えております。 

◎上里 樹君 

  宮古島本市単独では無理だと。全県統一すれば可能だと思います。それで市町村会でも、その支援制度

を国に求めているということですけども、国もようやく重い腰を上げました。未就学児童までが対象にな

りますけども、それを軽減する方針が発表されています。１人当たり１万3,000円、国が２分の１を持って、

県と自治体で４分の１、４分の１を持つということなんですが、これはぜひ国がもう国庫負担増額をして

ですね、全額負担してほしいと思います。 

  次に移ります。陸上自衛隊の配備についてです。この問題、本定例会でかなりの意見が述べられていま
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した。市長選挙は、オール沖縄と一部保守が陸上自衛隊ミサイル基地配備に賛成、反対の立場の違い、そ

れをお互い尊重し合って、第１に市政刷新、第２に玉城デニー知事との連携、第３に陸上自衛隊の駐屯地

や弾薬庫配備について、知事と連携し丁寧な説明を国に求める。この３つで合意して、座喜味一幸市長を

誕生させました。今国政でも宮古島市でも問われているのは、自衛隊に賛成か反対かではありません。本

当に国民の安全、安心を守るためにどうするかが問われています。緊急にやるべきことは第１に、米軍と

自衛隊が一体となって海外で戦争することをやめること、そのために私たちは、自衛隊を海外での戦争に

誰一人送らない、殺させない、アメリカの国を守るために、宮古島を南西諸島を戦場にさせない…… 

                 （何事か声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  静かにお願いします。 

◎上里 樹君 

  このような一番の現実の危険を取り除くために、安全保障法、安保法制と呼ばれているこの集団的自衛

権が行使、これが可能になった。これを元の解釈に戻そうと主張しています。 

  ２点目に、ＡＳＥＡＮ、東南アジア諸国連合のような、あらゆる問題を話合いで解決する平和の地域協

力の枠組みを北東アジア地域にも広げること、これを提案しています。私たちは北東アジア、日本、韓国、

北朝鮮、中国、ロシア、アメリカ、モンゴルにも広げよう、北東アジア平和協力構想を提案しております。

中国に対しては、国際法を守れと、国際社会の中ではっきり発信する。正論で中国にきちんと物を言う外

交を日本はすべきです。国際社会が協力して無法なことをやめさせていくことが必要です。そういう外交

努力をやらないで、中国が軍事で構えてきたから日本も軍で構えるということでは、果てしない軍拡競争

になり、一触即発で戦争になってしまう危険もあります。そういう方向ではなく、あくまで外交で正論を

唱え、粘り強く平和の秩序をつくっていく努力こそ必要だと考えます。 

  そこでお伺いします。陸上自衛隊配備について、①、新たに２か所の陸上自衛隊基地が完成予定です。

住民の不安を解消し、様々な問題に対応するための基地対策室、仮称ですけども、その設置が必要と考え

ます。見解をお伺いします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  上里樹議員の自衛隊配備についての件ですが、自衛隊配備に関することについては、従来どおり秘書広

報課、平和行政に係る箇所として、しっかりと市民の声を受けていくというようなことになりますし、そ

のあと関係事項、防災等々の関連については、関係機関をもって対応することとなります。 

◎上里 樹君 

  コミュニティーが破壊された、これまで平穏に暮らしてきた。そんな中に分断と対立が持ち込まれてい

る。住民の安全、これの確保が弾薬庫から近過ぎて怖い。さらにミサイル配備の問題、これも入れないと

言った弾薬が入れられていた。造らないと言った弾薬庫が造られている。造らないと言ったヘリパットが

造られようとしている。こういう問題について、住民の疑問や質問に答える必要があります。さきの本員

の質問に、連絡協議会なるもの、それを設置するというご答弁がありました。それは、新聞報道では保良

に限ったことのように見受けますが、いかがでしょうか。 

◎市長（座喜味一幸君） 
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  自衛隊の点についてでありますから、千代田、保良を含めた自衛隊の配備と平和行政に対することにつ

いては、トータルとしてしっかりと連絡協議会等を持って地元説明会、理解を求めていくということにな

ります。 

◎上里 樹君 

  千代田も含むということで、全体が網羅されているということで安心しました。 

  次に移ります。千代田駐屯地で初めて米軍との共同訓練が行われたことが、県紙報道で明らかになりま

した。住民の不安に対して、市として防衛省に説明会開催を求める考えはありませんか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  やっぱりしっかりと住民の不安に対しては答えていかなければならないと思っておりますから、しっか

りと説明会を求めていく案件については、しっかりと説明を求めていく、そういう考えであります。 

◎上里 樹君 

  本員の質問に、保良の弾薬庫が完成後という市長のご答弁がありました。私は、コロナ禍の下ではあり

ますが、工夫をしてですね、完成前に説明会を持っていただきたいと要望いたします。 

  次に移ります。地下水保全についてです。辺野古の新基地建設埋立て土砂を宮古島から辺野古へ搬入す

ることについて、地下水保全の観点から質問いたします。辺野古の新基地建設をめぐり、国が提出した辺

野古新基地建設埋立設計変更承認申請で、土砂採取場所に変更を加え、県内調達量と地域の拡大をし、現

行計画に加えて、沖縄全域、９市町村へ変更を国が申請しました。沖縄県民は、県民投票で７割以上が辺

野古米軍基地建設のための埋立てに反対しています。戦没者の血と遺骨が混ざった可能性の高い土砂を埋

立てに使うことは、県民の心情への寄り添いも配慮もなく、戦没者と遺族、市民と県民を冒涜するもので

す。人道上、倫理上も断じて許すことはできません。 

  そこでお伺いします。辺野古の埋立て土砂の宮古島からの搬入をやめるべきです。資源の少ない宮古島

市からなぜ土砂の採取をしなければならないのか。土砂の採取は、地下水量の減少につながり、海への影

響も懸念されますから、市民の不安の声も高まっています。辺野古新基地建設埋立て土砂を宮古島市から

辺野古へ搬入するのはやめるべきだと考えます。ご見解をお聞かせください。 

◎生活環境部長（垣花和彦君） 

  土砂の搬出について、いろんな角度から検討がなされるべきであるというふうに考えておりますが、私

のほうからは、地下水への影響についてという観点から答弁いたします。 

  まず、土砂の採取によります地下水への影響につきましては、採取場所、それから採取量、採取方法な

どによって、様々な影響が考えられるところでございます。土砂の採取は、その目的や採取量などによっ

て、鉱山保安法、土壌汚染対策法等による土地の形質変更、赤土等の流出の防止など、様々な規制が行わ

れることになります。また、水道水源保全地域においては、土砂の採取、いわゆる鉱業は、事前協議の対

象事業というふうになっております。当該地下水流域に影響を与えるのかどうか、地下水審議会に諮り、

審議しなければなりません。地下水審議会が学識経験者の意見を踏まえた上で、当該地下水水質への影響

が大きいという認定をした場合は、当該地下水流域において、この事業場は設置できないということにな

ります。 

◎上里 樹君 
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  次に移ります。平和行政についてお伺いします。①、１月22日核兵器禁止条約が発効されました。２月

19日現在諸外国86か国、批准国54か国、条約の発効により核兵器の保有も核の傘に依存することも禁止さ

れます。人類史上初めての核兵器を違法とする国際法です。唯一の被爆国である日本の自公政権は、残念

ながら世界の流れに背を向け、核抑止力の維持、強化を名目に、国民多数が望む核兵器禁止条約への参加

を拒否しています。このことに関してご見解をお聞かせください。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  条約については、国において批准されるべきものと思っておりますが、一政治家としての見解を申せと

いうならば、唯一の被爆国として、やっぱり日本国は態度を表明すべきだというふうに思います。 

◎上里 樹君 

  態度表明すべしというご回答でした。自治体によっては、横断幕を掲げたり、懸垂幕を掲げて歓迎して

いる自治体もあります。なぜ私がこの問題、質問するかといいますと、本市も紛れもなく非核平和宣言の

都市だからです。本市としても、それを歓迎する、また意思表示をする、そういったことも必要かと思い

ます。 

  次に移ります。下地島空港の軍事利用についてですが、軍事利用を認めない屋良覚書と西銘確認書、こ

れを遵守すべきと考えます。市長のご見解を求めます。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  下地島空港の軍事利用については、屋良覚書と西銘確認書を遵守すべきであると思います。 

◎上里 樹君 

  明快なご答弁いただきました。軍事利用はしない。 

  次に、指定管理についてお伺いします。新聞報道で宮古島市エコアイランドＰＲ施設について、建設会

社が市の指定管理を受けている日本アルコール産業株式会社から施設を借り受け、工場を稼働していると

いう新聞報道がありました。そのようなことが指定管理下で可能でしょうか。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  答弁の前にですね、まず下地のバイオエタノール施設の敷地にはですね、２つの施設がございます。１

つは、今上里樹議員から指摘のあるバイオエタノールの製造施設ですね。もう一つがエコのＰＲ施設です。

これについてはご存じだと思います。上里樹議員からある施設はですね、バイオエタノール製造施設、こ

れにつきましては、２年前の３月定例会でもってですね、無償譲渡を日本アルコール産業株式会社にする

という議決をいただいて、４月１日付で日本アルコール産業株式会社に譲渡をしております。したがいま

して、他の所有となっておりますので、指定管理をするということはもう市としてできません。この新聞

記事については、２日後あたりですかね、訂正の記事も出ております。これをご確認ください。 

◎上里 樹君 

  すみません、休憩をお願いします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午前11時51分） 

  再開します。 
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                                     （再開＝午前11時52分） 

◎上里 樹君 

  次に移ります。新庁舎の建設についてですが、地域外労働者の精算についてお伺いします。 

  地域外労働者の精算について、運用基準で県も国も実績変更対象費の支出実績を踏まえて、最終精算変

更時点で設計変更する試行工事であるとうたっています。しかし、宮古島市は工事の中途で積算し、変更

契約をして、工事が完了して支払いが終わっています。何を根拠に支出したのか、認定したのか、お伺い

します。 

◎振興開発プロジェクト局長（下地秀樹君） 

  これまでも何度か申し上げているとおり、本工事は営繕工事です。上里樹議員がおっしゃっているのは、

土木工事の運用基準です。本市が総合庁舎建設工事に準用しておりますのは、県及び国の営繕工事の運用

基準です。営繕工事の基準には、労働者確保の実態を反映した契約変更のための工事費積算方法等に関す

る必要な事項に定め、もって適切な契約変更を資するとうたっております。そのため総合庁舎建設工事の

特記仕様書には、積算という表現で記した次第でございます。付け加えて、一般的な話をさせていただき

ますと、通常土木工事の場合、機械作業や特殊作業などが大半で、作業員を必要とする工種が少ないため、

地域外の労働者確保の経費を精算で最終的に変更し、支払うという運用基準になっているものと思います。

しかしながら、建設工事、つまり営繕工事に関しては、人力による作業が非常に多いため、作業員の数も

土木工事と比較にならないほど多く、さらに多岐にわたる工種があり、大きな工事になりますと、地域外

からの労働者確保に係る経費も多額になります。そのため契約締結後に実施計画を提出し、実施報告書と

見積書等で契約変更の対象となるという運用基準になっているものと考えています。営繕工事の運用基準

と土木工事の運用基準とは違っておりますので、ご理解をお願いをしたいと思います。 

  また、本工事の支払いについては、工事請負契約約款に基づき前金払い及び中間前払い、既済検査後に

出来高払い、完成検査後に完成払いの支出を行っております。 

◎上里 樹君 

  営繕工事と土木工事の違い、これについては私も繰り返し述べてまいりました。県の責任ある部署が両

方とも運用は一緒だとお答えしています。また、あなた自身が令和２年５月８日の臨時会におきまして、

同経費の運用基準では、実績に基づき精算し、変更契約を行うことになっておりとお答えになっています。

ですから、この運用は物ではなくて人ですから、要するにコンクリートの柱を造る、その打設に対して人

件費が入っています、それ。けれども、今度の地域外労働者というのは、そういうはじき方じゃないんで

すよね、だと思いますよ。要するに、何人の人が入り、きちんと領収書を持って実績に乗ってそれを証明

して、それをお互い協議し合って、精算をして確定する、そう理解していますけども、いかがでしょうか。 

◎振興開発プロジェクト局長（下地秀樹君） 

  ですから、積算をしましてですね、積算をしてやっぱり業者も担保がないとそういった契約に応じませ

んので、変更設計をした後に、あくまでも最終精算、最終段階のほうで精算もして支払いをするという契

約でございます。 

◎上里 樹君 

  要するにですから、私は人の問題として、人は突然病気をし、休むもんです。そういう人が仕事に出て
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きたかどうか、その実績を見ろということですよね、見定めること。ですから、精算を宮古島市は途中で

やっているんですね、計画で、臨時会で。そういうものではない、人を完璧にそのときに認可した金額が

最終的にぴたりと一致するというのは考えられないんですよ。それから、そういった一人一人の人数、そ

れが本当にそのとおりになっていて間違いないのか。領収書もそうなのかということですけども、次の質

問ですけども、宿泊費、送迎費、食事費、これは朝食、夕食が計算に入っていることも分かりました。そ

れも予定で積算したわけですから、そのとおりの数字で最終確定といいますけども、情報開示請求でその

裏づけとなる監督日誌開示を求めても存在しないと回答し、市議会でそれぞれの単価を含めて何人入った

か質問しても、詳細が明らかになりませんでした。なぜ明らかにできなかったんでしょうか。 

◎振興開発プロジェクト局長（下地秀樹君） 

  監督日誌に関しましては、本市の工事監督規程で日誌を作成することにはなっておりませんので、存在

はしておりません。また、以前ご質問いただいた際には、完成図書が渡されていなかったので、確定した

数字が把握できなかったためでございます。 

◎上里 樹君 

  次に移ります。積算内容も、精算内容も含めて、領収書が全て存在し、情報開示すれば全て出せますか。 

◎振興開発プロジェクト局長（下地秀樹君） 

  地域外の労働者に係る経費についての領収書は、コピーをし準備をしております。資料写しの料金納付

が確認できましたら、提出を行います。 

◎上里 樹君 

  領収書も存在すると。しかしですね、人ですから、要するにこの議会答弁では、宿泊費、そして食事費、

全部この答弁いただいているんですけども、宿泊費は上限で7,037円、朝夕食が1,500円だとお答えになっ

ています。その金額にそのまま明らかになっている人数を掛けますと、どういうわけか金額がぴたりと一

致するんですよ。そんなことがあり得ますか。ホテルは、みんな共通金額じゃないはずです。宿泊場所も

コンテナハウスであったり、民宿であったり、ホテルであったり、ばらつきがあるはずです。なぜそうな

るのか。 

◎振興開発プロジェクト局長（下地秀樹君） 

  上里樹議員が計算したのがちょっと分かりませんけど、我々はあくまでも実施計画、その個別要件のも

のについては、実施計画に基づいて積算をしております。それで、宿泊の施設につきましては、宿泊の場

所によりますと、単価が全然違いますので、精算ではその7,037円以下でやっています。 

◎上里 樹君 

  時間となりましたので、私の一般質問を終わりますけども、今までの答弁極めて不明朗で、人ですから、

そういった精算が正しく行われているというものには疑問があります。 

  以上で私の質問を終わります。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで上里樹君の質問は終了しました。 

  午前の会議はこれにて休憩し、午後の会議は１時30分から再開します。 

  休憩します。 
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                                     （休憩＝午後零時04分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時30分） 

  午前に引き続き一般質問を行います。 

  順次質問の発言を許します。 

◎濱元雅浩君 

  23番、濱元雅浩でございます。３月定例会に通告してあります一般質問を始めていきたいと思います。

市長におかれましては、端的で明快なご答弁をお願いいたしたいと思います。 

  まず、市長の政治姿勢について、宮古島市の予算規模についてご質問をいたします。市長はですね、宮

古島市の一般会計の規模というのを決算ベースでどの程度の規模が妥当であるとお考えかお聞かせくださ

い。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  濱元雅浩議員の質問にお答えいたします。 

  予算の規模についてであります。現在策定中の中期財政計画により、標準財政規模は180億円、一般会計

の予算規模は、特定の期間において実施するプロジェクト事業、例えばし尿処理施設、最終処分場などを

除くと、350億円程度になることが推定されております。歳出予算規模の推計では、令和８年度から50億円

台としておりますが、令和８年度以降のプロジェクト事業の実施がある場合には、それに上乗せがされる

ことになります。ただし、この規模が適正かどうか、現時点で判断するのは難しいというふうに思います

が、350億円程度ということになります。 

◎濱元雅浩君 

  350億円から何か事業があればそれ以上に増えていくということで、これまでの財政規模を継続していく

ということで、安心をしているところでありますけれども、公開討論会ではね、標準財政規模は190億円か

ら200億円、そういう中で430億円の公共投資がなされた。今後そのような財源の確保は大変厳しいという

ふうにおっしゃっておりますが、今後の財政は大変厳しい、その中でも350億円という予算をつければ、大

体決算ベースで400億円を超えてくる。そういう財政規模を守っていくというお考えか、お聞かせください。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  標準財政規模、私はたしか190億円から200億円というふうに申し上げました。令和２年度の決算見込み

を見てみますと、460億円となっております。それで財政規模を分母にして、市債残高を分子とした比率で

は230％というふうになっておりまして、この数字というのは、庁舎建設があったりというような多くの事

業があったこと、それがあって230％となっておりますが、この状態が続けられるわけはないと思っており

まして、ちなみに11市の平成30年度の決算を見てみますと、宮古島市割り返しますと230％ですから、結構

高い状況にあります。ちなみに市によっては、結構投資をして高いところもあるんですけれども、平均す

ると170％ぐらいというような状況になる、それが適正維持や標準的であって、今後はそういう状況になる

方向に進むのではないか、そのように思います。 

◎濱元雅浩君 

  もうちょっと明確に答えていただきたいんですよ。一般会計の規模感で、社会に与える影響は大きいと
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私は思っているので、予算として350億円ベース、そうすると決算としては400億円ぐらいという財政規模

を大変な中ではあるが、堅持していく、そのお考えなのか、それとももっと下げて緊縮財政を引く、そう

いう姿勢を行う、どちらかだと思うんですが、もう一度お答えください。 

◎総務部長（宮国高宣君） 

  長期財政ビジョンを今策定中でございます。令和２年度で終わりますので、令和３年度から10年間の長

期ビジョンを策定しております。その中ではですね、令和３年度が412億円、令和12年度で360億円という

形の推計をしております。ですから、いろんなプロジェクトによりますけど、ビジョンではそういう形の

流れで策定をしているという形でございます。 

◎濱元雅浩君 

  市長選挙の際にですね、この予算規模の話をたくさんやられていたので、どういうふうに市政が進んで

いくかということが心配だったんですが、今の流れでいくと、極端な緊縮財政という流れではなさそうな

ので、安心をしておりますので、ぜひともその方針で市長も進めていっていただきたいと思います。 

  続いて、市民との約束についてというタイトルにしてあります。これいろいろ選挙期間中に公開質問状

とか、公開討論会で発言された内容と現在の運営に関して確認をしたいという思いでありますので、ぜひ

とも明快なご答弁をお願いいたします。まずはですね、幼稚園、小学校について、統廃合すべきではない

と考えますというふうに公開質問状には答えていらっしゃるんですが、施政方針にですね、伊良部こども

園と佐良浜幼稚園及び保育所を統合と示されております。これは矛盾があると私は思うんですよね。お約

束、公開質問状の中では、これね、質問自体もね、園児５人以下で閉園になることについて、どのような

お考えですかという質問に対してですよ、それを乗り越えて、統合もやるべきではないという考えをお示

しになったんですよね。それによって有権者は判断をして選挙を、その中で勝ち抜いてきた市長でありま

す。このことについてご説明ください。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  特に今回伊良部の件なんですけれども、学校の統廃合について、無理な統合は行うべきでないというス

タンスは変わっていません。しかしながら、伊良部地区のこども園については、これまで保護者説明会、

行政連絡員の説明会等も実施しておって、合意は得られているものと認識しております。また、予算措置

等も粛々と進められているということで、この伊良部については予定どおり実施すべきものというふうに

考えてはいます。 

◎濱元雅浩君 

  それであれば、今のご答弁を受けて質問しますけど、無理な学校統廃合は行わないよう努めますと施政

方針に書いてあります。無理な学校統廃合というのは、どういう統廃合で、この伊良部の案件に関しては、

これは無理ではないという判断をどのようにされたんですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  午前中の棚原芳樹議員の質問にもあったんですが、やはり大事にすべきは、地域、保護者の意向でござ

いまして、その辺について、十分に私は理解が得られているものというふうな理解をしております。棚原

芳樹議員の案でも伊良部地区、それから佐良浜地区分けたらどうだというような話等もあったかと思うん

ですが、いずれにいたしましても、これまで当局が粛々と進めていたこと、それは基本的には地元の合意
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が得られているものとして、事業を実施するという方針でありますから、やはり予算措置等もされている

上で進むことに関しては、やはり認めていくというのが筋かと思っております。 

◎濱元雅浩君 

  私との考えの違いからかもしれませんが、市長、私はこのような約束を市民と交わした上であれば、今

の時点でも１年ぐらいはね、少なくとも検証の時間を設けて、その上で市民にしっかり説明した上で、こ

の事業をやっても何にも悪くないと思いますよ。それが政治家としての私は責任だと思いますよ。そうい

う強い意思を持ってこの選挙戦戦ってきたと思っているので、ちょっと私には理解できない。１年ぐらい

延ばしてもよかったような気はしますけどね。 

  次に行きます。これも同じような案件ですけれども、自衛隊配備、弾薬庫に対しての質問に関してです。

アと書いてありますね。１月26日に市民団体から提出されていると思います。宮古島へ配備予定の地対艦、

地対空ミサイルについての住民説明会開催の要請についてというふうに提出をされているんですけれど

も、それに対してですね、県や国、いつ、どのような措置で知事と連携し、丁寧な説明を国に求めたのか、

お聞かせください。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  この要請があったことをしっかり受けております。防衛局のほうにも確認いたしまして、説明会等の要

請書が届いているというようなことでありまして、どのような形で対応するかというような話、コロナ禍

であって、この辺のタイミングを見ながら、説明会を持っていくべきだという合意がありましたけれども、

ただ私の考えとしては、１人や２人の要請等々を持って、国、行政が動くことが必ずしも妥当であるのか

というようなこともまた踏まえまして、かかる時期にちょっとまとまった方向で、その辺の説明会は持っ

ていきたい。もちろんいろんな意見を反映させる場所は、しっかりと持っていくことは、しっかりとやっ

ていきたいというふうに思っております。 

◎濱元雅浩君 

  本当にそんな答弁でいいんですか。１人、２人だったらどうでもいいみたいに聞こえますよ。私は訂正

したほうがいいような気がしますけどね、私が聞いているのはね、この要請に対して、正式な書面をもっ

て要請をしてくださいと言っているんですよね。今のお答えだと、１人、２人の意見であれば市は動かな

いというご答弁でしたが、それでよろしいですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  要請書は、私、市のほうにも来ました。また、防衛局のほうにも確認しましたら、届いているというこ

とでありましたから、この説明会についてできるだけやっていく方向で話はしております。したがいまし

て、コロナ禍の中での説明会、なかなか開けませんでしたけれども、いろんな意見もありますから、その

辺をまとめて、しかるべきときに説明会を持ちたいということでございます。 

◎濱元雅浩君 

  しかるべきときにといいますけれども、これ出された方々は、施設の建設に対しても反対をして、建設

に対しても説明を受けたいというご意見なんですよ。先ほど来この本会議で何回か市長は、完了をもって

と言っていますけれども、その建設に対する反対の声には耳を貸さないということですか。運用に対して

だけの説明をされようとしている、そういうお考えですか。 
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◎市長（座喜味一幸君） 

  様々な要請の内容になっておりますけれども、現実的には現実にある自衛隊配備、そして弾薬庫等に係

る問題を中心にして、しっかりと地元説明会というものは、焦点を絞ってやっていくべきものと考えてお

ります。 

◎濱元雅浩君 

  自衛隊基地配備、弾薬庫等の課題というのは何なんですか、市長。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  配備基地に関係する弾薬庫といえば、この弾薬庫の有事の際のいろんな不安、本当に安全かというよう

な基本的には配備によるいろんな生活への課題、それからその弾薬庫そのものが大きな有事のときに、本

当に大丈夫なのかということに対して、しっかりと説明をしていくべき時期に来ているというふうに思っ

ております。 

◎濱元雅浩君 

  ３月末をもって完成して、４月から運用が始まるということご存じですよね、市長ね。そういう中で、

別に私は配備賛成ですからいいんですよ。しかし、市長が言っていることとやっていることが違うという

こと、ここを明確にしてもらいたいんですよ。その上でね、施政方針にも書いてあるんですけど、強行配

備は認めないとたびたびおっしゃっていますけれども、この強行配備というのがどういうことなのかがよ

く分からないんですけれども、それであれば保良の弾薬庫は強行配備ではないというお考えですよね。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  様々な意見がある中で、市議会を含めてしっかりと容認をして、説明をし、地元の了解を受けながら進

めていると思いますが、その中でもなおかつ現実的に不安を述べられる方々、そういう方々にもしっかり

と実際の状況の変化に応じた現状というものを不安を解消するための説明というものは、なされるべきも

のだというふうに思います。 

                 （「休憩お願いします」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後１時49分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後１時49分） 

◎市長（座喜味一幸君） 

  基本的には、様々な意見があったであろうが、基本的には行政として市が受け入れているということ、

それは強行配備ではないというふうには思いますが、基本的にその中では、多くの不安のある皆さん方に

は、しっかりと説明は果たすべきものと思います。 

◎濱元雅浩君 

  強行配備ではないという市長のお考えであるというご答弁だったと思います。丁寧な説明をぜひしてい

ただきたい。それで不安が解消できるなら、ぜひともやっていただきたい。ただ、今のご答弁では市長と

しては、あれは強行配備ではないというお考えだということだけ分かりましたので、ぜひともお約束どお
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り市民に寄り添って、しっかりと説明を進めていっていただきたいと思います。 

                 （何事か声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  静粛に願います。 

◎濱元雅浩君 

  続いてですね、ちょっと飛ばして４番のね、下地島の未利用地についてですけれども、これ下地島飛行

場受入れというのは、もう50年以上たっている。そういう段階においてですね、沖縄県が平成30年に行っ

た下地島土地利用基本計画第二次改定、これに対してですね、市長は県議会議員という立場で、どのよう

に関わり、どのような提言を行ったか、お伺いいたします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  下地島空港土地利用計画、ちょうど私が県議選に当選して間もなくでありましたけれども、ＪＴＡグル

ープ、ＡＮＡグループ、パイロット訓練引揚げというような大きな変化がありました。こういう中でです

ね、しっかりと取り組んで現在に至る経緯というものをよく存じているというふうに思っております。土

地利用の基本計画は、沖縄関係各課、宮古島市で構成される下地島空港残地有効利用連絡会議の意見を踏

まえ、沖縄県知事や沖縄県各部長により構成される沖縄県開発委員会において改定されております。同計

画においてはですね、これはちょっと主体的に関われる部分はありませんでしたが、県議会におきまして

は、下地島空港及び周辺用地の有効活用に向けた提言は何度も行っており、今後も沖縄県に対して、当該

用地の利活用に向けた取組を積極的に推進していただくよう要望してまいりたいと思っております。 

◎濱元雅浩君 

  12年間県議会議員をやってこられましたよね。その際、空港以外の未利用地何にも動いていませんよ。

それに対して県議としてどのように県に要請をかけているのか、なぜ何も動いていないのか、どのように

お考えでしょうか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  私の県議会議員任期中の下地島空港及び周辺用地の利活用に関する活動としましては、県議会本会議や

常任委員会で幾度となく質問等も交えながら、地元の意向を伝え、利活用推進を後押ししてきたと思って

います。１期公募事業の実施が停滞していたときは、県議会の場で事業実施の遅れを指摘し、事業の早急

な実施を促してまいりました。また、利活用公募実施前には、航空関連産業の誘致による地域振興を図る

ため、下地島への国際航空機整備工場の誘致を提案したこともございます。下地島空港及び周辺用地の利

活用は、本圏域のみならず、沖縄県全体の振興発展に寄与するものであることから、今後も沖縄県に対し

て、下地島空港及び周辺用地の利活用の推進を強く要望してまいります。 

◎濱元雅浩君 

  だから、12年間その要請をしたけれども、空港以外の用地は何も動いていないんですよ。それ頑張りま

すといったって、どうやったら動くと今お考えなんですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  下地島空港及び残地、これに関して実はパイロット訓練場が引き揚げた後、沖縄県の一般会計からの下

地島空港特別会計に対して、五、六億円の一般財源から振替をして管理をしておりました。まさに県の財
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政のお荷物だったんです。それを幸いにも仲井眞弘多知事だったんですが、ぜひこれは国に任すべきなの

か、どうすべきなのか、最終的にはプロポーザルしてみようということで、これは県としてプロポーザル

を起こしました。この中に５つほどの候補者がありました。その中で、基本合意になったのは、この２つ

の事業であります。それからあと残された残地がありますけれども、そこについては今二次公募まで、宇

宙空港の話があり、３事業が進んでおりますけれども、近々３次の募集をして、また新たな事業参画を求

めていく、これに関しても、しっかりと市としても提言ないし積極的な推進を働きかけていく、これが大

変重要であります。 

◎濱元雅浩君 

  この議論の経過とかはね、知っていますよ、みんな議員も。その上で動いていないことが問題だという

ふうに私は12月定例会でも質問させていただきました。当時の市長はですね、しっかりとね、県と交渉し

て買上げも含めて未利用地を稼働させていく、そういう思いですという答弁をいただきました。座喜味一

幸市長は、そのようなお考えはないんですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  下地島空港残地の利活用に関しては、様々な要望、意見等も私も受けております。しっかりとですね、

これはこの段取りの仕方、県への提言の仕方等も含めて相談をしたり、また市としてどこまで取り組んで

サポートしていくか、そういうものとを多くの企業等々提案等がありますから、しっかりとその辺はこの

３次募集の中でも幾つかの企業については、ぜひ提言をしてまいりたい、そのように思っております。 

◎濱元雅浩君 

  もちろん県が主体、今現状はですね。あとは事業者にというお話ですけど、これだけ動いていないもの

をこれまた県に要請するたって、本気で主体的に市長として、私は計画を策定して、それを県に提示して、

それを進めていく予算取りをしっかりとする、そのぐらいの意気込みでこの案件には関わっていただきた

い。あれだけしっかりとしたいい空港がある。その周辺が何も手をつけられないで50年以上過ぎている。

非常にもったいないと私は思います。このことをしっかりと受け止めて、目に見える形で応えていただき

たいというふうに思っております。 

  続いて、観光振興策について、３番目ですね、書きました。施政方針にですね、観光振興策がね、何も

書かれていないんですよ。びっくりしましたよ、私。観光振興策もそれを誘発する、誘導するまちづくり

も何も書かれていない施政方針、本気でこんな施政方針を上げてきたのかと思ってびっくりしています。

これね、ちょっと先にそれから言いますけども、施政方針見て分かるように、令和３年度施政方針なんで

すよ。令和３年度に予算づけされている、また計画されているもの、それのビジョンや方向性、またそれ

の推進方法、それを説明していく、そういうビジョンを示す、それが施政方針ですよ。市長が書かれてい

るのは、所信表明です。だから、議員とのやり取りで今混乱が起きているんですよ。例えば中学校までの

医療費、これは令和４年度からですよ、県がやると言っている。何で今これに書かなきゃいけないんです

か。所信表明をしたいのであれば、それは時間を取ってやっていただければいいわけですよ。当選されて、

就任されて、早々に臨時会を開いて、挨拶も兼ねて所信表明を述べる。３月定例会には、その次年度のし

っかりとした施政方針を述べる。それがリーダーのやることです。これだけ経験のある部長がこれだけそ

ろっていて、こんな施政方針を出すなんて考えられません。企画政策部長、担当企画政策部長だと思いま
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すよ。しっかりとね、市長就任されたばかりで分からないかもしれないけれども、分からないならみんな

でサポートしてちゃんとやらないと、議会混乱しますから、企画政策部長答弁したそうなのでお願いしま

す。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  ご指摘ごもっともです。ただですね、市長就任直後もう宮古島のコロナ感染者もうピークですよね。そ

ういう中で、市長も所信の表明の時期というものをですね、逸してしまったということが実情です。その

ためとはいえ、所信表明を述べないと、述べる機会がないということもこれはまた市民、それから議会の

皆様にですね、失礼な話ですので、じゃどこでどう所信を述べるかということでですね、結果として、就

任から、それから最初のこの３月定例会までの間に１か月ちょっとしかないと。そういう状況を含めてで

すね、濱元雅浩議員ご指摘のような施政方針であるべきなんですけども、今回に限っては、施政方針と所

信の一端をですね、併せて説明するという内容となったところです。そうです。もうベテランの部長がね、

これだけそろって、濱元雅浩議員ご指摘のようなことがですね、あるということについては、大変我々も

心痛いところがございますけども、そういう状況であったということをご理解いただきながら、また一生

懸命市長もですね、新年度に向けてしっかり事業に取り組む、行政に取り組む、そして４年間またこの所

信の一端で述べたことをですね、しっかり実現をしていくということでご理解いただきたいと思います。 

◎濱元雅浩君 

  しっかりやっていきましょう。それで観光振興についてですけれども、この来島者へのＰＣＲ検査の義

務づけとか、またこういうことを義務づけていくと、観光産業に対しては大きな障壁になると私は思うん

ですけれども、市長は特段それは障壁にはならないというお考えですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  濱元雅浩議員ご指摘の件ですが、来島者に対してＰＣＲ検査の証明書持参の義務づけではなく、来島さ

れる方が自発的にＰＣＲ検査を受け、陰性証明を取った上で来島いただく仕組みづくりができないか、沖

縄県及び航空会社、関連事業者との連携、検討を進めたいと思っております。おっしゃるようにこのＰＣ

Ｒの検査の陰性証明の義務づけ、そういう懸念は若干やっぱり課題として検討しなければならないという

ふうに思いますが、宮古島市観光推進協議会等についても、ちょっと問題提起としてはやったことがあり

ます。 

◎濱元雅浩君 

  コロナが収束するとね、観光産業ね、日本国内だけじゃなく、世界中で誘客一気に高まります。そうい

う中においてですね、あまりね、こういう障壁になるようなことを市長が率先して議論するということは、

私は不適切じゃないかと思います。せっかく産業もやっと形になってきた、それが現実ですよ。それを成

長させていく、そういう成長戦略をぜひとも市長には描いていただきたい。そういう中でですね、宮古島

といえば海遊びがメインになります。その中でです、宮古島市に公的な海水浴場の設置というのが私は必

要だと思います。安全な遊泳環境の整備ということですね、ライフセーバーの設置も含めてですけれども、

この海水浴場の開設というのに対して市長のお考えをお聞きします。 

◎観光商工部長（楚南幸哉君） 

  前浜海岸や砂山海岸など、本市には全国的な知名度が高く、観光客に人気の海岸が数多く存在しており
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ます。しかし、市の開設する海水浴場は、トゥリバー地区のサンセットビーチのみです。本市観光におい

て、海は重要な資源であり、海水浴客の安全確保は重要な課題であると認識しております。市では、これ

まで、前浜海岸の海水浴場化に向けた検討を進めてまいりました。その一環として、次年度より前浜海岸

内に飲食、物販事業者を出店させ、その収益により海水浴場開設の費用を賄うことができないか、試験的

な運用を実施します。まずは、前浜海岸の海水浴場を実施して、海水浴客の多いそのほか海岸においても、

海水浴場化の必要性を検討してまいります。 

◎濱元雅浩君 

  海水浴場ぜひ進めていただきたいと思います。今言ったトゥリバーのサンセットビーチ、あれ何の条例

に基づいていないで運営されているんですよね。ライフセーバーが、いわゆる管理者が就くのが７月から

10月までという期間なんですよね。もうちょっとしっかりと全体像としてのやはり海水浴場設置条例か何

か規則なり、しっかりとしないといけないと思いますので、これはぜひとも力を入れてやっていただきた

いと思います。予算づけもそうですからね、込みですから。 

  ３番目、これ農産物の六次化ということをずっと市長おっしゃっていて、産業振興局という部署までつ

くると、そのようなお話の中でですね、なぜかこの上野トロピカルフルーツパーク整備事業、これ数年に

わたってやってきた事業なんですけれども、これは農業と観光と環境というものをテーマにした、それこ

そこの六次化のメインになる、拠点になると、私は考えていますが、これが来年度予算に切られているん

ですよね。なぜこの事業を継続していくことを断念したのか、市長にぜひ聞きたいと思います。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  上野トロピカルフルーツパーク整備検討につきましては、宮古島の農業と産業の融合をコンセプトに、

農産物を加工する六次産業化の取組、新たな観光プログラムの創出、エコアイランドとしての情報発信、

地域の憩いの場づくりをテーマに、一括交付金を活用して実施してまいりました。令和３年度の予算要求

にも一括交付金を活用して実施設計等の要求をしてきましたが、限られた予算の中で、ほかの優先すべき

事業が多いとのことから、今回認められませんでした。このことから、ほかの事業メニューも検討した結

果、農林水産省補助の農山漁村振興交付金の活用が可能であるため、令和３年度以降当該交付金により事

業を実施していきたいと考えております。 

◎濱元雅浩君 

  これ事業の検討が今年度も行われていて、多くの事業者が興味を持っている。それが１年空くとばらば

らになりますよ。一括交付金ね、たしか伊良部のこども園も一括交付金じゃなかったかなと思うんですけ

れども、市民と約束をした統廃合しないということを１年間考えてやるとかというさっき言いましたけれ

ども、そういうふうにすれば、一括交付金空くはずなんですよね。ぜひとも予算づけをしていただきたい。

今農林水産部長がご答弁いただいたように、これ市長が目指す六次化の拠点じゃないですか、全くこれを

１年間止めることで、興味を示していた事業者が逃げますよ。それについて市長のお考えはありませんか。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  今一括交付金の話が出てきました。農林水産部長の答弁はですね、一括交付金でやりたかったんだが、

ほかに別の省庁の補助事業があるので、一括交付金は使えないということでもっての答弁なんですね。で

すから、一括交付金予算が空くからこっちに回せという話じゃないんです。それをご理解ください。 



- 445 - 

 

◎濱元雅浩君 

  でもね、３年前ぐらいからね、これ一括交付金でやりますと言って、ずっと事業を続けてきたんですよ。

本来であれば今年度から実働が動く予定だったけれども、検証してからにしてくださいということで、そ

の後一括交付金でやりますよねという話は、ずっとさせていただいています。それが今になってメニュー

替えする。いいんですよ、メニュー替えしても。ただ、今年度何にも事業がついていないということをど

う考えているかという話だったんですが、いいです。ぜひ市長ね、これいい起爆になる場所ですし、中身

もすごく充実している中身であります。ぜひとも、ぜひとも早めに予算づけをしていただいて、動かして

いただきたいというふうに要望しておきます。 

  続いてですね、さとうきび収穫管理支援事業の在り方についてです。これ補助金としてのていをなして

いるかということに私は非常に疑問を抱いているんですね。それとやはり金額が大きいんですよ。令和３

年度の予算編成見たとしてね、これ一般財源で全部出すとおっしゃっているので、ちょっと数字比較する

のが間違っているかもしれませんが、考え方として私述べさせていただきます。令和３年度の予算編成で

ですね、市民税個人分、これ今年に比べて１億円以上減収になるんですよ。そういう中において、一般財

源を使って、１億5,000万円ものお金を限られた農家に配るというのはどうなのかなというふうに私は思い

ます。１億5,300万円の予算がついて、これ30万トンをベースにして捻出をした金額ということであります。

しかしながらね、これもちろん35万トンになったり、40万トンになっても、１トン当たり500円というのは

変わらないはずですよ。そうすると、２億円になる可能性もある、そういう事業ですよ、これ。それを何

で一般財源でやるのかも分からないけど、これ宮古島市のね、市税、市民税です。18億6,800万円なんです

よ。そのうちの１億5,000万円から２億円、それを配るというのはちょっとおかしいんじゃないかと思いま

すよ。そもそもね、これその上で確認させてもらったら、最多収穫量の農家は1,113トン、これで補助金55万

6,000円、平均収穫52トン、これ２万6,000円ですよ。これ大規模農家が優遇されているように私は思うん

ですね。例えばサトウキビ農家戸数4,735戸、極端な話ですけどね、１億5,000万円を戸数分で割ったら３

万1,678円、このほうが平均より高いんです。それがいいと私は思いませんよ。なぜなら宮古島は今２万

8,389世帯ある。その中で4,735戸、この世帯だけにこういうチャンスがあるというのは何でしょうね、こ

れを補助金というメニューでやるということが非常に納得がいかない。さらに驚くことに、公約だから４

年間やる。市長、１点聞きます、まず。これ４年間やるんですか。単年度でやめるんですか。今のお考え

をお聞かせください。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  このサトウキビ収穫500円の件なんですが、まず現状の第一次産業、漁業も含むんですけれども、そこの

高齢化の問題、そして従事者の減少の問題、これは宮古島市にとって大変大きな課題だというのは共有で

きるかなというふうに思います。この中でも、やはりサトウキビというのは、農家の約７割以上がおられ

るということ、その農家の中でも、60歳以上がもう30％を超えているというようなこの高齢化の問題、こ

れから後継者の問題等々おりまして、農林水産業、第一次産業に今行政がしっかりと手を入れていかなけ

ればならないということは、共通できるかなと、要するに思っております。この中で特に今回サトウキビ

の農家というものをしっかり支援したい、今下降化して減退していく状況というものを何とかしなければ

ならない。それは生産者を含め、行政、農業協同組合、製糖工場等々含めて、今新たな発想でもう一度チ
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ェックし、新たな展開を考えなければならないというふうに思っておりますが、今回は特にこの収穫面積

がちょうど平成29年から平成30年度にかけては、500ヘクタールぐらい落ちるということ…… 

                 （何事か声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  端的にお願いします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  こういうとにかく株出し回数を含めて、いろんな技術的な課題がある。それを克服することによって、

しっかりとサトウキビ生産というものが間違いなく安定していくということを本当は説明したかったんで

すけれども、いずれにしても、トータルとしてのサトウキビの増産に係る事業等も総点検しながら、組織

がいま一度製糖工場、農業協同組合等々含めて、いま一度農業をみんなで考え直す時期だというふうに思

っておりまして、この500円の支援というのは有効、そしてこれは期限を切ることもなく、効果が出れば私

は継続すべきもんだとは思っております。 

                 （「休憩」の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時21分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時21分） 

◎濱元雅浩君 

  この１トン当たり500円を市が出すということで、高齢化の問題がどのように解決されるのかもよく分か

らないんですよ。 

  それともう一点ね、私ぜひ聞きたいんですけれども、このサトウキビというのは、いわゆる国策の品目

ですよ。国が全面的に支援する、そういう品目だと私は思っています。だからこそ、この島、もちろん流

通含めですが、このサトウキビというのは残らないんですよね、島にね。島で消費されるものではないん

ですよね。そういう品目であるという場合に、もしそのように500円を給付したいとなれば、これはやっぱ

り国に折衝して、国のお金でやってもらいたいんですよ。何で一般財源で私たちの費用から出すんですか。

政治家として、国と折衝をして100円でも、200円でも買取り価格を上げる。それが市長の仕事だと私は思

います。これすごい失礼なんですよ。これまで国会議員もね、政府もね、省庁もね、関係団体もね、こつ

こつ、こつこつ折衝を重ねて、少しずつ買取り価格を上げてきたんじゃないですか。それをね、決して裕

福ではない宮古島市がね、ぽんと500円あげる、そんな話はね、これまでやってきた方々にも失礼です。こ

の500円の根拠というのがハーベスターのときに出した同額で、ハーベスターは今８割から９割の稼働をし

ている実績があるんですよ。目標値もあった。そういう上で出てきた500円だと思いますよ。それをこんな

簡単に拠出するものでは私はないと思います。多くのね、公共投資に対してね、批判をされてきましたよ。

その上で、この本会議で何度も聞きました。費用対効果を最大限に検討して公共投資は行うべきだと市長

は述べられております。この１億5,300万円、費用対効果はどのようにお考えですか。 

◎市長（座喜味一幸君） 
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  基本的には大きく申し上げれば、収穫面積500ヘクタール減ったというんだけれども、やはり収穫面積を

維持すること、それから株出し、３期も４期も取るようでございますが、それによって4.6トン程度の収量

になっている。これを２期程度にしっかりと管理を頑張ってもらって、２期程度取って収量を願わくば

5.5トン取っていく、そういう単純なこの２項目でも農家の所得というものにつながっていくというふうに

思います。 

◎濱元雅浩君 

  全然費用対効果がどのように現れるのかが私は今の答弁では全く分かりませんけれども、時間もないの

で、もったいないので進めたいと思いますが、私あんまり詳しくはないんですが、今市長がおっしゃって

いるようなことは、ほかのメニューで補助できているように感じるし、またほかのメニューで補助すべき

です。こんなやり方ではないです。こう言うのもなんですけどね、どうしてもそれをやりたいんだったら

ね、やっぱりこれは補助金というメニューはちょっと、目標値もないそういうものに補助金を出すという

のは、補助金としての性質をなしていないんですよ。それであればね、出産祝金とかね、敬老祝金のよう

なね、いわゆる収穫祭みたいな形で配布したらいかがですか。また、今おっしゃった農業所得を上げると、

本気でこの案でやるというんであればね、これは扶助費として考えるしかないんですよ。給付ですよ。こ

んなんでね、汗水かいて畑で一生懸命頑張られている方にお金配って、頑張ってと。そんな市政どこにあ

りますか。もうちょっとね、成長戦略を持って事業は計画してくださいよ。みんな頑張っていますよ、こ

のコロナの中で。商売人も、みんな頑張っていますよ。何ですか、全く考えられない。ぜひね、これ検討

し直していただきたい。多くの議員から新しいアイデアも出ているじゃないですか。こんな１億5,300万円

も使うなら、ほかのメニューつくれるじゃないかという、そういう声にね、やっぱり耳を傾けてね、関係

団体にもう一度話を聞いて、本当に必要な成長戦略にこのお金を使うべきですよ。市長のご意見をお聞き

したい。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  基本的には、農家が生産意欲を持って増産に向かっていくという、まずそれは基本的には行政としては

大変重要なことだと思っております。いろいろ議員のほうからも提案がありました。土づくりをすべきで

はないかという検討等もありますが、やはりこのサトウキビの増産については、トータルとして取り組む

べきなんだとは思っておりますが、ぜひともにこのサトウキビの500円の市の農家をしっかり応援している

という姿勢を示すことによって、関係機関とも連携取りながら、また実施の方法については、ある目標を

持ちながら、効果を出すように頑張っていきたいというふうに思います。 

◎濱元雅浩君 

  さっき少し話ししましたけれども、1,000トン以上収穫されている農家もいらっしゃるんですよね、これ。

これに買取り価格掛けたら2,400万円程度ですよ、収入が。そういう方に50万円以上の補助金をあげる、何

で。全く分からない。上限設定をしてね、幾ら以上の方は定額とか、それで零細農家を救っていくとか、

そういうことが目的ならまだしも、何ですか、この設計は。兼業農家も専業農家も関係なく、いわゆる農

業収入以外の収入がある方もたくさん従事されております。そういう設計も何もしない。農家を守る、間

違っています。ぜひともこの施策は撤回していただきたいということをお願いして、濱元雅浩の一般質問

を終わりたいと思います。ありがとうございました。 
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◎議長（山里雅彦君） 

  これで濱元雅浩君の質問は終了しました。 

◎眞榮城德彦君 

  いよいよ一般質問、最後の登壇となりました。私もですね、私見、それから要望、それから雑感などを

交えながら一般質問をしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  まず市長に、いろいろ苦しい答弁が続いておりますけれども、残念ながら私も厳しい質問をすることに

なると思うんで、よろしくお願いしたいと思いますけども、市長は１月17日の市長選挙において、いわゆ

るオール沖縄との連携を政策をいたしまして、オール沖縄をバックにして選挙に出られました。そして、

一部の地元のもともと保守主義者、保守関係の人たちとも合流をしてですね、ワンチームみゃーくという

組織を結成いたしまして、これで市長選に勝利したわけですね。しかも、2,700余りの大差をつけて当選を

いたしました。このことに関してはですね、我々保守系の人間、それから保守の関係者、みんな真摯に反

省をしなければならないと思っております。といいますのも、オール沖縄陣営、いわゆる革新リベラルの

陣営と一部の保守層、それから無党派層、こういった方々が座喜味一幸市長を応援して当選を果たされた

ということでありますから、これは我々も真摯に反省しなければならないと思っております。しかしなが

らですね、市長、このオール沖縄との連携、ワンチームみゃーくの結成、こういったものがですね、私か

ら見ると、どうしてもただ選挙に勝つための戦略としか思えない。これは後で出てきますけれども、今問

題になっております座喜味一幸市長の選挙公約、それから公開討論会における当時の座喜味一幸候補者の

発言、こういったものがですね、私から見ると、思いつき公約あるいは思いつき政策、そういったことに

しか見えないんですよ。この議会を通じてですね、それがいよいよ明らかになってきたと私は思っており

ます。 

  座喜味一幸市長に伺いたいんですけど、どうせ気の利いた答弁が返ってこないと思うんで、私のほうか

ら申し上げますけれども、要するに座喜味一幸市長は、今回の市長選挙に当たって、これまでの保守主義

の政治信条あるいは政治理念というものを放棄して、政治的、思想的な転向を行ったと、こういうふうに

総括をしたいんですけど、それでどうですかね。私はそのほうが分かりやすいと思うんですよ。つまり180度

までいかなくても、保守主義の顔を残しながら、オール沖縄と一緒になって選挙を戦う。これは間違いな

く転向です。これを政治的あるいは思想的転向と言っても差し支えないと私は思っております。一体全体

過去12年間の県議の自民党議員としての実績と行動、これはどこに行ってしまったんですか。市長がおっ

しゃっている市政刷新、これはですね、オール沖縄の皆さんも、それからワンチームみゃーくの皆さんも

認識しているとは思うんですけども、そんなの何にもないですよ、中身は。ただ１点、下地敏彦前市長を

倒す、これだけの選挙だったんじゃないですか。だから政策とか、そういったものは後からついてくる、

後から考えればいいと。とにかく市政刷新ということは、下地敏彦前市長を倒すんだと、この１点に集約

されてこの選挙を戦ったと思っていますから、私から言わせれば継ぎはぎだらけの選挙公約、それから継

ぎはぎだらけの政策、政治理念、こういったことにしか映らないと。ですから、同僚議員が連日批判をし

ておりますけれども、それは当然ですよ。誰が見たって、こんな公約があるいは政策が通るわけないんで

すよ。だから、私はそのことをですね、もう一回じっくりと座喜味一幸市長に考えていただきたいなと思

っておりますけれども、そして施政方針を読ませていただきましたけれども、読み込んでも、読み込んで
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もですね、この宮古島市を自分の力で、新しい市長の力でもって、劇的に変えるという新しい視点や気概

が全く感じられない。総花的にただ言葉の羅列にすぎない。市民ファーストとか、市民の目線などと、こ

ういった使い古された抽象的な表現を使ってですね、これが施政方針がつづられている。いわゆる社会を

形づくる基盤となる本当の意味での経済振興、産業振興、こういったものをどのようにこれから持続発展

させていくかという、まさに骨太の政策が著しく欠けていると言わざるを得ません。 

  さきの候補者討論会、テレビ討論会で私現場におりましたけれども、このとき感じましたことが３つあ

りました。選挙公約として、座喜味一幸市長が掲げられた３つの政策ですね、１つがもう同僚議員からも

何回も鋭く指摘されていますコロナの水際対策、これは全然実現性、あるいは現実性がないなと私は感じ

ておりました。それから市民所得の10％アップ、これ農業を中心として10％アップするんですか、それと

も宮古島全体の市民所得を10％上げるという意味ですか。これよく分からないんですよ。仮にですね、後

で出てきますからいいんですけど、３番目に自衛隊の容認問題、これも恐らく早晩頓挫するだろうなと、

大体こういっためちゃくちゃな理屈はないですよ、市長。オール沖縄の力を借りていながら、私だけは自

衛隊容認ですと、そんなことが通るわけないじゃないですか。下地茜議員だって、上里樹議員だって、多

分腹の中では笑っていると思いますよ。ほかの市民団体、自衛隊に反対してきた市民団体の皆さんがいい

よ、いいよ、言わせておけと。そのうち我々がコントロールするからというぐらいの気持ちでいるんじゃ

ないですか。そんな中途半端なね、市長、政治姿勢ではね、幾ら地方自治体の議会といえどもね、乗り切

れませんよ。やっぱり自分の考え方をしっかり持って、議会に臨む、あるいは市民に対して臨んでいかな

いとですね、近いうちに頓挫する、私はそう考えております。 

  次に、要望をしたいんですけど、非常に言いにくいんですけどね、市長、喫煙ルームを造ってもらえま

せんか。せっかく新しい庁舎ができて、スペースも物すごい広いんですね、この庁舎。造ろうと思えばで

すね、２坪ぐらいの喫煙ルームは幾らでも造れる。今４階のほうに行って屋上でたばこを吸っていますけ

ども、風が強くて、今日のように雨が降っているとですね、とてもじゃないけど、吸えたもんじゃない。

台風が来たらどうするんだって、我々はどこへ行ってたばこを吸えばいいんだという話になるんですけど

も、実際に宮古島には葉たばこ生産農家というのが存在して、20億円ほどの生産高を上げております。幾

らたばこが駄目だ、たばこは嫌いだという風潮であってもですね、我々宮古島市には葉たばこ生産農家と

いう立派な仕事している方々もいらっしゃる。そして、宮古島市に落ちる市たばこ税というのは、毎年４

億円以上入ってくるんです。これはですね、一般財源にすぐ使えるお金です。これ貴重な財源となってい

る。世の中に嫌煙権というのがあるんでしたらね、私ささやかでもいいから、我々の喫煙権も認めていた

だきたい。職員の皆さんの中にもですね、やっぱり10％から15％ぐらいはたばこを吸う人がいる。非常に

肩身の狭い思いをしながら、こそこそとたばこ吸っている。でも１階のこの前喫煙ルームを拝見しました

ら、ちゃんと目隠しをしてもらってですね、非常に入りやすくなっている。市長、この件に関してはあり

がとうございましたとお礼を言っておきます。ですから、さっきも言いましたように、我々にも喫煙権が

ある。私だって、たばこが法律で禁止されたらやめますよ。ただ、やっぱり長年の習慣として、今たばこ

をやめる気はないんであって、そして、たばこ生産農家もいらっしゃることだし、私はこれは公平性とし

て少しは愛煙家の意見も聞いていただきたいなと思っております。 

  長くなりましたけれども、質問に入ります。10％アップの件なんですけどね、どうやったら市民所得が
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10％以上になるのか。私も座喜味一幸市長がこの政策として上げてきた時点から考えております。という

のもですね、なかなか宮古島市の市民所得はアップしていない。このところ第二次産業である建設業を中

心に、バブルと言われるほどの景況を呈して、これが少しは上向いてきましたけれども、もともとですね、

宮古島市は農業の島なんですね。合併前に各市町村の平均所得というのが出ています。合併前の５市町村

の中でですね、一番平均所得が低かった地域、これは城辺町です。友利光德議員もご存じだと思うんです

けども、なぜか、それはですね、農業関連の所得がなかなか上がってこない、農業王国と言われた城辺町

でですよ、あれだけ農業の盛んな城辺が本当にびりから数えたぐらい所得が低かった。合併しても、なか

なか宮古島市の所得は上がってこないのは、申し訳ないんですけども、この農業関係の所得がなかなか上

がってこなかったのが私は大きな理由じゃないかと思っております。だから、座喜味一幸市長があくまで

も10％アップと言うからにはですね、宮古島全体の経済の底上げを図らないと、とてもじゃないけど、10％

アップなんてできないんです。ましてや農業の10％アップというのは、非常に厳しい。これあくまでもデ

ータから言うんですけども、平成27年度に農業、漁業の一次産業、この総売上高ですね、総生産高といい

ますか、これが81億1,900万円、二次産業である製造業や建設業は263億9,900万円、そして三次産業が

1,147億7,800万円、総計で宮古島全体で1,488億6,300万円になっています。農業は何％かといいますと

5.45％、これがなかなか我々のイメージとしては農業はもっと頑張っているんじゃないかと思うんですけ

ど、数字としてみた場合には、宮古島全体の経済生産高の5.45％しかない。平成28年度は少し上がって

7.38％、平成29年度はまた下がって5.42％、こういう推移で来ているんです。ですから、濱元雅浩議員も

指摘しておりましたように、１億5,300万円ぐらいの補助金を出したからって、農業所得が大きく変わるわ

けはないんです。ですから、上地廣敏議員も鋭く指摘したように、農業を本当に生産高を上げるために、

あるいは経済的にたくさん生産高を上げるためには、やっぱりいろんな地力の問題だとか、ほかの問題と

かいろんなものを総合的に含めてですね、農業全体を考えていかないとなかなか農業所得というのが上が

ってこない。農業の生産高も上がってこない。ですから、サトウキビに今注目してやっているんですけど

も、サトウキビのほかにも、さっき言った葉たばこやそれから畜産、それからマンゴーなどの花卉園芸、

それから野菜、いろんなものがあるんです。そういったものを総合的に進めていかないと、農業単独では

なかなか、ましてやサトウキビ農家、生産農家単独ではなかなか所得は上がってこない。宮古島全体のま

ず市長としては、これ産業の底上げ、産業振興を考えた上での10％アップとすべきなんですよ、恐らく。

これが私は科学的根拠がないという理由なんですけども、市長これに反論があれば答弁してください。 

  ちなみにですね、今宮古島市の所得は219万2,000円、これ地元の毎日新聞の記事の受け売りなんですけ

ども、県平均が234万9,000円、隣の石垣市は何と251万円で、宮古島市とは現在32万円の差があります。32万

円の差というのは物すごく大きいんですよ。なぜこのような差が生まれているのかはですね、ぜひ職員の

皆さんも分析、検証してみてですね、宮古島に何が足りないのか、宮古島の産業に何が足りないのかをで

すね、検証していただきたいと思っております。この10％アップのためにはですね、219万円から241万円

に上げていかなければならない。これは４年間の間、もし座喜味一幸市長がそれをずっとやるとしても、

毎年毎年５万円ずつアップしていかなきゃならない。これは大きな本当に高いハードルだと私は思ってお

りますから、これは再考をお願いしたいと思っております。 

  コロナ対策についてですけれども、この観光客の対応、水際対策、これはもう市長もおっしゃっている
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ように破綻をいたしましたから、この件に関してはいいです。 

  市独自の経済支援策なんですけども、さっきも言いましたように所得アップの鍵はですね、一次産業に

限らないで、大きく裾野を広げてですね、宮古島全体の産業構造の転換を図っていく、おかしな言い方だ

な、とにかく経済支援策はどのようにしたらいいのか、これをもしあれば答弁していただきたいと思いま

す。 

  それから、次の新年度に予想される不況下における経済振興策があるんですけども、間違いなく不況で

す。これ宮古島の経済が伸びるというのは、とてもじゃないけど考えられない、このコロナ禍においてで

すね。ですから、これ本当に腰を据えて、足を地につけて対策を練っていかないとですね、宮古島の経済

は非常に大混乱に陥ると私は思っておりますので、ぜひこのことに関して経済刺激策何があるのか、こう

いったこともお答えください。 

  それから４番目のエですね、雇用対策等への効果的対応、速効性ということですけども、先ほど発表さ

れました県内の１月の求人倍率0.77倍です。完全失業率が3.6％で、前年同月比の0.6ポイント上回ってお

ります。これがさらに失業率が上昇の見込みだというふうに解説されております。県内には、非常に立場

の弱い非正規職員とか、それからパート、アルバイトの方が労働者全体の40％を占めると言われておりま

す。不況になればですね、こういった方々が一番先のターゲットにされる、失業する率が高くなる、こう

いったことも含めてですね、雇用対策、雇用調整助成金とか、国の支援策をですね、フル回転させて、大

いに活用して、こういったことをぜひ対策を取ってやっていただきたいと思っております。 

  次に、産業振興局設置の目的、これも濱元雅浩議員、ほかの同僚議員が指摘しておりましたけども、産

業振興局私最初これを見たときにですね、とうとうやる気になったかと、私は座喜味一幸市長を評価した

もんですよ。ところが、中身をこの議会中に聞いておりますとですね、全く中身がないじゃないですか。

予算措置も取られていない。新年度に入ってから、状況を見ながら、この予算措置はしていくんだと。組

織構成を見てみますとですね、局長が１人、あとは課長級が１人、あと２人、合計４人でやるんだと、こ

んなもんで産業振興局ができますか。産業振興局ができますか、これで。各課横断的にやるから今４人で

もいいと言うかもしれないんですけども、そんな体制で職員のモチベーションも上がらないですよ。まし

てや、座喜味一幸市長が六次産業具体的に中身何もないと言っているのと同じですから、この前だって六

次産業ありましたよ。芋の生産組合、芋の加工食品を作ってですね、ペーストを作って、それを沖縄本島

の大手コンビニに送るんだというようなことをやっていました。そこの工場で何人ぐらい働いていたと思

いますか、市長。五、六人ですよ。こういうまさか規模のイメージで、こういった産業振興局をつくると

いう、ましてやこれが座喜味一幸市長の目玉政策に据えられようとしている。私は、産業振興局に来る職

員には非常に同情を禁じ得ないです。期待されていて何にも中身がない。どこから手をつけていいのか分

からない。市長の方針がしっかりしていないからこういうことになるんですよ、市長。思いつきでだから、

政策を述べてはいけないんです。市長のやっていること、みんな思いつき政策、思いつき公約じゃないで

すか、結果的に。だから、みんなにたたかれるんですよ、これやって。私はもう少し反省していただきた

いと思います。 

  ３月定例会ですから、予算議会でもありますから、予算の話になりますけれども、一般会計総額が令和

３年度は378億9,400万円という特徴になっています。先ほど濱元雅浩議員も指摘されましたけれども、市
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税の個人分が18億6,886万1,000円で、8,473万8,000円の減、それから法人分が２億8,218万2,000円で、

1,475万円の減、合計で１億円ぐらいの減になる。これは今までずっと市税の個人分、法人分は伸びてきた、

これまでですね。これが令和３年度からは減に転じると、私これはね、非常に大きな問題だと思っている

んです。令和４年度はもっと下がりますよ、皆さん。だってコロナの状況で、こんなに経済活動が停滞し

ている中でですね、個人税それから法人税が伸びるわけないじゃないですか。そのことを今からしっかり

覚悟して、財政を経済を回していかないと宮古島市は大変なことになると思っております。当初予算で、

令和３年度は64億4,600万円の減です。決算ベースの予定額でいきますと、令和２年度の決算総額は大体ま

だ決定じゃないんですけども、547億4,193万円、差額が今期の当初予算と比較して168億4,793万円マイナ

スになる。これが何を意味するかというと、当然役所側から社会に流れる金が、キャッシュフローという

んですけども、急激に、そして大幅に減るということです。これは経済的ショックともいうべきことだと

私は思っているんです。大体不況下が予想される新年度のですね、これ経済法則に従えば、自治体の財政

出動が逆に求められるはずなんですよ。座喜味市政は選挙公約上、あれだけ下地敏彦前市長の箱物行政を

批判してきましたから、これに対抗するためには、緊縮財政に走るしかないと考えているんじゃないです

か。しかし、緊縮財政に走る時代背景と今お金を使うべき時代背景と一緒にしてもらっちゃ困るんですよ。

こんなにコロナの不況下で経済が停滞しているときに、自治体が財政を少しでも出動させて、経済を活性

化させないとどうするんですか。 

  いいですか、例えば仮にこういう言葉はないと思うんですけど、島のＧＤＰというのがあったとして、

島のＧＤＰを構成する要因は何か。１つは、我々住民の、市民の消費行動です。もう一つは、民間企業の

設備投資です。３番目は、県内生産物、これは農業、漁業の生産物でもいいんですけども、こういったこ

との島外への販売額などです。それから最後に、自治体の財政支出、こういったのが来るんですよ。この

４つの構成要因をしっかり守ってですね、これをやっていかないと、島の経済というのはなかなか回って

こない。つまり循環がうまくいかない。このうちの一つである自治体の財政支出をこれだけ大幅に減らし

て、キャッシュフローをなくすということは、宮古島市がそれだけお金に困るということなんですよ。経

済が回るということは、誰がもうかって、誰がどうのこうのじゃなくて、とにかく経済をお金を回すこと

が経済の循環というんですよ。だから、市長の財政政策とは違うかもしれないですけども、やはりみんな

と話し合ってですね、困っている今の状況を鑑みたときに、これを回していこうじゃないかと、何とか有

効なお金の使い方をみんなで考えて、お金を社会に流そうというふうな形を考えるのも、私は市長の役目

じゃないかと思っていますので、これよく考えてみてください。 

  話ばっかり長くてすみませんね。令和３年度の新規事業数は、ここへ書いてありますけど、20件と書い

てありますけど、21件ですね。総額が10億4,582万2,000円です。座喜味一幸市長、新規事業２月９日に予

算の最終内示があったということで、とてもじゃないけど、時間的余裕がなかったと思うんですけども、

それにしたって、新規事業の数、新市長の政策と思わないぐらい少な過ぎるんじゃないですか。21件で総

額10億4,500万円ですよ。これ市長になったら一番先にやるべきことは、自分がやりたい事業はこれだとい

うふうに決めて、それをみんな職員の皆さんにこれを伝えて、予算編成をしてもらう。予算編成権は、座

喜味一幸市長一人にしかないんですから、あなたがやろうと思えばどんな予算編成でもできるんですよ。

これから４月からは人事権も駆使して、いろいろ組織改革をやっていくと思うんですけども、これからで
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も遅くはないと思います。幾ら何でも新規事業が10億4,500万円じゃ心細いです。やはり箱物行政、箱物行

政と前市長の政策を痛烈に批判してきた関係上、これは緊縮財政を標榜せざるを得なかったのかなと私は

思っていますけども、でもここは頭を切り替えてですね、あなたが市長なんですから、今。堂々と自分の

考え方を発揮してもらえれば私はそれでいいと思っています。 

  前年度予算と比較して、投資的経費が84億円余り減っています。これは二次産業である建設業への経済

的影響、これも懸念していかなければならない。あなたは公共工事を市長はやらないと、やるべき公共工

事はやるとは言っているんですけど、おおむねやらないという方向にいきたいと。大型公共工事はやらな

いと言っているんですけども、これをもうやらないならやらないでいいんですけど、建設業の皆さんがこ

れを聞くとですね、あなたが断言すればするほどがっかりしているんじゃないかと私は思いますよ。公共

工事やらないということは、建設業が振るわないということになるんですね。建設業が振るわないという

ことは、雇用がどんどん失われていくということになる。特に若い人の雇用が失われるということになる

んです。ですから、こういうことももう少し考えていただきたい。 

  次に、財政調整基金からの繰入金、これはどなたかが、同僚議員が質問しておりましたけれども、私び

っくりしたんです。一連のビッグプロジェクトが、いわゆる大型公共工事がもう一段落ついて、財政調整

基金からの繰入金が減るものだと、あるいはないものだと思っていたんですけど、逆に増えている。ちら

っと財政課長が説明をしておりましたけれども、一般財源の不足分をこれで埋めるんだという、これ非常

に危ない話なんですよね。大型公共工事があって、一時的にこれで補完をしなければならないというとき

に、財政調整基金を取り崩して繰入金としてこれなっていくというなら話は分かるんですよ。目立った工

事も目立った大型事業もないのに、一般財源の不足分を補填するために財政調整基金からの繰入金を使っ

てしまうと。つまりこれがね、一回でもそういうことをやりますとですね、慢性的に毎年毎年これが減ら

されていく、財政調整基金が目減りしていく危険性があるんじゃないかと私は思っていますので、それに

対してお答えください。 

  最後に、教育行政についてお聞きします。コロナ禍において、子供たちの学習環境、生活環境が大きく

揺らいでいるときに、虐待、いじめ、不登校、学校内外での暴力行為、あるいは貧困問題等々、本当に子

供たちを取り巻く問題、経済環境、学習環境、そういった問題点が山積しております。このような難しい

時期での教育長の就任ではありますけれど、ぜひ大城裕子教育長の抱負と決意をここでお聞きしておきた

いと思います。あなたは答弁少ないですね、今回。どんどん答弁してくださいよ。みんなそれ聞きたがっ

ているんですよ、市民も。大城裕子教育長はどんなふうに考え、どんなふうにしゃべってくれるのかなと

いうふうにみんな期待しているんですからね、期待を裏切らないように、私が質問者の最後になりました

から、どうぞ思う存分しゃべってもらいたいと思います。大城裕子教育長は、地元紙のインタビューでで

すね、就任の抱負を語っておりますけれども、今後は家庭、地域と連携を強めていくことが重要、コロナ

禍で教育も大きな転換期を迎えているではないか。逆に転換が遅れていた部分を一気に進めるチャンスと

いうふうに述べておりますけど、この転換が遅れている部分とは一体どのようなことを指すのか、まずお

聞きしたいと思います。 

  働き方改革の中、現場の先生方をどう支援していくかが課題だとも述べておられます。私、この中で少

し１つだけ残念だったことはですね、子供たちのことにほとんど触れていないんですよ。ただ、唯一コロ
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ナ禍で子供たちもストレスを抱え、不安だと思うが、安定した学習環境の提供に委員会として取り組んで

いきたいしか述べていません。先ほど私が上げました今学校現場、それから社会問題化しているこの虐待、

いじめ、不登校、学校内外での暴力行為、貧困問題、いろんな問題が山積しております。働き方改革の学

校の先生方の処遇を言う前に、子供たちのこういった問題にどういうふうに教育長として取り組んでいく

のか、まずそのことをしっかりとお聞きしたかったんです。今虐待問題、子供の自殺率も含めて、社会問

題化しておりますけども、宮古島市には児童相談所宮古分室というのがありますけれどもね、職員が２人

いらっしゃるそうです。ただ、その中にはですね、児童福祉司はいるんですけど、児童心理司というのが

いません。なぜこれが問題かといいますとですね、児童相談室というのは、この虐待問題とか、いろんな

貧困問題とか、いろんな問題がですね、根本的にこの問題に取り組んでいく姿勢が構築しているのかなと

私は不思議に思っているんですよ。つまり今いろんな貧困対策あります。子ども食堂もそうですし、児童

館もそうなんでしょう。子供の居場所づくりとか、そういったこともあります。だけれども、これはね、

教育長、全て対症療法なんですよ。問題が起こっているから、貧困だから、就学支援をしなきゃならない、

あれもしなきゃならない、全部対症療法なんです。もう少しですね、我々社会が考えることは、この貧困

の根を絶つ、あるいは虐待の根を絶つ、そういったところまで踏み込んでいかないとですね、私は毎年毎

年同じ問題が繰り返されていくんじゃないかと思っております。ですから、次に上げるんですけども、本

気になって、こういった問題に取り組むためにはどうしたらいいのかと考えるときにですね、やっぱりフ

レームワークを一つにして、ワンストップ型のこれは民間でいいんです。そういった組織といいますか、

機関といいますか、そういったものをつくったほうがいいと。やっぱり学校現場、それから児童相談所、

こういったところでは限界があると私はずっと前から感じているもんですからね、何とかそういったこと

できないのか。そして、24時間体制にしておく。そこに電話をすればこの相談員の携帯に真夜中であろう

が、何であろうが、相談の電話がつながるというようなシステムをつくっていただきたいなと思っており

ます。 

  飛ばしましたけど、これ前に戻りますね。沖縄振興特別推進費、一括交付金1,726万4,000円が計上され

ているが、その内訳はと。一括交付金、いろんな使われ方をしておりますけれども、皆さんご存じのよう

に令和３年度は一括交付金、沖縄県全体として33億円減らされて、初めて1,000億円を割ります。981億円

になりました。どんどん、どんどんソフト関連の一括交付金が減らされていきます。それと逆に、国が直

接各自治体に交付する沖縄振興特定事業推進費というのがあるんです。これがどんどん増えていって85億

円になっている。ところが、この前何かの機会に企画政策部長にお聞きしたら、宮古島市はこの沖縄振興

特定事業推進費に申請を出したことはないと言っている。座喜味一幸市長は、オール沖縄がバックにいる

わけですから、なかなかそういう国との直接のやり取りができにくいかもしれないですけどね、市長。思

い切ってですね、申請してみたらどうですか。この一括交付金が減らされている中で、わらにもすがる思

いでほかの自治体がみんなこれ狙っているんですよ。宮古島市もこれ申請しないという手はない。85億円

もあるんだったら、５億円でももらえれば、本当に宮古島市にとっては大きなプラスになると私は思うん

ですけどね、これは質問にはなっておりませんから、また機会があれば市長のご意見を聞きたいと思って

おります。 

  以上、長々と申し上げましたけれども、あとは再質問があれば質問させていただきますので、よろしく
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お願いします。 

◎市長（座喜味一幸君） 

  眞榮城德彦議員の質問にお答えいたします。 

  まず総じては、所得10％アップ思いつきではないかというような厳しい批判等がありました。まず総じ

て、あと産業振興局の話とも関連しますので、まず所得10％についての基本的な考え方だけは、具体的に

述べさせてもらいたいと思っております。 

  まず、私は公約の中で、農業所得の向上もさることながら、この六次産業をリーディング産業として位

置づけ、加工、技術、販路の開拓を構築し、高速ブロードバンド環境を生かしたＩＣＴ先端農業を推進し

ますと、ちゃんと公約の中では述べております。やはり10％の所得アップ、今の宮古島市の県民所得、市

民所得といいますか、219万円、10％アップについては240万円というような目標を達成しなければならな

い。また、ＧＤＰと言われる額についても、最近の新しい情報でも1,600億円ぐらいかと思いますが、約

1,800億円ぐらいに持ってこなければならないという数字を押さえながら、まず観光についての骨組みだけ

を申し上げておきますが、まず基本的には、航空路の路線拡大というのは大変重要だと思っております。

具体的にはいろいろありますけれども、骨組みだけ申し上げますが、まずそれから観光消費額の拡大とい

うものはしていかなければならない。それから滞在日数というのが常に課題になります。これは、宮古島

におけるお土産品等の開発、開拓、それからテレワーク環境の整備、それから宮古島で言うスポーツアイ

ランド、エコアイランド、それからサンゴを含む環境保全事業等々あるかと思います。それから、沖縄県

の産業ごとの所得を見たときに、観光業界の雇用が非正規が多いこと、所得が低いということが県民の所

得を下げている大きな要因にもなっております。この件に関しては、観光客の年間の平準化、４月に人が

いなかったり、６月にいなかったりじゃなくして、その空白期間に行政として、イベント等を打っていく

というような配慮、その辺が大変重要かというふうに戦略的にやるべきだと思っております。 

  もう一点、大変面白い話の中で、旅行中の買物額の話でありますが、旅中での買物等の消費額というの

は、１万3,200円程度でございますが、帰ってからのこの旅後のですね、帰ってからのお土産の消費額、こ

れが１万8,000円を超えるというようなこと、これはＪＴＢの総研等の調査で、アンケート等で来ておりま

すから、その辺はやっぱりポイントとして攻めるべき課題だというふうに思っておりますから、観光につ

いて骨組みだけ申し上げます。 

  それから、やはり農業の生産、先ほど眞榮城德彦議員も申し上げておりましたが、高収益の戦略作物、

マンゴー、メロン、その他の戦略商品がおかげで上がってきておりますから、その生産拡大、それから土

地利用型の沖縄本島を含めた大市場に向けての野菜等をやっぱり戦略的にやっていくこと、それから何と

いっても、やはり年中の所得としては、防災に強い施設型の栽培というものは大変重要でありまして、そ

の辺については、サトウキビのみならず、複合的な戦略というのを立てていく必要があるんじゃないかと

いうふうに思っております。 

  もう一つ、大変観光とリンクして重要なのは、やはり加工産業のほうであります。今でもモズク、アオ

サ大変安い価格でたたかれていると言われても言い過ぎではないと思いますが、モズク等に関しては、少

なくともその一次処理、二次処理の工場等でもって付加価値を高めていく、現状は北海道に送って、そこ

から東北、関西まで、宮古島産モズクと称して、市場を席巻しているということ、これは宮古島で戦略的
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に取り組んでいかなければならない。かつおぶし、なまり等のやっぱり生産拡大も支援していく必要があ

るし、マンゴー、メロン等のピューレ化、そういうのも大変重要、それから学校の給食、カット野菜、い

ろいろと農業と福祉の連携という時代にも入っておりまして、農福連携というようなこと等も始まってお

ります。そういう農業体験交流等を含めた戦略というものをやっていく必要があるんではないかというふ

うに思っております。 

  そういう意味で、何もない空念仏のようなことをおっしゃいましたが、その辺を整理をしながら、しっ

かりと目標を立ててスケジュールを組み、ネットワークを組みながら、産業振興局のほうでしっかりと対

応していきたいなというふうに思います。ちょっと所得アップの具体的な科学的エビデンスの話は企画政

策部長からお願いします。 

  それと質問のありました産業振興局の話ですが、今申し上げましたように、やはり組織としては、六次

産業の推進に関すること及び六次産業の推進に関する各部間の連絡調整に関することというふうになって

おりますけれども、やはりその生産から加工、販売、それからＩＴ等を含めた横断的な形というのを先ほ

ど述べた骨組みをベースにしながら、ちょっと展開していくためにしていきたいと思いますから、六次産

業については、繰り返しますが、第一次産業の付加価値を高めることが重要であって、加工から販売、開

拓と多岐にわたる分野との連携が必要不可欠であります。現在は、おのおのの部署で取り組んでおります

が、それぞれの課題に対して横断的に取り組み、より具体的な施策の展開を進めてまいりたいというふう

に思っております。 

  もう一点質問がありました。令和２年度予算に比べて、令和３年度は緊縮財政と感じているということ

なんですが、令和２年度予算におきましては、総合庁舎整備事業、伊良部屋外運動場整備事業、城辺地区

統合中学校整備事業等の大型事業の予算が組まれたため、大規模な予算となっていました。令和元年度か

ら令和２年度で約39億円の大幅増額となったこともあり、反動で約65億円と急激な減額となっているよう

に感じますが、令和元年度予算404億3,500万円と比較した場合、25億4,100万円の減額、率にして6.3％の

減となっております。大型事業が一通り終わったため、予算規模の拡大も一息ついているところと考えて

おります。また、令和３年度の予算のように、規模感が続くかということにつきましては、社会情勢、市

の財政状況を総合的に判断し、ソフト事業の充実を含め、市民のサービスの維持向上に向けた予算編成を

していきたいと思います。 

◎議長（山里雅彦君） 

  市長、喫煙ルームの要望はよろしいですか。 

◎教育長（大城裕子君） 

  私もですね、初めての議会で思いの丈をここで語りたいと思っておりました。ただですね、質問に対し

て、２人の部長と一緒にですね、役割分担をいたしまして、私の答弁のボリュームが少し少なかったのは

事実です。今後はしっかりと答弁をしてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  それから、眞榮城德彦議員のご質問、大きく２つ私がお答えして、１つは教育部長にお願いしたいと思

います。問題山積の中での就任、その抱負と決意をというご質問にお答えいたします。眞榮城德彦議員の

おっしゃるとおり、様々な課題を抱えての就任です。従来の課題に加えて、イレギュラーな問題等も発生

しております。深刻な問題にどれだけ心を砕くことができるのか、緊急な対応を迫られたとき、どれだけ
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スピーディーに的確な判断を下せるのか、教育長として求められる姿に少しでも近づきたいと思う日々で

す。ひたむきに日々任務に励む教育行政職員と共に、また教育委員の皆さんと共に、関係機関と連携を図

りながら、問題解決、課題解決に向けて、一つ一つ丁寧に取り組んでいきたいと決意しております。現在

児童虐待や不登校が大きな社会問題になっておりますが、宮古島市においても、いじめや不登校は増加傾

向にあり、児童虐待や貧困問題も喫緊の課題であると認識しております。コロナ禍の影響により、子供た

ちの日常生活や学校生活も激変し、子供たちを取り巻く問題もさらに複雑化した状況にあると受け止めて

います。しかし、このような転換期を迎えた今だからこそ、教育の在り方を見詰め直す機会でもあると捉

えています。これまで子供たちに対する教育は、学校に頼る比重が大きく、学校現場の負担は増すばかり

でした。現在もそうです。今後は、学校と家庭、地域社会が連携、協働し、専門職の方々も巻き込み、地

域の子供たちの教育に関わっていくことで、子供たちの問題や課題の解決にもつながっていくものと考え

ています。学校、家庭、地域、社会、そして行政がそれこそ４輪駆動で教育に取り組む社会の構築を目指

し、全ての子供が社会とつながり、守られ、一人一人に必要な学びを確保できるよう、精いっぱい努力し

てまいります。 

  先ほど眞榮城德彦議員は転換が遅れている理由はとお尋ねでしたが、やはり学校、家庭、地域、社会、

行政と十分な連携が図られていなかったのではないかと思います。もちろんそれは十分に努力してこられ

たかとは思いますが、これをさらに強化し、連携しながら、子供たちの教育環境を整えてまいりたいと思

っております。 

  それからもう一つのご質問は、子供たちの諸問題に即対応するために、フレームワークを一本化して、

ワンストップ型の民間機関が必要と感じていますが、教育長の見解はというご質問です。お答えいたしま

す。教育委員会においては、学校や児童生徒に関わる諸問題が発生した場合、主にスクールソーシャルワ

ーカーによる学校からの聞き取りや家庭訪問、当該児童生徒、保護者との面談等から状況を把握し、学校

教育課内の担当指導主事、スクールソーシャルワーカー、教育相談員、臨床心理士などで対応について協

議し、学校と連携して支援を行っております。支援を行う上で、学校以外の機関とも連携が必要だと思わ

れる事案に関しましては、適宜個別ケース会議や要保護児童対策地域協議会を開催し、教育、福祉、医療、

警察、民間事業所等の各関係機関と情報を共有し、対応方針について協議して支援を行っております。児

童虐待など特に緊急を要する事案につきましては、中央児童相談所宮古分室や児童家庭課、警察と連携し

て、迅速な対応を行っております。学校や児童生徒の諸問題への支援の在り方については、行っている支

援内容が効果的なのか、随時確認し、改善を図りながら、児童生徒の問題の解決に向けて取り組んでいる

ところです。現在宮古島市要保護児童対策地域協議会を毎年開催しております。ちなみに令和２年度は15回

開催されております。この宮古島市要保護児童対策地域協議会にはですね、25の団体が参加しております。

１、児童相談所宮古分室、２、那覇地方法務局宮古島支局、３、宮古島市警察署生活安全課、４、県立宮

古病院、５、宮古福祉事務所配偶者暴力相談支援センター、６、宮古保健所、７、宮古教育事務所、８、

教育委員会学校教育課、９、生活環境部健康増進課、10、生活環境部国民健康保険課、11、福祉部福祉政

策課、12、福祉部生活福祉課、13、福祉部障がい福祉課、14、宮古地区医師会、15、社会福祉協議会、16、

児童家庭支援センターはりみず、17、宮古島市民生委員児童委員協議会、18、沖縄県保健師会宮古支部、

19、宮古島市母子保健推進員連絡協議会、20、宮古地区公立幼稚園・こども園会、21、宮古地区小学校長
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会、22、宮古地区中学校長会、23、法テラス宮古島法律事務所、24、宮古保護区保護司会、25、宮古島市

福祉事務所となっております。民間機関にもこのように参加をしていただきながら、子供たちのために力

を尽くしているところではございますが、確かに眞榮城德彦議員のおっしゃるとおり、対症療法にすぎな

いかもしれません。今後はですね、様々な問題の根本的な原因になっているのが何なのかということを探

りながら、体質改善に向けた取組を行ってまいりたいと思います。 

◎企画政策部長（友利 克君） 

  時間までお付き合いください。少し市長には大変耳の痛い話になるかもしれません。所得の件ですけど

も、農産物だけというふうな考え方、あるいはまた農業で10％上げるという考え方、これはいろいろ整理

しなければなりません。農産物だけですと、農林水産部長の答弁にもありましたように160億円、170億円

ぐらいはあるだろうと。ただ、これを生産額という所得計算で算定の数値として用いる場合は、80億円ぐ

らいになりますよと。単純に1,600億円ですから、それを10％ということは160億円上昇させなきゃならな

いわけですね。そうすると、先ほどの80億円を２倍にしなきゃいけないわけです、農産物だけですとね。

これ単純に言いますと、サトウキビの値段を２倍にしろ、葉たばこの値段を２倍にしろという話ですから、

現実的には不可能ですよね。今度じゃ農業を関連でというふうになってきますと、ここが農業のですね、

ある意味強みかと思うんですけども、やはり建設業、要するに土地改良でありますとか、また今地下ダム

の工事が行われていますね。そういった建設業を含んでですね、含めてといいますかね、流れるお金も含

めて考えますと、200億円を超えていくわけですね。ですから、農業の生産物だけという側面だけで農業と

いうものを捉えると、確かに厳しいかもしれませんけども、それが波及をしていく、関連をしていくとい

うことになっていきますと、やはり宮古島の所得を大きく向上させる一つの要因にもなるわけですね。今

農業の話をしました。11分野あるんです、項目あるんですね。このうち農業一番低い、11番目なんです。

次はじゃやはり観光だろうということになるかと思いますけども、観光はまたいろんな分野があるわけで

すね。その代表的なイメージとして、やはり宿泊ホテル、こういったところは大きいだろうというふうに

思われがちだと思うんですけども、これ実は10番目なんですよ。農業の１つ上、これもやはり宿泊、飲食

ですね、だけを見ると、それほどでもないんです。ただ、これをやはりホテルを造るという建設業にまた

波及していくわけですね。つまりは、建設業というのが一番トップなんですけど、建設業は他の分野、要

するに建設要因、建設需要というものがあって、初めて建設業の数字が伸びていくわけですね。これが平

成29年度あるいは平成30年度、平成31年、要するに令和元年ですね。この辺は非常にバランスよく好調に

推移してきたと。ですから、宮古島の所得は上がってきたわけですね。だけども、これはコロナでこれは

令和２年は確実に落ち込みます。令和３年はどうか。これもなかなか分からないところなんですけど、や

はりこの宮古島だけじゃないですよね。所得を向上させるという意味では、先ほどのやはり農業も欠かせ

ない、そして観光の成長も欠かせない、これは両輪なんですね。ここは農業だけとか、あるいは農産物だ

けとか、観光だけとかじゃなくて、やはり全ての産業がチェーン化しているということをですね、ぜひぜ

ひ念頭に置きながら、この所得の向上というものは語っていただきたいといいますかね、研究していただ

きたいというふうに思っております。市長にはなかなか耳の痛い話かもしれませんけども、10％向上する

というのは、並大抵のことではないというふうに思っております。 

◎眞榮城德彦君 
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  ありがとうございました。一般質問を終わります。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで眞榮城德彦君の質問は終了しました。 

  これをもちまして一般質問を終わります。 

  本市を今月３月31日付で25名の方が退職されます。本議場にもそのうち２名の方が出席をしております

ので、ここでそれぞれにご挨拶をお願いしたいと思います。 

◎農林水産部長（松原清光君） 

  皆さん、いろいろありがとうございました。まず、議会の中で退職の挨拶を行えるということについて

は、光栄であり、感謝を申し上げます。議長、どうもありがとうございます。 

  私は、昭和63年、昭和の最後の年に旧平良市に採用になりました。その間昭和、平成、令和と時代の変

化にあった時期もありますが、宮古島市においても、平成17年度に旧５市町村が合併し、宮古島市が誕生

しております。その中で、私は事業部門での業務に従事してまいりました。採用当時が建設部、それから

土地改良事業関係で長く従事しております。その中で、私の先輩方の信念が今の農業発展の原点につなが

ったと考えております。それは、当時高齢化が進み、農業離農者が見られる中、農業の発展、振興を支え

るのは土地改良事業を推進し、機械化農業への取組が必要だと話をしていたのが脳裏に残っております。

先輩方の信念を引き継ぎ、土地改良事業を推進したおかげで、宮古島市はほかの市町村にも負けない農業

先進地になっていると自負しております。現在伊良部島までの農業用水の整備を進めており、土地改良事

業及び畑地かんがい整備事業の整備率も約60％に達しております。そのおかげで、基幹作物であるサトウ

キビ作をはじめ、野菜、果樹も順調に生産されており、沖縄県が指定する拠点産地認定品目にも、野菜、

果樹でゴーヤ、トウガン、マンゴーなど７品目、肉用牛２品目の合計９品目まで達しております。今後の

課題といたしまして、高齢化に伴う担い手農家及び新規就農者の育成や産地指定についても、メロン、枝

豆など有望作物もありますので、これらについてはもうかる農業の推進を掲げて、後輩に託したいと考え

ております。これからは、一市民となりますが、これまで行政で培った経験を地域で発揮できればと考え

ており、微力でありますけども、地域の発展につなげていけたらばなと考えております。新型コロナが蔓

延している昨今、市民が安心して、安全な生活を営むために、議会と行政が一体となって、その難関を乗

り越え、早期の市民生活の安定に取り組んでもらいたいと考えております。 

  最後になりましたが、山里雅彦議長をはじめとする各議員の皆様及び座喜味一幸市長をはじめ、市職員

のご健勝を祈念するとともに、市民が安心、安全でゆとりのある生活を営むためのさらなる市勢発展を祈

念いたしまして、私の退職の挨拶に代えさせていただきます。長い間どうもありがとうございました。 

◎消防長（来間 克君） 

  今日はありがとうございます。定年退職ということで、市民の貴重な時間本当にありがとうございます。

そして、毎年のことに各部長の皆さんは各事業部があって、福祉またいろんなことがあって、直接具体的

な話をするんですけど、消防に関しては、そこはちょっと薄い部分がありますけれども、一生懸命またこ

れまで消防で頑張ってきたことをちょっと話をして、挨拶に代えさせていただきたいと思っております。 

  私は、昭和59年４月１日の採用ですから、もう37年になります。昭和59年４月１日と申しますと、それ

以前までは平良市の単独消防でした。その中で、旧城辺町、上野村、下地町ですね、宮古島の圏域ですけ
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ども、その中においては平良市以外は非常備だったということで、いろいろ県下で各久米島町とかいろん

なところで常備化に向けて動きがあった時期だったと思います。その中で、城辺町の職員の方、平良市の

もちろん常備で頑張っている方、また上野村の消防の担当、下地町の消防担当、本当に組合消防設立に向

けていろいろ昼夜問わず頑張ってきたというまた経験などの話を伺ってきました。その中でも、特に城辺

町の方針ですね、その中では研修に行く前はほとんどと言っていいほど城辺の先輩から消防のイロハを学

びながら、研修も受けた次第であります。非常に城辺には友利光德議員、愛着があります。そういう中で、

なぜじゃ上野地区に出張所があるのかということは、議会などでもいろいろありました。それについては、

さっき話したとおり、広域消防を立ち上げる中において、どういった署所の配置をするべきかということ

で、そこは私も苦労話で伺っておりましたので、現在は適正に宮古島市消防本部を運営している、スムー

ズにいっているものだと思っております。しかしながら、遠隔地の北部もあります。池間島もありますけ

ども、城辺地区のですね、福嶺、城辺、西城などについては非常に私も懸念というか、課題として、次の

消防長、次のまた新しい座喜味一幸市長にですね、課題として取り組んでいただきたい。少なからずも今

の体制をやれば、非常に今以上な整備ができるんではないかと。そして、核家族化が進んで、一人暮らし

が増えている中において、消防というのは場合によっては最後のとりでであるということは、私の経験上

から、また現場で出動する中においての話などからよく聞かされているということでありますので、非常

に消防力の中においての人員の確保というのは、非常に重要であると考えておりますので、引き続き市当

局にはお願いしたいと思っております。 

  それで、人員については、本当に合併時の適正計画の中で、人員についての削減というのがありました。

そこはやむを得ないだろうと、予算規模、そして人口などに比較すると、それはそうでしょうということ

は、うまく言えば合理化ですねということは、そこは私どもは割り切りながら、消防長就任以来考えてま

いりました。現状の位置で、職員は少ない、少ない、増やすというんだけど、現状の業務の中身として、

じゃどういったことでどういった部分を集約して、効率化を図ればこの分は現場で市民に直接サービスが

できますよという具体的な組織内の話がございませんでした。そして、いろいろ私なりに関係法令、制度

仕組みなど勉強したところ、広域消防以来当たり前のように空港消防に消防吏員を派遣しておりました。

多いときは６名、７名でした。何で消防吏員ですかと直接県の消防課に言いました。答えが返ってこない

ですね。これ条例がありますよと、簡単です、条例。ですけど、これ条例に基づいての教育というのは消

防吏員は、消防学校では高度専門学校では受けていないんです。というのは航空機火災というのは特殊な

んです、通常の消防の災害とは違ってですね。そこら辺を歴代消防長をちょっとあれするわけじゃないん

ですけども、もっと勉強して、もっと関係法令を見てやれば、もっと早くですね、県の委託を受けないで

も、市民に直接する配置はね、もっと早くできたのではないかなと思っております。そういうことですね。 

  もう一点は、平成28年に消防指令センター通信、いわゆる119番やれば来ますよという話なんですけど、

その部分においては、各消防本部で同じような業務を担っている。それで、平成23年、平成22年あたりで

すかね、全国的に消防を広域化しましょうという動きがありました。もちろん宮古島市も参加して、その

ときは広域消防課として、通信指令課もやりましょうと、２本柱でした。そういう中で、宮古島市は島嶼

圏の離島ということがあって、合併では到底効果というのは本島の運用するような形では到底望めないと

いうことで、これは賢明な判断だったと思います。英断だと思います。しかしながら、消防の通信指令に
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ついては、やはりそういうＩＴ産業、いろんなことが進んだ中においては、可能であろうということで、

組織内でも粘り強く勉強して、協議会に参加しました。その中で、当初は41でありますと言ったんですけ

ど、いろいろありまして、今の26団体に収めましたけど、そういう中で、途中頓挫するようなときもあり

ましたけど、そういう中で私どもは、宮古島市消防本部、本当に適正化に向き合って、消防力を維持しな

ければいけない、そして高齢化が進む中で、一歩たりとも消防行政サービスを後退させてはいけないとい

う本当に罹災者、要請者の気持ちに寄り添って頑張るんだという共通認識で、粘り強くしたところ、その

姿勢ですね、それが要は宮古島市がやりましょうということを言いなさいと、現実にできますということ

を提案して、今日先ほども申し上げた平成28年４月にですね、開所ということになって、今宮古島市消防

本部82名いますけども、合併当時よりもいささかも現場要員が減ってはいない。むしろそういう広く物を

考えたおかげで、人材の育成、強化が図られていると自負しております。 

  私はもう３月31日で終わりますけども、福祉のというのはちょっとオーバーですけども、そういう弱い

立場、核家族化が進んでいる弱い立場の年寄りが最終的には消防に相談をする時代の背景の中では、本当

に消防業務というのは、もっともっと密接に市民に寄り添って、災害者ニーズのために頑張るものと思っ

ていますので、皆さんひとつ末永くまた消防行政をお願いしたいと思っております。 

  話は長くなりましたけども、本当に８年間お世話になりました。皆さんの振り返ると、協力ですね、本

当に一般質問はちょっと答弁少なかったんですけども、ひしひしと感じながら８年間全うすることができ

ました。本当に今日ここには職員はいないんですけども、改めて職員に感謝したい。そして、広域消防の

ときに設立に向けて頑張った先輩方たちにも改めて私がこの場で、また制服をつけて立っているのも、そ

の当時の設立に向けて頑張った先人たちのおかげだと私は思っておりますので、改めてその当時の職員の

皆さんに感謝を申し上げたいと思っております。新年度もまた宮古島市がコロナ禍に打ちかって、本当に

雇用が早めに回復し、観光産業が早めに回復して、また元どおりの日常が戻れる日を祈念申し上げながら、

私の定年に対しての挨拶に代えさせていただきます。本当に長い間お世話になりました。ありがとうござ

いました。 

◎議長（山里雅彦君） 

  お二人を含め、今回退職される25名の皆様、長い間ありがとうございました。そしてお疲れ様でした。

今後とも市勢発展のため、さらなるご支援、ご協力をお願いいたします。 

  本日の日程はこれで全部終了しました。 

  よって、本日の会議はこれにて散会します。 

                                     （散会＝午後３時48分） 
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令和３年第２回宮古島市議会定例会（３月）議事日程第１０号 

 

令和３年３月２５日（木）午前１０時開議  

 

日程第 １    議案第 ２３ 号 宮古島市職員等の旅費に関する条例の一部改正について（委員長報告） 

 〃 第 ２     〃 第 ２４ 号 宮古島市総合型防災情報システム設置条例の制定について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第 ３     〃 第 ２５ 号 宮古島市子ども・子育て会議設置条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第 ４     〃 第 ２６ 号 宮古島市国民健康保険税条例の一部改正について   （  〃  ） 

 〃 第 ５     〃 第 ２７ 号 宮古島市勤労者体育センター条例の廃止について   （  〃  ） 

 〃 第 ６     〃 第 ２８ 号 宮古島市スポーツ観光交流拠点施設設置及び管理に関する条例の一部改 

                正について                    （  〃  ） 

 〃 第 ７     〃 第 ２９ 号 宮古島市伊良部屋外運動施設の設置及び管理に関する条例の制定につい 

                て                        （  〃  ） 

 〃 第 ８     〃 第 ３０ 号 宮古島市都市公園条例の一部改正について      （  〃  ） 

 〃 第 ９     〃 第 ３１ 号 宮古都市計画事業土地区画整理事業施行条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１０    〃 第 ３２ 号 宮古島市景観条例の一部改正について        （  〃  ） 

 〃 第１１    〃 第 ３３ 号 宮古島市港湾施設管理条例の一部改正について    （  〃  ） 

 〃 第１２    〃 第 ３４ 号 宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１３    〃 第 ３５ 号 宮古島市公民館設置及び管理に関する条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１４    〃 第 ３６ 号 宮古島市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１５    〃 第 ３７ 号 宮古島市火災予防条例の一部改正について      （  〃  ） 

 〃 第１６    〃 第 ４２ 号 宮古島市長の給料の特例に関する条例の制定について （  〃  ） 

 〃 第１７    〃 第 ４３ 号 宮古島市介護保険条例の一部改正について      （  〃  ） 

 〃 第１８    〃 第 ４５ 号 宮古島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する 

                基準を定める条例の一部改正について        （  〃  ） 

 〃 第１９    〃 第 ４６ 号 宮古島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 

                並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的 

                な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第２０    〃 第 ４７ 号 宮古島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 
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                支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め 

                る条例の一部改正について             （委員長報告） 

日程第２１   議案第 ４８ 号 宮古島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め 

                る条例の一部改正について             （  〃  ） 

 〃 第２２    〃 第 １２ 号 令和３年度宮古島市一般会計予算          （  〃  ） 

 〃 第２３    〃 第 １３ 号 令和３年度宮古島市国民健康保険事業特別会計予算  （  〃  ） 

 〃 第２４    〃 第 １４ 号 令和３年度宮古島市港湾事業特別会計予算      （  〃  ） 

 〃 第２５    〃 第 １５ 号 令和３年度宮古島市介護保険特別会計予算      （  〃  ） 

 〃 第２６    〃 第 １６ 号 令和３年度宮古島市後期高齢者医療特別会計予算   （  〃  ） 

 〃 第２７    〃 第 １７ 号 令和３年度宮古島市再生可能エネルギー運営事業特別会計予算 

                                         （  〃  ） 

 〃 第２８    〃 第 １８ 号 令和３年度宮古島市土地区画整理事業特別会計予算  （  〃  ） 

 〃 第２９    〃 第 １９ 号 令和３年度宮古島市水道事業会計予算        （  〃  ） 

 〃 第３０    〃 第 ２０ 号 令和３年度宮古島市公共下水道事業会計予算     （  〃  ） 

 〃 第３１    〃 第 ２１ 号 令和３年度宮古島市農業集落排水事業会計予算    （  〃  ） 

 〃 第３２    〃 第 ２２ 号 令和３年度宮古島市漁業集落排水事業会計予算    （  〃  ） 

 〃 第３３    〃 第１５３号 宮古島海宝館指定管理者の指定について       （  〃  ） 

 〃 第３４    〃 第 ３８ 号 財産の無償譲渡について              （  〃  ） 

 〃 第３５    〃 第 ３９ 号 市道路線の認定について              （  〃  ） 

 〃 第３６    〃 第 ４０ 号 市営土地改良事業（農業用用排水施設）上地中部地区の施行について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第３７    〃 第 ４１ 号 市営土地改良事業（農業用用排水施設）上原北地区の施行について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第３８  請願書第 １ 号 運転代行支援についての請願書           （  〃  ） 

 〃 第３９  陳情書第 １ 号 腰原１２号線整備要請書              （  〃  ） 

 〃 第４０   〃 第 ３ 号 新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助 

                ・救急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情書 （  〃  ） 

 〃 第４１   〃 第 ４ 号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情 

                書                        （  〃  ） 

 〃 第４２   〃 第 ５ 号 国民健康保険税（料）の特例減免等の継続を求める陳情（  〃  ） 

 〃 第４３   〃 第 ２ 号 後期高齢者医療制度窓口負担２割化の中止を求める意見書提出に関する 

                陳情書                      （  〃  ） 

 〃 第４４   諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて  （市長提出） 

 〃 第４５  同意案第 ２ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について      （  〃  ） 

 〃 第４６   〃 第 ３ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について      （  〃  ） 

 〃 第４７   〃 第 ４ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について      （  〃  ） 
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日程第４８  同意案第 ５ 号 副市長の選任について                （市長提出） 

 〃 第４９ 意見書案第 ２ 号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見 

                書                    （文教社会委員会提出） 

 〃 第５０   〃  第 ３ 号 新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税（料）の特例減免等 

                の継続を求める意見書           （    〃    ） 

 〃 第５１   発議第 １ 号 宮古島市議会会議規則の一部改正について  （議会運営委員会提出） 

 

◎会議に付した事件 

日程第 １    議案第 ２３ 号 宮古島市職員等の旅費に関する条例の一部改正について（委員長報告） 

 〃 第 ２     〃 第 ２４ 号 宮古島市総合型防災情報システム設置条例の制定について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第 ３     〃 第 ２５ 号 宮古島市子ども・子育て会議設置条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第 ４     〃 第 ２６ 号 宮古島市国民健康保険税条例の一部改正について   （  〃  ） 

 〃 第 ５     〃 第 ２７ 号 宮古島市勤労者体育センター条例の廃止について   （  〃  ） 

 〃 第 ６     〃 第 ２８ 号 宮古島市スポーツ観光交流拠点施設設置及び管理に関する条例の一部改 

                正について                    （  〃  ） 

 〃 第 ７     〃 第 ２９ 号 宮古島市伊良部屋外運動施設の設置及び管理に関する条例の制定につい 

                て                        （  〃  ） 

 〃 第 ８     〃 第 ３０ 号 宮古島市都市公園条例の一部改正について      （  〃  ） 

 〃 第 ９     〃 第 ３１ 号 宮古都市計画事業土地区画整理事業施行条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１０    〃 第 ３２ 号 宮古島市景観条例の一部改正について        （  〃  ） 

 〃 第１１    〃 第 ３３ 号 宮古島市港湾施設管理条例の一部改正について    （  〃  ） 

 〃 第１２    〃 第 ３４ 号 宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１３    〃 第 ３５ 号 宮古島市公民館設置及び管理に関する条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１４    〃 第 ３６ 号 宮古島市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第１５    〃 第 ３７ 号 宮古島市火災予防条例の一部改正について      （  〃  ） 

 〃 第１６    〃 第 ４２ 号 宮古島市長の給料の特例に関する条例の制定について （  〃  ） 

 〃 第１７    〃 第 ４３ 号 宮古島市介護保険条例の一部改正について      （  〃  ） 

 〃 第１８    〃 第 ４５ 号 宮古島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する 

                基準を定める条例の一部改正について        （  〃  ） 

 〃 第１９    〃 第 ４６ 号 宮古島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 
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                並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的 

                な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

                                         （委員長報告） 

日程第２０   議案第 ４７ 号 宮古島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防 

                支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め 

                る条例の一部改正について             （  〃  ） 

 〃 第２１    〃 第 ４８ 号 宮古島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め 

                る条例の一部改正について             （  〃  ） 

 〃 第２２    〃 第 １２ 号 令和３年度宮古島市一般会計予算          （  〃  ） 

 〃 第２３    〃 第 １３ 号 令和３年度宮古島市国民健康保険事業特別会計予算  （  〃  ） 

 〃 第２４    〃 第 １４ 号 令和３年度宮古島市港湾事業特別会計予算      （  〃  ） 

 〃 第２５    〃 第 １５ 号 令和３年度宮古島市介護保険特別会計予算      （  〃  ） 

 〃 第２６    〃 第 １６ 号 令和３年度宮古島市後期高齢者医療特別会計予算   （  〃  ） 

 〃 第２７    〃 第 １７ 号 令和３年度宮古島市再生可能エネルギー運営事業特別会計予算 

                                         （  〃  ） 

 〃 第２８    〃 第 １８ 号 令和３年度宮古島市土地区画整理事業特別会計予算  （  〃  ） 

 〃 第２９    〃 第 １９ 号 令和３年度宮古島市水道事業会計予算        （  〃  ） 

 〃 第３０    〃 第 ２０ 号 令和３年度宮古島市公共下水道事業会計予算     （  〃  ） 

 〃 第３１    〃 第 ２１ 号 令和３年度宮古島市農業集落排水事業会計予算    （  〃  ） 

 〃 第３２    〃 第 ２２ 号 令和３年度宮古島市漁業集落排水事業会計予算    （  〃  ） 

 〃 第３３    〃 第１５３号 宮古島海宝館指定管理者の指定について       （  〃  ） 

 〃 第３４    〃 第 ３８ 号 財産の無償譲渡について              （  〃  ） 

 〃 第３５    〃 第 ３９ 号 市道路線の認定について              （  〃  ） 

 〃 第３６    〃 第 ４０ 号 市営土地改良事業（農業用用排水施設）上地中部地区の施行について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第３７    〃 第 ４１ 号 市営土地改良事業（農業用用排水施設）上原北地区の施行について 

                                         （  〃  ） 

 〃 第３８  請願書第 １ 号 運転代行支援についての請願書           （  〃  ） 

 〃 第３９  陳情書第 １ 号 腰原１２号線整備要請書              （  〃  ） 

 〃 第４０   〃 第 ３ 号 新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助 

                ・救急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情書 （  〃  ） 

 〃 第４１   〃 第 ４ 号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情 

                書                        （  〃  ） 

 〃 第４２   〃 第 ５ 号 国民健康保険税（料）の特例減免等の継続を求める陳情（  〃  ） 

 〃 第４３   〃 第 ２ 号 後期高齢者医療制度窓口負担２割化の中止を求める意見書提出に関する 

                陳情書                      （  〃  ） 
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日程第４４   諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて  （市長提出） 

 〃 第４５  同意案第 ２ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について      （  〃  ） 

 〃 第４６   〃 第 ３ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について      （  〃  ） 

 〃 第４７   〃 第 ４ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について      （  〃  ） 

 〃 第４８   〃 第 ５ 号 副市長の選任について                （  〃  ） 

 〃 第４９ 意見書案第 ２ 号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見 

                書                    （文教社会委員会提出） 

 〃 第５０   〃  第 ３ 号 新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税（料）の特例減免等 

                の継続を求める意見書           （    〃    ） 

 〃 第５１   発議第 １ 号 宮古島市議会会議規則の一部改正について  （議会運営委員会提出） 

追加日程第１ 意見書案第 ４ 号 新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助 

                ・救急搬送に対応する救難ヘリ配備要望に関する意見書 

                                     （総務財政委員会提出） 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   総務財政委員会 

                                   委員長 上 地 廣 敏 

 

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ 

り報告します。 

 

記 

 

議案番号 件                  名 結  果

議案 

第1 5 3号 
宮古島海宝館指定管理者の指定について 原案可決

議案 

第１７号 
令和３年度宮古島市再生可能エネルギー運営事業特別会計予算 〃 

議案 

第２３号 
宮古島市職員等の旅費に関する条例の一部改正について 〃 

議案 

第２４号 
宮古島市総合型防災情報システム設置条例の制定について 〃 

議案 

第２７号 
宮古島市勤労者体育センター条例の廃止について 〃 

議案 

第２８号 

宮古島市スポーツ観光交流拠点施設設置及び管理に関する条例の一部改正につい

て 
〃 

議案 

第３７号 
宮古島市火災予防条例の一部改正について 〃 

議案 

第３８号 
財産の無償譲渡について 〃 

議案 

第４２号 
宮古島市長の給料の特例に関する条例の制定について 否  決

 

※議案第１５３号、令和２年第７回宮古島市議会定例会（１２月）からの継続審査事件 
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◎議案第４２号 

 議案第４２号については、「感染拡大の時期は市長就任前の出来事で、全国的にもこのような事例は存在

しないこと、また就任前の出来事を遡って責任を取ることには法的根拠もない」、「経済的な影響を受け困

窮する市民の声を耳にし、自らを律すべきということを市民に示すことが大事、給料を減額するのはパフォ

ーマンス的」との反対意見と、「コロナ禍で市長自身の思いで給料減額案を提案、市長自ら判断し市民に理

解してもらいたいという思い、模範を見せるそれが市政を引っ張っていくリーダーだと思う」、「市民に寄

り添った政治をしたいとの思い、コロナの緊急対応を市独自で打ち出していて両方ともやろうという姿勢が

見られる」との賛成意見があった。採決の結果、賛成少数で否決された。 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   総務財政委員会 

                                   委員長 上 地 廣 敏 

 

請 願 ・ 陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された請願・陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２条の

規定により報告します。 

 

記 

 

議案番号 件             名 結  果 措  置

請願書 

第 １ 号 
運転代行支援についての請願書 

採択すべき

もの 

 

陳情書 

第 ３ 号 

新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救

助・救急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情書 
〃 

 

 

◎採択の理由 

 請願書第１号については、請願書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 

 

 陳情書第３号については、「緊急の治療と高度な医療は、沖縄県と県立宮古病院、自衛隊とは輸送体制は

きちんと連携ができている、飛行に耐えられる方しかヘリには乗れない、緊急な対応が必要な方は基本的に

は宮古病院で対応する」との反対意見と「沖縄本島までの患者輸送に当たる時間の短縮ができ、救難ヘリの

配備は離島ではぜひ必要不可欠である」、「陸自、空自も含めて緊急搬送は９，０００回を数え感謝状も贈

られている、この陳情書は離島医療に関してしっかり取り組んでくれということなので、離島住民にとって

は非常にありがたい」との賛成意見があった。採決の結果、賛成多数で採択すべきものと決した。 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   文教社会委員会 

                                   委員長 下 地 信 広 

 

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ 

り報告します。 

 

記 

 

議案番号 件                  名 結  果

議案 

第１３号 
令和３年度宮古島市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案 

第１５号 
令和３年度宮古島市介護保険特別会計予算 〃 

議案 

第１６号 
令和３年度宮古島市後期高齢者医療特別会計予算 〃 

議案 

第２５号 
宮古島市子ども・子育て会議設置条例の一部改正について 〃 

議案 

第２６号 
宮古島市国民健康保険税条例の一部改正について 〃 

議案 

第３４号 
宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 〃 

議案 

第３５号 
宮古島市公民館設置及び管理に関する条例の一部改正について 〃 

議案 

第４３号 
宮古島市介護保険条例の一部改正について 〃 

議案 

第４５号 

宮古島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について 
〃 
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議案番号 件                  名 結  果

議案 

第４６号 

宮古島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準を定める条例の一部改正について 

原案可決

議案 

第４７号 

宮古島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

について 

〃 

議案 

第４８号 

宮古島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について 
〃 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   文教社会委員会 

                                   委員長 下 地 信 広 

 

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２条の規定に

より報告します。 

 

記 

 

議案番号 件             名 結  果 措  置

陳情書 

第 ４ 号 

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳

情書 

一部採択す

べきもの 

 

陳情書 

第 ５ 号 
国民健康保険税（料）の特例減免等の継続を求める陳情 

採択すべき

もの 

 

 

◎採択の理由 

 陳情書第５号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 

 

◎一部採択の理由 

 陳情書第４号については、陳情項目として５つある項目のうち、「社会保障に関わる国民負担軽減を図る

こと。」との陳情項目については、「内容が漠然としており不明確である」、「感染症に関する陳情書にお

いて、それに触れていない」、「具体的な中身を示さなくても社会保障に関わる国民負担の軽減は全ての国

民が求めていることであり、コロナ禍で緊急にすべきことは国のほうで考えればよい」、「陳情趣旨に『社

会保障費の抑制策や、公衆衛生施策の縮減』とあり、それを踏まえてのものと考える」という意見があり、

採決の結果、全員異議なく同陳情項目を除く部分は採択となり、一部採択すべきものと決した。 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   文教社会委員会 

                                   委員長 下 地 信 広 

 

閉会中、継続審査の申し出について 

 

 本委員会は、下記の事件について、閉会中もなお審査を要するものと決定したので、会議規則第１１０条 

の規定により申し出ます。 

 

記 

 

１ 件 名 

議案番号 件                       名 

陳情書 

第 ２ 号 
後期高齢者医療制度窓口負担２割化の中止を求める意見書提出に関する陳情書 

 

２ 理 由 

 陳情書第２号については、閉会中も慎重審査を要する。 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   経済工務委員会 

                                   委員長 我如古 三 雄 

 

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ 

り報告します。 

 

記 

 

議案番号 件                  名 結  果

議案 

第１４号 
令和３年度宮古島市港湾事業特別会計予算 原案可決

議案 

第１８号 
令和３年度宮古島市土地区画整理事業特別会計予算 〃 

議案 

第１９号 
令和３年度宮古島市水道事業会計予算 〃 

議案 

第２０号 
令和３年度宮古島市公共下水道事業会計予算 〃 

議案 

第２１号 
令和３年度宮古島市農業集落排水事業会計予算 〃 

議案 

第２２号 
令和３年度宮古島市漁業集落排水事業会計予算 〃 

議案 

第２９号 
宮古島市伊良部屋外運動施設の設置及び管理に関する条例の制定について 〃 

議案 

第３０号 
宮古島市都市公園条例の一部改正について 〃 

議案 

第３１号 
宮古都市計画事業土地区画整理事業施行条例の一部改正について 〃 

議案 

第３２号 
宮古島市景観条例の一部改正について 〃 
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議案番号 件                  名 結  果

議案 

第３３号 
宮古島市港湾施設管理条例の一部改正について 原案可決

議案 

第３６号 
宮古島市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃 

議案 

第３９号 
市道路線の認定について 〃 

議案 

第４０号 
市営土地改良事業（農業用用排水施設）上地中部地区の施行について 〃 

議案 

第４１号 
市営土地改良事業（農業用用排水施設）上原北地区の施行について 〃 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   経済工務委員会 

                                   委員長 我如古 三 雄 

 

陳 情 書 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１４２条の規定に

より報告します。 

 

記 

 

議案番号 件             名 結  果 措  置

陳情書 

第 １ 号 
腰原１２号線整備要請書 

採択すべき

もの 

 

 

◎採択の理由 

 陳情書第１号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 
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令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

                                   予算決算委員会 

                                   委員長 上 地 廣 敏 

 

委 員 会 審 査 結 果 報 告 書 

 

 本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０９条の規定によ 

り報告します。 

 

記 

 

議案番号 件                  名 結  果

議案 

第１２号 
令和３年度宮古島市一般会計予算 原案可決
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議案第１２号 令和３年度宮古島市一般会計予算に対する修正案 

 

 上記の修正案を別紙のとおり、地方自治法第１１５条の３及び会議規則第１７条の規定により提出します。 

 

   令和３年３月２５日 

 

宮古島市議会 

議長 山 里 雅 彦 殿 

 

提出者 議員 眞榮城 德 彦      

 〃   〃  砂 川 辰 夫      

 〃   〃  粟 国 恒 広      

 〃   〃  濱 元 雅 浩      
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議案第１２号 令和３年度宮古島市一般会計予算に対する修正案 

 

 議案第１２号 令和３年度宮古島市一般会計予算を次のとおり修正する。 

 

 第１条中「３７，８９４，０００千円」を「３７，７４１，０００千円」に改める。 

 

 第１表 歳入歳出予算中次のとおり改める。 

 

 （ 歳 入 ）                                （単位：千円） 

款 項 金額 

20．繰入金  2,285,662

2,438,662

２．基金繰入金 
2,285,654

2,438,654

歳 入 合 計 
37,741,000

37,894,000

 

 （ 歳 出 ）                                （単位：千円） 

款 項 金額 

６．農林水産業費  4,130,327

4,283,327

１．農業費 
3,669,615

3,822,615

歳 出 合 計 
37,741,000

37,894,000

 

◎修正の理由 

 この修正は、さとうきび収穫管理支援事業１億5,300万円を減額したいとの案である。 

 歳入歳出総額を378億9,400万円を377億4,100万円に減額する。 

 歳入は、20款繰入金の基金繰入金のうち、合併振興基金繰入金を１億5,300万円減額する。 

 歳出は、６款農林水産業費、１項農業費のうち、３目農業振興費、18節のさとうきび収穫管理支援事業１

億5,300万円を減額したいとの案である。 
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令和３年第２回宮古島市議会定例会（３月）会議録 

 令和３年３月２５日（木） 

                                      （開議＝午後１時30分） 

◎出席議員（２４名）                            （閉会＝午後５時15分） 

議   長（１０番） 

副 議 長（１２〃） 

議   員（１ 〃） 

  〃  （２ 〃） 

  〃  （３ 〃） 

  〃  （４ 〃） 

  〃  （５ 〃） 

  〃  （６ 〃） 

  〃  （７ 〃） 

  〃  （８ 〃） 

  〃  （９ 〃） 

  〃  （１１〃） 

 

山 里 雅 彦 君 

高 吉 幸 光 〃 

下 地   茜 〃 

仲 里 タカ子 〃 

島 尻   誠 〃 

友 利 光 德 〃 

狩 俣 勝 紀 〃 

新 里   匠 〃 

平   百合香 〃 

平 良 和 彦 〃 

上 里   樹 〃 

狩 俣 政 作 〃 

 

議   員（１３番）

  〃  （１４〃）

  〃  （１５〃）

  〃  （１６〃）

  〃  （１７〃）

  〃  （１８〃）

  〃  （１９〃）

  〃  （２０〃）

  〃  （２１〃）

  〃  （２２〃）

  〃  （２３〃）

  〃  （２４〃）

 

前 里 光 健 君

下 地 信 広 〃

砂 川 辰 夫 〃

我如古 三 雄 〃

下 地 勇 德 〃

粟 国 恒 広 〃

上 地 廣 敏 〃

平 良 敏 夫 〃

佐久本 洋 介 〃

棚 原 芳 樹 〃

濱 元 雅 浩 〃

眞榮城 德 彦 〃

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎説 明 員 

市       長  座喜味 一 幸 君  上 下 水 道 部 長  兼 島 方 昭 君

企 画 政 策 部 長  友 利   克 〃  会 計 管 理 者  上 地 成 人 〃

総 務 部 長  宮 国 高 宣 〃  消   防   長  来 間   克 〃

福 祉 部 長  下 地 律 子 〃  
総 務 部 次 長 
兼 総 務 課 長  宮 国 泰 誠 〃

生 活 環 境 部 長  垣 花 和 彦 〃  企 画 調 整 課 長  上 地 俊 暢 〃

観 光 商 工 部 長  楚 南 幸 哉 〃  
総 務 部 次 長 
兼 財 政 課 長  砂 川   朗 〃

振 興 開 発 
プロジェクト局長  下 地 秀 樹 〃  教   育   長  大 城 裕 子 〃

建 設 部 長  大 嶺 弘 明 〃  教 育 部 長  上 地 昭 人 〃

農 林 水 産 部 長  松 原 清 光 〃  生 涯 学 習 部 長  下 地   明 〃

 

◎議会事務局職員出席者 

 
事 務 局 長 

次 長 
 

友 利 毅 彦 君 

与那覇 弘 樹 〃 
 

次 長 補 佐

議 事 係 長 
 

砂 川 晃 徳 君

川 満 里 美 〃
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◎議長（山里雅彦君） 

  これより本日の会議を開きます。 

                                     （開議＝午後１時30分） 

  本日の出席議員は24名で、全員出席であります。 

  本日の日程は、お手元にお配りした議事日程第10号のとおりであります。 

  この際、日程第１、議案第23号から日程第42、陳情書第５号までの計42件を一括議題とし、各所管委員

長から審査結果報告を求めます。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  委員会審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。総務財政委員会委員長、上地廣敏。 

  本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定により

報告します。 

  議案第153号、宮古島海宝館指定管理者の指定について、原案可決。 

  議案第17号、令和３年度宮古島市再生可能エネルギー運営事業特別会計予算、原案可決。 

  議案第23号、宮古島市職員等の旅費に関する条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第24号、宮古島市総合型防災情報システム設置条例の制定について、原案可決。 

  議案第27号、宮古島市勤労者体育センター条例の廃止について、原案可決。 

  議案第28号、宮古島市スポーツ観光交流拠点施設設置及び管理に関する条例の一部改正について、原案

可決。 

  議案第37号、宮古島市火災予防条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第38号、財産の無償譲渡について、原案可決。 

  議案第42号、宮古島市長の給料の特例に関する条例の制定について、否決。 

  議案第153号、令和２年第７回宮古島市議会定例会（12月）からの継続審査事件。 

  議案第42号については、「感染拡大の時期は市長就任前の出来事で、全国的にもこのような事例は存在

しないこと、また就任前の出来事を遡って責任を取ることには法的根拠もない」、「経済的な影響を受け

困窮する市民の声を耳にし、自らを律すべきということを市民に示すことが大事、給料を減額するのはパ

フォーマンス的」との反対意見と、「コロナ禍で市長自身の思いで給料減額案を提案、市長自ら判断し市

民に理解してもらいたいという思い、模範を見せるそれが市政を引っ張っていくリーダーだと思う」、「市

民に寄り添った政治をしたいとの思い、コロナの緊急対応を市独自で打ち出していて両方ともやろうとい

う姿勢が見られる」との賛成意見があった。採決の結果、賛成少数で否決された。 

  請願・陳情書審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。総務財政委員会委員長、上地廣敏。 

  本委員会は、付託された請願・陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条の規

定により報告します。 

  請願書第１号、運転代行支援についての請願書、採択すべきもの。 

  陳情書第３号、新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助・救急搬送に対
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する救難ヘリ配備要望に関する陳情書、採択すべきもの。 

  採択の理由。請願書第１号については、請願書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 

  陳情書第３号については、「緊急の治療と高度な医療は、沖縄県と県立宮古病院、自衛隊とは輸送体制

はきちんと連携ができている、飛行に耐えられる方しかヘリには乗れない、緊急な対応が必要な方は基本

的には宮古病院で対応する」との反対意見と「沖縄本島までの患者輸送に当たる時間の短縮ができ、救難

ヘリの配備は離島ではぜひ必要不可欠である」、「陸自、空自も含めて緊急搬送は9,000回を数え感謝状も

贈られている、この陳情書は離島医療に関してしっかり取り組んでくれということなので、離島住民にと

っては非常にありがたい」との賛成意見があった。採決の結果、賛成多数で採択すべきものと決した。 

◎文教社会委員会委員長（下地信広君） 

  委員会審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。文教社会委員会委員長、下地信広。 

  本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定により

報告します。 

  議案第13号、令和３年度宮古島市国民健康保険事業特別会計予算、原案可決。 

  議案第15号、令和３年度宮古島市介護保険特別会計予算、原案可決。 

  議案第16号、令和３年度宮古島市後期高齢者医療特別会計予算、原案可決。 

  議案第25号、宮古島市子ども・子育て会議設置条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第26号、宮古島市国民健康保険税条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第34号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第35号、宮古島市公民館設置及び管理に関する条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第43号、宮古島市介護保険条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第45号、宮古島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について、原案可決。 

  議案第46号、宮古島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

について、原案可決。 

  議案第47号、宮古島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第48号、宮古島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

について、原案可決。 

  陳情書審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。文教社会委員会委員長、下地信広。 

  本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条の規定によ

り報告します。 

  陳情書第４号、安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情書、一部採択す

べきもの。 
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  陳情書第５号、国民健康保険税（料）の特例減免等の継続を求める陳情、採択すべきもの。 

  採択の理由。陳情書第５号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 

  一部採択の理由。陳情書第４号については、陳情項目として５つある項目のうち、「社会保障に関わる

国民負担軽減を図ること。」との陳情項目については、「内容が漠然としており不明確である」、「感染

症に関する陳情書において、それに触れていない」、「具体的な中身を示さなくても社会保障に関わる国

民負担の軽減は全ての国民が求めていることであり、コロナ禍で緊急にすべきことは国のほうで考えれば

よい」、「陳情趣旨に『社会保障費の抑制策や、公衆衛生施策の縮減』とあり、それを踏まえてのものと

考える」という意見があり、採決の結果、全員異議なく同陳情項目を除く部分は採択となり、一部採択す

べきものと決した。 

  閉会中、継続審査の申し出について。 

  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。文教社会委員会委員長、下地信広。 

  本委員会は、下記の事件について、閉会中もなお審査を要するものと決定したので、会議規則第110条の

規定により申し出ます。 

  陳情書第２号、後期高齢者医療制度窓口負担２割化の中止を求める意見書提出に関する陳情書。 

  理由。陳情書第２号については、閉会中も慎重審査を要する。 

◎経済工務委員会委員長（我如古三雄君） 

  委員会審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。経済工務委員会委員長、我如古三雄。 

  本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定により

報告します。 

  議案第14号、令和３年度宮古島市港湾事業特別会計予算、原案可決。 

  議案第18号、令和３年度宮古島市土地区画整理事業特別会計予算、原案可決。 

  議案第19号、令和３年度宮古島市水道事業会計予算、原案可決。 

  議案第20号、令和３年度宮古島市公共下水道事業会計予算、原案可決。 

  議案第21号、令和３年度宮古島市農業集落排水事業会計予算、原案可決。 

  議案第22号、令和３年度宮古島市漁業集落排水事業会計予算、原案可決。 

  議案第29号、宮古島市伊良部屋外運動施設の設置及び管理に関する条例の制定について、原案可決。 

  議案第30号、宮古島市都市公園条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第31号、宮古都市計画事業土地区画整理事業施行条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第32号、宮古島市景観条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第33号、宮古島市港湾施設管理条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第36号、宮古島市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について、原案可決。 

  議案第39号、市道路線の認定について、原案可決。 

  議案第40号、市営土地改良事業（農業用用排水施設）上地中部地区の施行について、原案可決。 

  議案第41号、市営土地改良事業（農業用用排水施設）上原北地区の施行について、原案可決。 

  陳情書審査結果報告書。 
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  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。経済工務委員会委員長、我如古三雄。 

  本委員会は、付託された陳情書を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第142条の規定によ

り報告します。 

  陳情書第１号、腰原12号線整備要請書、採択すべきもの。 

  採択の理由。陳情書第１号については、陳情書の趣旨を了とし、全員異議なく採択すべきものと決した。 

◎予算決算委員会委員長（上地廣敏君） 

  委員会審査結果報告書。 

  宮古島市議会議長、山里雅彦殿。予算決算委員会委員長、上地廣敏。 

  本委員会は、付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第109条の規定により

報告します。 

  議案第12号、令和３年度宮古島市一般会計予算、原案可決。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで委員長報告は終わりました。 

  なお、予算決算委員長から報告のあった議案第12号、令和３年度宮古島市一般会計予算については、眞

榮城德彦君外３名の連名により修正案が提出されております。 

  この際、議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算に対する修正案について、提案者から提案理由の

説明を求めます。 

◎眞榮城德彦君 

  それでは、議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算の修正案を提出を行います。 

  上記の修正案を別紙のとおり、地方自治法第115条の３及び会議規則第17条の規定により提出します。令

和３年３月25日、宮古島市議会議長、山里雅彦殿。提出者議員、眞榮城德彦、砂川辰夫、粟国恒広、濱元

雅浩。 

  次に、説明を申し上げます。 

  議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算に対する修正案。 

  議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算を次のとおり修正する。 

  第１条「378億9,400万円」を「377億4,100万円」に改める。 

  第１表、歳入歳出予算中、次のとおり改める。20款繰入金、「24億3,866万2,000円」を「22億8,566万2,000円」

とする。歳入合計を「377億4,100万円」とする。 

  次に、歳出。第６款農林水産業費「42億8,332万7,000円」を「41億3,032万7,000円」に改める。 

  １、１項農業費「38億2,261万5,000円」を「36億6,961万5,000円」に改める。歳出合計「378億9,400万

円」を「377億4,100万円」とする。 

  修正の理由を申し上げます。この修正は、さとうきび収穫管理支援事業１億5,300万円を減額したいとの

案であります。歳入歳出総額を378億9,400万円を377億4,100万円に減額するものであります。歳入は、20款

繰入金の基金繰入金のうち、合併振興基金繰入金を１億5,300万円減額するものとします。歳出は、第６款

農林水産業費、１項農業費のうち、３目農業振興費、18節のさとうきび収穫管理支援事業１億5,300万円を

減額したいとの案であります。 
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◎議長（山里雅彦君） 

  これで提案理由の説明は終わりました。 

  これより委員長報告及び議案第12号の修正案に対する質疑に入りますが、議会運営に関する申合せ事項

により、３月定例会及び９月定例会の最終本会議における予算決算委員会委員長報告に対する質疑は行わ

ないこととなっておりますので、ご了承願います。 

  それでは、質疑あれば発言を許します。 

◎友利光德君 

  修正案に対し、反対の立場で…… 

                 （「質疑、質疑」の声あり） 

◎友利光德君 

  質疑で。質疑を申し上げます。農業は、島と人々を守るとよく言われます。生産意識向上、農業振興は、

一体性を保ちます。今、宮古島の農業というのは、高齢化、若年層の農業離れにより、農業人口が減少し

ております。生産量の減に直面します。支援事業というのは生産意識に結びつき、両製糖工場の安定経営

にも直接影響があると思います。したがいまして、これは公約実現になりますので、修正案に反対します。 

                 （「質疑、質疑」の声あり） 

◎友利光德君 

  質疑します。 

◎議長（山里雅彦君） 

  友利光德君、今回は委員長に対する質疑でありますので、今のご意見は討論のほうになっておりますの

で、ご了承願います。 

◎島尻 誠君 

  議案第12号ですね。これ提案者は連名で４名になっています。どなたが、眞榮城德彦議員お答えになり

ますか。 

  それでは、まずですね、この修正案を上げた理由をお聞かせください。 

◎眞榮城德彦君 

  なぜこの修正案を出したか。そもそもですね、市長の考えである農業に対する考え方なんですけども、

まずサトウキビは宮古島の基幹作物であることはみんな十分承知しております。１億5,300万円の歳出の中

身なんですけれども、単なる市長のパフォーマンス、あるいは政策としては、何とも情けない理由でもっ

て、この１億5,300万円は計上したと我々野党議員ほとんどの人は思っています。持続可能社会、あるいは

中長期的な農業の生産額を目指すんであれば、あるいは所得アップを目指すんであれば、こういう小手先

のですね、政策じゃなくて、ほかの同僚議員が鋭く指摘しましたように、もっと持続的な地力アップとか

ですね、本当の意味での費用対効果、これを考えたときにですね、これじゃ何とも心もとない。農業のプ

ロと自負している座喜味一幸市長に関してはですね、この政策はあまりにも貧弱過ぎる。もっと腰の据わ

った農業政策をするべきじゃないか。一時的な農家に対する、サトウキビ生産農家に対してだけの500円と

いうのは、全くのパフォーマンスであり、ばらまきであると強く批判を込めて、この修正案を提出いたし

ました。 
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◎島尻 誠君 

  今の説明聞いていますと、パフォーマンスという言葉が出ました。１月17日に市長は当選しました。政

策である公約の実現、このサトウキビの支援事業500円の農家の支援、今ですね、令和２年度末のサトウキ

ビ生産農家、6,475戸、世帯ですね、いらっしゃいます。要するに単純計算でこの人たちの家族、平均で３

を掛けますと、約２万人に達します。市長は、この公約、第一次産業の軸とした政策を立てて当選しまし

た。これは事実です。この約２万人の支援のために、人口５万4,000人、３分の２に近いですよ。これは、

島民にとってばらまきでも何でもなく、当然の支援の在り方だと思います。 

                 （何事か声あり） 

◎島尻 誠君 

  いやいや、それは違います。だから、結果が出たんですよね。要するに6,475世帯…… 

◎議長（山里雅彦君） 

  簡潔にお願いします。 

◎島尻 誠君 

  掛ける３の２万人の方の支援と我々は捉えております。その方に対して、どういうふうな見解を持ちま

すか。 

◎眞榮城德彦君 

  島尻誠議員ね、選挙はですね、いろんな方がいろんな思惑で投票します。もちろん座喜味一幸新市長を

支持した方々、農家の方々も大変多かったと聞いております。しかしですよ、政治というのは、あるいは

我々議会の責任というのは、こういった形のばらまきを本当にやっていいのかどうか、私はばらまきと思

っているんですよ。ですから、これはもっと考えていただいて、農家の方々が最終的には本当にこの政策

をよかったと思われるような政策を立てて、しっかりと出してきてもらいたい、座喜味一幸市長には。私

たち、この議会でも皆さんが言っているように、本当にこの１億5,300万円の中身ですね、あまりにも貧弱

過ぎるじゃないかと指摘をしていますよ。それは、私も聞いていて当然だと思っております。ですから、

怒りを込めてですね、こういった無策、農業政策に対する、この無策的な提案に対してはですね、これか

らも私たちは費用対効果を考えて、本当の意味での農家の方々の幸せに結びつくようなですね、あるいは

充実した生活に結びつくような提案を出してきてもらいたいという思いでこの修正案を出しました。 

◎島尻 誠君 

  眞榮城德彦君議員、私が聞いたのは、6,475世帯の平均の家族構成があって、約２万人弱のこの支援を受

ける方たちがいるということをどういうふうに思っているかと聞いているんですよ。いいでしょう。 

  この政策は、市長が掲げた公約の一つ、それで市民が選んだんですよ。これは事実です、皆さんも。だ

から、ばらまきというのはそれぞれ見解があります。皆さんの見解です。市民はどう思っているか分かり

ません。これが、市長のこれからの政策、１年もしくは２年、３年、４年、効果が出るかもしれませんよ、

もっと増えるかもしれません。それは、ばらまきとも何とも言えません。 

                 （何事か声あり） 

◎島尻 誠君 

  議長、静めてください。制してください。 
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◎議長（山里雅彦君） 

  静粛にお願いします。 

◎島尻 誠君 

  それは違います。はっきり言います。今、去年から、堆肥の、皆さんも委員会等で、要するに資力増強、

話をしています。昨年からですよ、この肥料の堆肥が出たのは。以前からあるべきじゃないですか、それ

でしたら。違いますか。去年からですよ、この堆肥が…… 

◎議長（山里雅彦君） 

  島尻誠君、質疑をしてください。 

◎島尻 誠君 

  1,200万円。去年からしか出ていませんよ。市長が替わって、じゃこれやりなさい。とんでもないですよ。

そんなのは違います。私は、この提案を、やはりこの２万人の農家の皆さんが待っている、これは事実で

す。先ほど眞榮城德彦議員に尋ねた、２万人の方がいる、そのことに関しての見解をお願いします。 

◎眞榮城德彦君 

  島尻誠議員は２万人と強調しておりますけれども、確かにこういう農家の方々いらっしゃるでしょう。

このお金を待っている農家の方も確かにいるとは思います。我々議会とか議員とか政治家がやるべきこと

は、本当の意味での血の通った政策、あるいは有効的な政策、こういったものを我々はもっと見据えてい

かなければならないと思っているんです。ですから、堆肥の問題にしても、確かにやらなければならない。

市長が替わったからやるんですかという批判じゃなくて、市長が替われば政策そのものも変わっていくと、

私はそういうふうに思っているんですよ。だから、一々議会でもって市長の政策をチェックしているんで

す。チェックした結果、この費用は何の費用対効果も生み出さないと。私は、宮古島の農業にとって、こ

れが本当に血の通った政策だとは思っていません。ですから、いろんなことを考えたときにですね、座喜

味一幸市長が農業のプロとおっしゃるんだったら、本当にいい案を農家の方々にとって、全て農家の方々

にとっていい政策をもっともっと出してくるべきだと私は思っているんですよ。こんな小手先のお金でも

って、農家の方々が本当に納得するのか、私は全然そうは思っていません。だから、こういったお金の使

い方を一つの例として今是正しておけば、これから農業政策のことにも私はいい方向につながっていくん

じゃないかと思って、これからもこういった小手先の政策が出てきたときには、私ども議会は許しません

よという態度をですね、一貫して持っていたいと思っています。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎仲里タカ子君 

  眞榮城德彦議員のすばらしい、議会は許しませんよという叫びを聞いて、さらに質疑いたします。 

  実は私はですね、この議会に当選して以来、農家の方にお願いされていたことがあります。機械化でハ

ーベスターによる刈取りがもう90％を超えているんですよね。確かに刈取りは楽になっていいけれども、

手取り額が全くない。あのハーベスター料金何とかしてくれと、ずっとずっとお願いをされてきました。

そして、この質問をずっとし続けてきたのは、この提出者の一人である粟国恒広議員です。私は、毎回議

会が終わるたびに、粟国恒広議員も質問していたんだけどね、なかなか予算がつけられないから、実現で
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きないんだよということを言ってきました。ハーベスター料金を500円でいいから値下げしてほしいという

のが農家の真実の声だと私は思っています。 

◎議長（山里雅彦君） 

  仲里タカ子君、今はハーベスター料金について議論ではありませんので、500円のトン当たり１億5,300万

に対する…… 

◎仲里タカ子君 

  議長、今から質問するので。議長答えなくていいですよ。 

◎議長（山里雅彦君） 

  的確にお願いします。 

◎仲里タカ子君 

  いやいや。そのハーベスターに見合う500円を農家に支援をして元気を出したいというのがこの議案だと

思って、私は大歓迎をしていたところでしたから、このことに関して、ではハーベスター料金の値下げに

見合う500円をですね、これを農家の人たちに出して全農家に元気を出してもらいたい、このことに関して、

この提出した皆さんがどういうご見解をお持ちか、お伺いしたいと思います。 

◎議長（山里雅彦君） 

  今回の件は、ハーベスター料金に特化した提案ではありませんので。これ違いますよ、趣旨が。そうい

う誤解を招くような発言すると、ハーベスター料金を引き下げるというためにこれをしたということにつ

ながるんですよ。誤解を招くような発言駄目ですよ。市長は一言もハーベスター料金に特化して、それが

あるからやるとは言っていないんですよ、市長の提案理由に関しては。ですから、今の質疑は、眞榮城德

彦議員に何を聞くんですか。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後２時11分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後２時15分） 

◎眞榮城德彦君 

  仲里タカ子議員の質問の趣旨は分かりますよ。けれどもね、ハーベスター云々のような論理のすり替え

はやめてもらえますか。これは、サトウキビの生産農家に支出するお金ですからね。これを農家の皆さん

が喜んで、そして座喜味一幸市長の政策はすばらしいと評価する人がいるかとも思います。また、この500円

をですね、有効に活用して、じゃせっかく500円いただいたんだから、これは私としてはハーベスターのあ

れに回そうかなと、これはね、それぞれの事情であって、議会の論議というのは、１つの政策、１つの予

算に対してですね、論じる以外にないんですよ。ですから、あなたの今おっしゃっているような論理のす

り替えは、私は全くのナンセンスだと思います。 

◎仲里タカ子君 

  今２回目ですよね。ハーベスターで随分大騒ぎになりましたけれども、私が言いたかったのはですね、

農家の手取り額が機械化によってかなり減少していて、元気をなくしているから、これに関して、ハーベ

スター料金に見合う、値下げしてほしいという農家の願いに見合うものだということを言いたかったとい



- 490 - 

 

うことです。 

  続いてですね、続いて総務財政委員長にお伺いします。議案第40号、陳情書第３号、新型コロナ感染、

台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助・救急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情

書についてお伺いします。この陳情については要望先が、宛先がありませんが、どこ宛てに出されるかと

いう、そういう質疑、討論はありましたか。 

  そして、これ新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助・救急搬送に対す

る救難ヘリ配備要望に関する陳情書となっておりますけれども、別紙要望書案によると、航空自衛隊救難

隊宮古分遣隊（仮称）を新設していただきたいとあります。この航空自衛隊那覇救難隊宮古分遣隊（仮称）

は、新たな自衛隊基地の誘致ではないかというような討議はありましたかということをお伺いします。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  陳情書第３号についての質問だと思いますが、仲里タカ子議員が話しているような質疑はありませんで

した。 

◎仲里タカ子君 

  議案第40号、陳情書第３号について、重ねてお伺いいたします。これ最近の新聞報道によりますと、米

軍や自衛隊、海上保安庁などの施設敷地の周囲１キロと国境離島などに個別に注視区域を指定、所有者や

個人情報や利用実態を政府が調査し、必要に応じて所有者に報告を求めたり利用中止を命令できる、司令

部機能がある基地や重要性の高い国境離島は特別注視区域とし、土地の売買時には双方に個人情報や利用

目的など事前届出を義務づける、利用中止命令に応じなければ２年以下懲役または200万円以下の罰金を処

するとするという法案が今国会に提出の見込みです。宮古島は、今、新たな基地の配備が千代田、そして

保良弾薬庫、それから海上保安庁も強化されております。新たにこの航空自衛隊那覇救難隊宮古分遣隊（仮

称）、これがもし配備されることになると、宮古島の人たちは大変窮屈な思いするんじゃないかというふ

うな懸念がありますが、これについての討議ありましたかということをお伺いします。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  仲里タカ子議員にお答えをいたしますけれども、仲里タカ子議員が言っている議案第40号はですよ、市

営土地改良事業、上地中部地区の施行についての議案ですよ。何を見て。 

                 （議員の声あり） 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  議案第40号は、ですから市営土地改良事業の上地中部地区の施行についての議案ですよ。 

◎議長（山里雅彦君） 

  もう３回になりましたので、申し訳ないが。ほかに質疑はありませんか。 

◎上里 樹君 

  ただいまの修正案、議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算に対する修正案ですけども、これが全

くのその市長が目指す農家支援に該当しないという根拠は何でしょうか。 

◎眞榮城德彦君 

  要するに上里樹議員、市長の目指す政策に該当しないという我々の判断の根拠を聞きたいわけですか。

がっかりしていますよ。座喜味一幸市長がですね、３期12年間の県議生活、あるいはその前の土地改良区
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の事務局長、こういった実績がある人がですよ、こんな安直なですね、これ選挙公約か政策か分からない

ですけど、こういうことを出してくる。私は、政治家としてのセンスを疑いますよ。この500円の意味をど

のように捉えるかと。私たち野党議員の総意としてですね、こんなみっともない政策を議会で通すわけに

はいかないと、強い決意でもってこの修正案を出しております。 

  じゃ、上里樹議員に、これはここでお聞きするわけにいかないんですけども、あなたが言う座喜味一幸

市長の農業政策、あるいはその他政策、最大限に評価しているということなんですか。上里樹議員ともあ

ろうものが、こんな500円のばらまき政策をですね…… 

                 （議員の声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  眞榮城德彦議員…… 

◎眞榮城德彦君 

  私は、おかしいと思いますよ。 

◎上里 樹君 

  私の質疑に対して、安直、意味がない、みっともない、おかしい。私は根拠を聞いているんです。お答

えください。 

  それから、陳情書第３号、新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助・救

急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情書ですけども、これが陳情書の中に説明の中にありますけ

ども、航空自衛隊の訓練場、北西約１キロ、130掛ける100、市より訓練場として借用、臨時駐機場案とい

うのがありますけども、これは具体的に場所はどこなのか、議論はありましたか。 

  それから、自衛隊の新たな組織の配備も要求されていますけども、その具体的な委員会での議論はなさ

れたんでしょうか。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  陳情書第３号について、訓練の場所とかですね、もう一つのお尋ねについては、特に委員会では議論は

出ておりません。 

◎眞榮城德彦君 

  市長の政策として評価できないということなんですよ、根拠は。これは本当に農家の皆様方に諸手を挙

げて喜ばれて、受け入れられる政策なのかと。私たちは、野党議員の総意として、そうじゃないと。本当

に手をつけるべきものはほかにもたくさんある。単なる500円の支出、１人当たり500円の支出だったらば

らまきにしかすぎないと。そこにはね、このサトウキビ生産農家はどうするとか、宮古島の農業をどうす

るとか、座喜味一幸市長のポリシーが全く感じられないから、こんな安易な政策では困るということを言

って我々は提出しているんです。ぜひご理解いただきたいと思います。 

◎上里 樹君 

  この宮古島における宮古島徳洲会病院や沖縄県立宮古病院の医療体制、それから機能について、設備が

不十分だと。それで、将来これを整備する見込みも見込めないようなことを陳情者は書いていますけど、

それに対する議論はありませんでしたか。 

  さきの修正案についてですけども、全くこの中身がないということでおっしゃっているんですけども、



- 492 - 

 

座喜味一幸市長は選挙期間中その説明はきちんとやってきていますし、それが支持されて、公約が支持さ

れて、市民の支持を得たわけです。だから、それが全く無駄だ、パフォーマンスだ、そう言っている意味

が分からないんです。だから、もう一度根拠をきちんと示してください。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  まず、宮古島徳洲会病院、あるいは沖縄県立宮古病院の設備、医療体制が十分でないというふうな議論

については出ておりません。 

◎眞榮城德彦君 

  座喜味一幸市長の公約の一つだということは私も承知をしております。確かに座喜味一幸市長が当選な

さった要因の一つだとは思っております。ただ、その公約とか政策を評価するとか評価しないとかいうの

は、これは個人の見解であって、我々としては全くこの公約を評価しないという、そういった意味です。

ですから、修正案を出しております。農家の方々がおおむね賛成しているというんでしたら、それでもい

いでしょう。しかし、我々議会人としては、この政策を検証する、そして評価するしないの結論を出す義

務があると私は思っています。ですから、これを残念ながら今回は、この座喜味一幸市長の政策には、い

ろんな角度から検討した結果、評価できない、これは一旦修正案を出して削除すべきだというふうな結論

に至りました。これが根拠と言えるかどうか分かりませんけども、納得していただきたいと思っておりま

す。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  まず、日程第１、議案第23号、宮古島市職員等の旅費に関する条例の一部改正についてに対する討論の

発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第23号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第23号は可決されました。 

  次に、日程第２、議案第24号、宮古島市総合型防災情報システム設置条例の制定についてに対する討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 
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◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第24号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第24号は可決されました。 

  次に、日程第３、議案第25号、宮古島市子ども・子育て会議設置条例の一部改正についてに対する討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第25号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第25号は可決されました。 

  次に、日程第４、議案第26号、宮古島市国民健康保険税条例の一部改正についてに対する討論の発言を

許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第26号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第26号は可決されました。 

  次に、日程第５、議案第27号、宮古島市勤労者体育センター条例の廃止についてに対する討論の発言を

許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第27号を採決します。 
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  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第27号は可決されました。 

  次に、日程第６、議案第28号、宮古島市スポーツ観光交流拠点施設設置及び管理に関する条例の一部改

正についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第28号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第28号は可決されました。 

  次に、日程第７、議案第29号、宮古島市伊良部屋外運動施設の設置及び管理に関する条例の制定につい

てに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第29号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第29号は可決されました。 

  次に、日程第８、議案第30号、宮古島市都市公園条例の一部改正についてに対する討論の発言を許しま

す。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第30号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 
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  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第30号は可決されました。 

  次に、日程第９、議案第31号、宮古都市計画事業土地区画整理事業施行条例の一部改正についてに対す

る討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第31号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第31号は可決されました。 

  次に、日程第10、議案第32号、宮古島市景観条例の一部改正についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第32号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第32号は可決されました。 

  次に、日程第11、議案第33号、宮古島市港湾施設管理条例の一部改正についてに対する討論の発言を許

します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第33号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第33号は可決されました。 

  次に、日程第12、議案第34号、宮古島市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正についてに

対する討論の発言を許します。 
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                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第34号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第34号は可決されました。 

  次に、日程第13、議案第35号、宮古島市公民館設置及び管理に関する条例の一部改正についてに対する

討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第35号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第35号は可決されました。 

  次に、日程第14、議案第36号、宮古島市水道事業の設置等に関する条例の一部改正についてに対する討

論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第36号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第36号は可決されました。 

  次に、日程第15、議案第37号、宮古島市火災予防条例の一部改正についてに対する討論の発言を許しま

す。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 
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  これより議案第37号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第37号は可決されました。 

  次に、日程第16、議案第42号、宮古島市長の給料の特例に関する条例の制定についてに対する討論の発

言を許します。 

◎前里光健君 

  議案第42号、宮古島市長の給料の特例に関する条例の制定について、反対の立場で討論いたします。 

  提案理由、読み上げます。「新型コロナウイルス感染症拡大の中での不適切な行為に対する市長として

の責任を果たすとともに、経済的な影響を受け困窮する市民の声を耳にし、自らを律すべく条例を制定す

る必要があるため、本案を提出します」との提案理由であります。文の中で「新型コロナウイルス感染症

拡大の中」とは、質疑の中で「選挙期間中」と市長は答弁しております。選挙期間中とは、今年の１月10日

から１月17日までとなっております。ということは、市長就任前の事件であります。責任の問えない市長

就任前の出来事を市長就任後に解決しようとする、全国的に前例のない条例であります。そして、法的な

根拠もありません。さらに言えば、コロナウイルス感染症の感染者が、本市においても市長就任後に急増

いたしました。そして、マスクなしでの選挙活動及び打ち上げの飲み会が感染症拡大につながったと医療

関係者から指摘を受けたとのことでした。 

  しかし、その中で私が強く伝えたいことは、誰一人としてコロナウイルス感染症に感染したいとも、感

染させたいとも考える人はおりません。その上で、今回の条例において、提案理由の中に「市長としての

責任を果たす」とあります。ということは、感染者には責任があると言うに等しい内容であります。感染

者の方々に責任などはありませんし、責任などあってはならない。責任を市長が代わりに取る、果たすこ

となどあり得ない。よって、認めるわけにはいきません。強く反対いたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎仲里タカ子君 

  それでは、この議案第42号、宮古島市長の給料の特例に関する条例の制定について、賛成の立場から討

論させていただきます。 

  この給与削減案は、市長就任前の責任を解決しようというよりも、就任直後にコロナ感染者が拡大した

ことを受けて、新任の市長として市民に寄り添う姿勢を、その覚悟を示すための提案と考えます。コロナ

禍で市長が感染対策を目的に給与をカットした事例は、静岡県内で富士宮市、伊東市、御殿場市など、そ

して泉大津市のほうもありますね。事例が報道されています。この件に関して、静岡大学の日詰一幸教授

がこう述べています。給与削減は、財源確保としての効果は限定的だが、政治家が地域に寄り添う象徴的

な意味が一定程度ある。その上で、身を粉にして働き、厳しい状況を打開して成果を示すことが最も重要

である。このコメントは、この間の市長の質疑に対する答弁のまさにそのとおりであると考えます。多く
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の市民から市長の姿勢を評価する声も上がっており、市長としての覚悟を示すものと受け止め、共にこの

コロナ禍を一丸となって乗り切ることが大切と考えて、この提案に賛成いたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第42号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は否決でありますので、会議規則第69条の賛成者先諮の原則に基づき、本案は

挙手により採決いたします。なお、挙手のない者は否とみなします。 

  議案第42号は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（山里雅彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、議案第42号は否決されました。 

  次に、日程第17、議案第43号、宮古島市介護保険条例の一部改正についてに対する討論の発言を許しま

す。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第43号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第43号は可決されました。 

  次に、日程第18、議案第45号、宮古島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第45号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 
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  よって、議案第45号は可決されました。 

  次に、日程第19、議案第46号、宮古島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部改正についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第46号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第46号は可決されました。 

  次に、日程第20、議案第47号、宮古島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正についてに対す

る討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第47号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第47号は可決されました。 

  次に、日程第21、議案第48号、宮古島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第48号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第48号は可決されました。 
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  次に、日程第22、議案第12号、令和３年度宮古島市一般会計予算及び修正案に対する討論の発言を許し

ます。 

◎砂川辰夫君 

  この一般会計予算についてですが、修正案に賛成ということでやりますが、サトウキビの農家への支援、

それから助成金に反対しているというわけではないです。農家の皆さんに手厚い助成、生産者の所得の向

上につながるような、最小で最大の効果を生むための予算の使い方、つまり費用対効果を考えての生産者

に対する最大限の効果をもたらす生産率の向上、所得向上を目指す予算の使い方が望ましいというふうな

ことであります。 

  私が思うに、この予算については、先日多くの議員からもご指摘がありました。例えば土つくり、それ

から地力の回復のための堆肥への補助増額など、サトウキビ生産農家にとって予算拡大は農家の生産増加

につながり、所得収益の向上が見込まれるものであれば、生産意欲が向上するための予算計上はやぶさか

ではないということを私はずっと思っております。 

  今後についての農業振興会の会長は、市長が就任されて、会長は市長であります。その中で、農家の声

やサトウキビ生産技術委員会というのがありますので、これら等の意見を聞きながら、この使い方の意見

を聞かれて、もう一度提案していただきたい、そういうふうに私は思っております。根切りプラウという

ふうな機械等もございます。それは、株出し等の機械でありますけれども、そういうもの等の機械などに

使ったらどうかと、１億5,300万円、私はそういうふうに思います。ただ、先ほど眞榮城德彦議員が話した

とおり、ばらまきみたいなそういう使い方じゃなくて、増産へつながるような使い方をしてほしいという

ことで私は修正案に賛成します。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎友利光德君 

  私は、反対の立場で討論します。 

  共済組合がですね、まとめた2020年、2021年産のサトウキビ生産組合の登録者…… 

◎議長（山里雅彦君） 

  友利光德君、原案になのか、修正案になのか、どっちか言わないと、原案に反対という討論もあります

ので。 

◎友利光德君 

  修正案のですね。さとうきび収穫管理支援事業１億5,000万円余りの修正案に対して、反対の立場で意見

を申し上げます。 

  2020年、2021年産のサトウキビ生産のですね、共済組合がまとめたサトウキビ生産組合の登録者数は

6,475戸と、これは共済に入っていない方を加えた場合はさらに伸びるんじゃないかなと思っております。

そういうことで、農家の支援にですね、よりね、農家間の生産意識を立てること、その効果が世帯間によ

り一次産業全体への大きな波及効果が現れることが考えられます。つまり、島全体がですね、農家が、農

業の島であるということで、一次産業なくして二次産業、三次産業、六次産業は転換はないというふうに

考えておりますと言っても過言ではありません。したがいまして、生産意識の向上、農業振興の立場から、
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やはり反対します。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎高吉幸光君 

  議案第12号、令和３年度宮古島市一般会計予算、修正案に賛成の立場から討論させていただきます。 

  この今問題になっているものは、あくまでも一時的な金額の増加でしかならず、農家の所得向上にはつ

ながりにくいというふうに考えます。それよりも地力を上げて、継続的に反収が上がるほうが、特に反収

を上げる、みんな地力を上げるということは、ほかの作物、野菜も含めてですけれども、こちらのほうに

もつながることになり、そのほうが農家のほうの収入、所得向上につながるというふうな立場から修正案

に賛成といたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎島尻 誠君 

  原案には賛成、修正案には反対の立場で討論します。 

  先ほども質疑の中で話しました。友利光德議員もおっしゃっていた共済、これは共済に入っている人で

はなくてですね、全体の数字が6,000余。先ほど申し上げました、家族構成を含めて、約２万人の方の支援

になる。それが公約の一つでありました。それは、やはり一次産業、要の軸としている政策の一つであり

ます。まさに友利光德議員がおっしゃった一次産業なくして二次、三次はない。これは、島の基幹産業で

あるサトウキビを発展させる大きな礎です。しかも、要するにこのサトウキビの堆肥、去年からしかあり

ません。これを分かっているんでしたら、ずっと以前にされているべきです。それが今分かったというこ

とは、大きな間違い。以前からやるべきことであります。なので、この修正案には反対します。 

                 （何事か声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  静粛に願います。 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第12号を採決します。 

  まず、議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算修正案について、挙手により採決します。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算修正案は、これを可決することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（山里雅彦君） 

  挙手多数であります。 
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  よって、議案第12号令和３年度宮古島市一般会計予算修正案は可決されました。 

  次に、修正可決された部分を除く原案について、挙手により採決します。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  修正可決された部分を除く原案は、これを可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（山里雅彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、修正可決された部分を除く原案は可決されました。 

  よって、議案第12号は修正可決されました。 

  次に、日程第23、議案第13号、令和３年度宮古島市国民健康保険事業特別会計予算に対する討論の発言

を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第13号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第13号は可決されました。 

  次に、日程第24、議案第14号、令和３年度宮古島市港湾事業特別会計予算に対する討論の発言を許しま

す。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第14号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第14号は可決されました。 

  次に、日程第25、議案第15号、令和３年度宮古島市介護保険特別会計予算に対する討論の発言を許しま

す。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 
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  これより議案第15号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第15号は可決されました。 

  次に、日程第26、議案第16号、令和３年度宮古島市後期高齢者医療特別会計予算に対する討論の発言を

許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第16号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第16号は可決されました。 

  次に、日程第27、議案第17号、令和３年度宮古島市再生可能エネルギー運営事業特別会計予算に対する

討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第17号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第17号は可決されました。 

  次に、日程第28、議案第18号、令和３年度宮古島市土地区画整理事業特別会計予算に対する討論の発言

を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第18号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 
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◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第18号は可決されました。 

  次に、日程第29、議案第19号、令和３年度宮古島市水道事業会計予算に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第19号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第19号は可決されました。 

  次に、日程第30、議案第20号、令和３年度宮古島市公共下水道事業会計予算に対する討論の発言を許し

ます。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第20号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第20号は可決されました。 

  次に、日程第31、議案第21号、令和３年度宮古島市農業集落排水事業会計予算に対する討論の発言を許

します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第21号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第21号は可決されました。 

  次に、日程第32、議案第22号、令和３年度宮古島市漁業集落排水事業会計予算に対する討論の発言を許
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します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第22号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第22号は可決されました。 

  次に、日程第33、議案第153号、宮古島海宝館指定管理者の指定についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第153号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第153号は可決されました。 

  次に、日程第34、議案第38号、財産の無償譲渡についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第38号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第38号は可決されました。 

  次に、日程第35、議案第39号、市道路線の認定についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第39号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 
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                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第39号は可決されました。 

  次に、日程第36、議案第40号、市営土地改良事業（農業用用排水施設）上地中部地区の施行についてに

対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第40号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第40号は可決されました。 

  次に、日程第37、議案第41号、市営土地改良事業（農業用用排水施設）上原北地区の施行についてに対

する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより議案第41号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第41号は可決されました。 

  次に、日程第38、請願書第１号、運転代行支援についての請願書に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより請願書第１号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、請願書第１号は採択されました。 
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  次に、日程第39、陳情書第１号、腰原12号線整備要請書に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより陳情書第１号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第１号は採択されました。 

  次に、日程第40、陳情書第３号、新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救

助・救急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情書に対する討論の発言を許します。 

◎下地 茜君 

  反対の立場から討論いたします。 

  急患空輸に関して県の担当課に確認しますと、そもそも一分一秒を争う容体の患者は搬送リスクが大き

いため、ヘリには乗せられない。そして、県から出動要請が自衛隊に出てですね、救難ヘリを宮古空港に

準備するまでの間、患者を預かるしっかりした体制が沖縄県立宮古病院にはあると。今の体制で十分に対

応できているということでした。さらに、資料内でですね、検討されている下地島空港なんですけれども、

もしここをヘリの待機場所にした場合ですね、沖縄県立宮古病院から逆に45分ほどかかってしまい、むし

ろ搬送リスクが高まると思われるんですね。また、宮古空港にした場合には、今、国会で審議予定のです

ね、基地周辺の土地の売買を、もし基地の機能を阻害する場合は、国がこの土地の利用に制限をかけるこ

とができるという法案が審議される予定ですけれども、これが宮古空港の周辺に係る可能性があります。

そうすると、宮古空港の周辺の開発抑制につながる可能性がある。こういったもろもろ考えてですね、も

し搬送リスクを下げることを考えるのなら、沖縄県立八重山病院でやっているように、新設の部隊を配備

するよりですね、沖縄県立宮古病院の近くにヘリの離着陸ができるように整備を検討するなど、効率的な

方向はほかにあると思うんですね。どのようなリスクがあって、それに対してどのような方法がいいか、

そして民間空港を自衛隊が利用するということの影響など考えてみるとですね、この見積りが不足してい

る印象がありますので、安易に市議会の要請として出せるものでは到底ないと、私としてはこの陳情書に

は反対いたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎上里 樹君 

  ただいまの陳情書第３号、新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助・救

急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情書、反対の立場から討論いたします。 

  救急搬送は必要であり、これまでどおり否定するものではありません。新型コロナ危機は、日本の医療

体制の脆弱さを浮き彫りにしています。その教訓に学ぶなら、国民が安心して医療を受けられる体制の強
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化こそ求められます。医療体制、設備の強化ができないのに、なぜ自衛隊組織の救援ヘリの２機と運用要

員の増員は可能なのでしょうか。陳情書は、その医療体制、設備の強化が必要としながら、現状維持も困

難という前提に立って、救難ヘリ２機と航空自衛隊那覇救難隊宮古分遣隊（仮称）の新設を求めています。

新たな組織の配備とヘリ２機の配備を求めながら、戦う部隊ではないため、市民感情からも誘致効果が極

めて大としています。それは、救急搬送に名を借りた新たな自衛隊組織の配備の要請ではありませんか。

救難ヘリは、本来の任務を遂行すべき事態が起きたとき、救急搬送を要請しても、それに応えられないこ

とが想定されます。そのような組織の配備ではなく、住民が安心して医療を受けられる医療体制、設備の

強化こそ求められます。 

  以上の立場から、本陳情書に反対いたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎前里光健君 

  日程第40、陳情書第３号、新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助・救

急搬送に対する救難ヘリ配備要望に関する陳情書に賛成の立場から討論いたします。 

  こちらはですね、やはりコロナ禍というものも予想できなかった、予測できなかった、そういった中で、

例えば救急の患者が、例えば１人という場合ではなく、多く重なる状況も想定されます。例えば地震が起

きて、伊良部大橋とかが通れなくなったり、こういった予測できない状況が生まれる。そういった中で、

やはりこの配備ですね、があることによって、これまで以上に今よりも手厚く、今後のそういう対応です

ね、対応ができるということが求められているという状況でありますので、やはりこういった準備という

ものは、備えというものは重要であると私は考えますので、この陳情書に賛成といたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより陳情書第３号を挙手により採決します。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  陳情書第３号は採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（山里雅彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、陳情書第３号は採択されました。 

  次に、日程第41、陳情書第４号、安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳

情書に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 
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  これにて討論を終結します。 

  これより陳情書第４号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は一部採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありません

か。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第４号は一部採択されました。 

  次に、日程第42、陳情書第５号、国民健康保険税（料）の特例減免等の継続を求める陳情に対する討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより陳情書第５号を採決します。 

  本案に対する委員長報告は採択であります。委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第５号は採択されました。 

  次に、日程第43、陳情書第２号、後期高齢者医療制度窓口負担２割化の中止を求める意見書提出に関す

る陳情書については、文教社会委員長から会議規則第110条の規定により、お手元に配付した申出書のとお

り、閉会中の継続審査の申出がなされております。 

  お諮りします。日程第43、陳情書第２号については、文教社会委員長からの申出のとおり、閉会中の継

続審査に付することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、陳情書第２号は文教社会委員会に閉会中の継続審査に付することと決しました。 

  次に、日程第44、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題とし、討論

の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより諮問第１号を採決します。 

  本件はこれを適任とすることにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 
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◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、諮問第１号は適任と決しました。 

  次に、日程第45、同意案第２号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とし、討論の発言

を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより同意案第２号を採決します。 

  本案は同意することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、同意案第２号は同意されました。 

  次に、日程第46、同意案第３号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とし、討論の発言

を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより同意案第３号を採決します。 

  本案は同意することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、同意案第３号は同意されました。 

  次に、日程第47、同意案第４号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とし、討論の発言

を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより同意案第４号を採決します。 

  本案は同意することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、同意案第４号は同意されました。 
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  次に、日程第48、同意案第５号、副市長の選任についてを議題とし、討論の発言を許します。 

◎我如古三雄君 

  同意案第５号、副市長の選任について、反対の立場から意見を申し上げます。 

  私は、市長が提案理由のあった際も申し上げました。今回の副市長の選任案件について、伊川さん本人

が宮古島市にほとんど居住しておりません。宮古島市全体の実情をどのぐらい把握しているのか。また、

理解しているのかどうか。本市の状況というものを熟知していなければ、大変厳しいのは言うまでもあり

ません。副市長は市長を支える大きな力がなければ、大変厳しいのは明確であります。加えて、あえて島

外から呼ぶよりも、むしろ適任者は地元にも結構いると思います。机上論では了かもしれませんが、世間

性、社会性を考慮すると疑問であります。よって、本案に反対します。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎友利光德君 

  地方自治法第167条にですね、副市長の職務というのがあります。副市長は、地方公共団体の長、いわゆ

る市長を補佐するのはもちろん、普通公共団体の長の命を受けて政策及び企画をつかさどり、その補助機

関である職員の担当する、いわゆる職務管理ですね、事務を監督します。別に定めるところにより、地方

公共団体の長の職務を代理するとあります。つまり、行政運営に支障が生じる事態を招き、このことが５

万5,000人もの市民サービスに大きな影響を及ぼすことになりかねない。そのことを申し上げ、同意案第５

号、副市長の選任については賛成討論とします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎粟国恒広君 

  私も、副市長人事に関する反対意見を申し上げたいと思います。 

  市長から提案された伊川氏の副市長人事の件ですが、提案理由にありましたが、伊川氏は以前、県から

宮古島へ出向いて財政課長としての経験もありますが、その他の行政経験については、我々議員は現段階

で詳細を把握することができません。就任への結論を急ぐ姿勢にしか、疑問にしか捉えられません。これ

までの伊川氏の行政経験は私も認めるところですが、伊川氏は宮古島市出身ということで、高校卒業以来

島内に住んだ経験は短く、この10年間に関しては仕事中の関わりも少なかったと思います。その点につい

ても不安材料の一つと言えます。さらに、コロナ禍で大きなダメージを受けた島内経済を立て直し、沖縄

県立宮古病院を中心とした医療体制の充実など、喫緊の課題として取り組むべき案が多い中、伊川氏がど

のような手腕を発揮できるのか、より丁寧な説明が求められます。ぜひこれは１つ要望ですけど、今後座

喜味一幸市長だけでなく、伊川氏本人を交え、伊川氏本人から意見を聞く場を設け、改めて我々議会とし

ても本人の意思を確認する意味でも、今定例会に対する副市長案には反対いたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎島尻 誠君 

  私は、この同意案に対して賛成の立場で討論いたします。 
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  様々なご意見がこの副市長同意案にはあるかと思います。この不在期間が延びれば延びるほど、市民サ

ービスの低下を招きます。先ほど友利光德議員がおっしゃった地方自治法第167条、副市長の職務、この不

在がどれだけ５万5,000人の市民に影響するか。それを考えたときに、野党の皆さんも早々と副市長の人事

をというふうなお話をしていました。そのとおりであります。やはりこの副市長同意案は、市民サービス

のための、市長と二人三脚としてやっていく行政マンの採用、私は賛成の立場で申し上げます。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより同意案第５号を挙手により採決します。 

  なお、挙手のない者は否とみなします。 

  本案は同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手少数） 

◎議長（山里雅彦君） 

  挙手少数であります。 

  よって、同意案第５号は不同意されました。 

  これで市長提出の議案の審査は終了しましたので、当局の皆さんは退席してください。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時27分） 

                 （当局退席） 

◎議長（山里雅彦君） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後３時30分） 

  本日の会議時間は、議事の都合によりこれを延長します。 

  しばらく休憩し、３時45分から再開します。 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後３時30分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後４時12分） 

  この際、意見書案第４号の件を議題とします。 

  お諮りします。意見書案第４号を本日の日程に追加し、追加日程第１として処理したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認め、追加日程第１として議題とすることに決しました。 

  次に、日程第49、意見書案第２号及び日程第50、意見書案第３号の計２件を一括議題とし、提案者から

提案理由の説明を求めます。 

◎文教社会委員会委員長（下地信広君） 
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  意見書案第２号、安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書。みだしの

ことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条第２項の規定により本案を提出し

ます。令和３年３月25日、宮古島市議会議長、山里雅彦殿。文教社会委員会委員長、下地信広。 

  本文を読み上げて提案理由の説明に代えさせていただきたいと思います。 

安全・安心の医療・介護の実現と 

国民のいのちと健康を守るための意見書 

  2020年の新型コロナウイルスによるパンデミック（感染爆発）は、日本国内でも大きな影響を広げまし

た。経済活動や国民生活にも深刻な影響を及ぼすと共に、「医療崩壊」などが取りざたされ、国民のいの

ちと健康が脅かされる事態が広がりました。この感染症対応の経験から明らかになったことは、感染症病

床や集中治療室の大幅な不足や、それらを中心的に担っている公立・公的病院の重要性、医師・看護師・

介護職員の人員不足、保健所の不足問題などです。これらの諸問題の背景には、90年代後半から続いてき

た医療・介護・福祉など社会保障費の抑制策や、公衆衛生施策の縮減があります。 

  21世紀に入り、わずか20年の間に、ＳＡＲＳ、新型インフルエンザ、ＭＥＲＳ、そして今回の新型コロ

ナウイルスと、新たなウイルス感染とのたたかいは短い間隔で求められ、今後も新たなウイルス感染への

対応が必要になることは明らかです。 

  新型コロナウイルス感染対策の教訓を経て、国民のいのちと健康、暮らしを守るためにも、そして新た

なウイルス感染や自然災害などの事態の際に経済活動への影響を最小限に抑え込むためにも、医療・介護

・福祉、そして公衆衛生施策の拡充は喫緊の課題です。 

  私たちは、国民が安心して暮らせる社会実現のために、下記の事項を要請します。 

記 

 １．今後も発生が予想される新たな感染症拡大などの事態にも対応できるよう、医療、介護、福祉に十分 

  な財源確保を行うこと。 

 ２．公立・公的病院の統合再編や地域医療構想を見直し、地域の声を踏まえた医療体制の充実を図ること。 

 ３．安全・安心の医療・介護提供体制を確保するため、医師・看護師・医療技術職・介護職等を大幅に増 

  員すること。 

 ４．保健所の増設・保健師等の増員など公衆衛生行政の拡充を図ること。ウイルス研究、検査・検疫体制 

  などを強化・拡充すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。 

 令和３年（2021）年年３月25日 

                         沖縄県宮古島市議会 

  宛先、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣。 

  続きまして、意見書案第３号、新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税（料）の特例減免等

の継続を求める意見書。みだしのことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので、会議規則第14条

第２項の規定により本案を提出します。令和３年３月25日、宮古島市議会議長、山里雅彦殿。文教社会委

員会委員長、下地信広。 

  本文を読み上げて提案理由の説明に代えさせていただきます。 
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新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税（料）の 

特例減免等の継続を求める意見書 

  新型コロナウイルス感染症の拡大は収束せず、県民生活と中小業者の経営に、深刻な影響を与えており、

多くの中小業者が倒産・廃業の瀬戸際にたたされている。 

  コロナ被害から中小業者の経営や従業員の雇用を守るためには、ひきつづき公的な支援策の継続と拡充

が切実に求められている。 

  多くの個人事業主が加入する国民健康保険税（料）のコロナ特例減免が、今年度３月末までの期限で実

施されている。コロナ被害により売上が前年比30％以上減少した国保加入世帯に対し、国民健康保険税（料）

の全額免除を含む、画期的な減免制度である。また、感染した国保加入の被用者（労働者）に「傷病手当」

を支給する特例も実施されており、「傷病手当」の支給対象を自営業者とフリーランスにも広げることが、

中小業者支援の立場から重要となっている。 

  しかし、周知徹底の弱さなどにより、減免申請世帯数は、国保加入世帯数の１割程度にとどまり、減免

対象でありながら救済されていない世帯が残されている。 

  県内経済は、観光産業の落込みをはじめ、飲食業における時短営業とその取引業者への影響、建設業に

おける工事の中断や遅延など、すべての業種が未だにコロナ以前の売上を回復できていない。コロナ被害

から県内中小業者の経営と生活を支援するために、来年度（令和３年度）も国民健康保険税（料）のコロ

ナ特例減免を継続実施する必要がある。 

  よって、政府においては、令和３年度も、国民健康保険税（料）のコロナ特例減免等を継続実施し、国

保における「傷病手当」の支援対象を自営業者とフリーランスにも拡大するよう要請する。 

  以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。 

 令和３年（2021）年３月25日 

                         沖縄県宮古島市議会 

  宛先、内閣総理大臣、厚生労働大臣。 

  以上でございます。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑があれば発言を許します。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて質疑を終結します。 

  ただいま議題となっております日程第49、意見書案第２号及び日程第50、意見書案第３号の計２件につ

いては、委員会提出の案件でありますので、会議規則第37条第２項の規定により委員会付託を省略し、直

ちに処理します。 

  これより討論に入ります。 

  まず、日程第49、意見書案第２号、安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための
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意見書に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより意見書案第２号を採決します。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、意見書案第２号は可決されました。 

  次に、日程第50、意見書案第３号、新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税（料）の特例減

免等の継続を求める意見書に対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより意見書案第３号を採決します。 

  本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、意見書案第３号は可決されました。 

  次に、日程第51、発議第１号、宮古島市議会会議規則の一部改正についてを議題とし、提案者から提案

理由の説明を求めます。 

◎議会運営委員会委員長（平良和彦君） 

  発議第１号、読み上げて説明に代えさせていただきます。 

  宮古島市議会会議規則の一部改正について。みだしの議案を地方自治法第109条第６項及び宮古島市議会

会議規則第14条第２項の規定により、別紙のとおり提出いたします。令和３年３月25日、宮古島市議会議

長、山里雅彦殿。議会運営委員会委員長、平良和彦。 

  提案理由。女性をはじめとする多様な人材の市議会への参画を促進する環境整備を図る観点から、住民

が議員として活動するに当たっての制約要因の解消に資するため、本会議や委員会への欠席事由として育

児、看護、介護等を明文化するとともに、出産について産前・産後期間にも配慮した規定の整備を図る。 

  また、行政手続において特段の合理的な理由がある場合を除き、原則として押印を廃止する政府の政策

動向を踏まえ、市議会に対する請願に係る署名押印の見直しを行うことを目的に、本案を提出する。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 
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  質疑があれば発言を許します。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて質疑を終結します。 

  ただいま議題となっております日程第51、発議第１号については委員会提出案件でありますので、会議

規則第37条第２項の規定により委員会付託を省略し、直ちに処理します。 

  これより討論に入ります。 

  日程第51、発議第１号、宮古島市議会会議規則の一部改正についてに対する討論の発言を許します。 

                 （「討論なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより発議第１号を採決します。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、発議第１号は可決されました。 

  次に、追加日程第１、意見書案第４号、新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患

者の救助・救急搬送に対応する救難ヘリ配備に関する意見書を議題とし、提案者から提案理由の説明を求

めます。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  意見書案第４号、新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う重症患者の救助・救急搬送に

対応する救難ヘリ配備に関する意見書。みだしのことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので、

会議規則第14条第２項の規定により本案を提出します。令和３年３月25日、宮古島市議会議長、山里雅彦

殿。総務財政委員会委員長、上地廣敏。 

  本文を読み上げて提案理由の説明に代えさせていただきます。 

新型コロナ感染、台風・地震災害及び交通事故等に伴う 

重症患者の救助・救急搬送に対応する救難ヘリ配備に関する意見書 

  平素より、沖縄県並びに宮古島市の振興発展のため、多大なご尽力を賜り、感謝申し上げます。昨年度

は宮古島市上野千代田に陸上自衛隊宮古島駐屯地の開設並びに陸上自衛隊第15旅団宮古警備隊が配備され

たことにより、今般の新型コロナ感染に伴う看護師の派遣関連の支援はじめ、今後、大規模災害や各種事

態が生起した際の初動対応や迅速な展開が強化され、宮古島市民の安心・安全を一層守って頂けるものと

期待しています。 

  一方で宮古島市の入域観光客数は、平成30年度には約111万4,000人と過去最高を記録し、昨年度は約

106万1,000人と２年連続100万人を超えております。令和２年１月以降は新型コロナウイルスの影響で入域

観光客数が一時的に減少しているものの、終息後は更なる増加が見込まれ、在島人口の大幅増に伴う交通
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事故の増加が想定されるほか、台風・地震等の災害発生に伴う重症患者の同時発生の可能性が懸念されま

す。 

  しかしながら、宮古島市の医療の現状は、対応可能な総合病院が県立宮古病院、宮古徳洲会病院がある

ものの、両病院とも脳神経外科、心臓血管外科等の専門医は１、２名のため、医師・看護団として組織的

対応が必要な高度救急医療態勢・設備は不十分であると思料します。 

  このような現状から、本市において重大事故が生起した場合の重篤患者対応等の遅延は、市民の島離れ、

観光離れ、ひいては宮古島への将来性への不安に繋がりかねない重大な問題であり、喫緊の対応が求めら

れます。 

  つきましては、災害に強い、安全・安心な社会の実現、伝染病、災害、事故等に伴う重症・高度医療救

急患者の迅速な救助・救急搬送に向けて、「航空自衛隊救難隊宮古分遣隊（仮称）」新設及び「救難ヘリ」

配備について、特段のご配慮をいただきますよう意見書を提出します。 

記 

 一、航空自衛隊那覇救難隊宮古分遣隊（仮称）を新設していただきたい。 

 一、航空自衛隊那覇救難隊宮古分遣隊（仮称）に救難ヘリ（ＵＨ―60Ｊ）を２機配備（運用機、予備機） 

   していただきたい。 

  以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。 

 令和３年（2021年）３月25日 

                         沖縄県宮古島市議会 

  宛先、防衛大臣。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これで提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑があれば発言を許します。 

◎下地 茜君 

  この提案理由、意見書の内容を読みますと、令和２年１月以降は新型コロナウイルスの影響で入域観光

客が一時的に減少しているものの、収束後はさらなる増加が見込まれ、交通事故の増加が想定されるほか

と書いてあります。このような交通事故で何か大きなけがをしたという場合には、沖縄県立宮古病院で基

本的には対応するものかと思うんですね。その先に書いてある両病院とも脳神経外科、心臓血管外科等の

専門医はということで書いてありまして、高度医療が必要な患者に関しては確かに空輸が必要かもしれな

いんですけれども、救急でやる分に関しては通常は沖縄県立宮古病院になるかと思うんですね。聞き取り

の中でも出てきたですね、飛行に耐えられる患者は基本的には空輸するという内容からいってもですね、

基本的には高度な医療に対して空輸をする。そして、救急の患者に関しては基本的には沖縄県立宮古病院

で対応するということでありますので、この内容は、この意見書の内容はその辺りを少し混乱しながら書

いているようなところがありますので、この辺りは情報の整備が必要かと思いますが、市議会として出す

内容としてはですね、少し状況の整理が不足しているかなと思いますが、いかがでしょうか。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 
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  これ総務財政委員会で採択をしたわけでありますけれども、委員会でもいろいろ議論は出ておりました。

当然反対意見もあれば、ぜひ必要だという賛成意見もあってですね、その委員会で配付した資料の中にも、

この意見書案が添付されておりまして、この中身、今下地茜議員が話している、基本的には救急医療につ

いては沖縄県立宮古病院が対応するというふうなことも分かります。これに書いてあるのは、高度救急医

療体制が沖縄県立宮古病院あるいは宮古島徳洲会病院などでも、まさに十分とは言えない状況であるとい

うふうなことがあって、このような救難ヘリ、あるいは航空自衛隊那覇救難隊の宮古分遣隊を設置してい

ただきたいというふうな要望を含めた、そういった意見になっておりますので、特に宮古島市議会として

こういった意見書を出すということは適当ではないということではないと。むしろ理にかなったものであ

るというふうに考えております。 

◎下地 茜君 

  ちょっと文章の内容が稚拙かなというのを思っていまして、市議会として出すにはもう少し情報を整理

したほうがいいかなという思いがあるんですけれども。あと、この中でですね、周辺離島及び尖閣方面の

人命救助とありまして、表題では市民のためにというような形ですけれども、結局これは尖閣諸島方面の

国防としても動くということで、単純に自衛隊の機能の強化、配備の拡大と言えると思うんですけれども、

それもまたその表題では市民のためにと言っていますが、内容としては違うのではないか。これはまた市

議会の名前で出すということの重みを少し考えたほうがいいかなと思いますが、これに関してもいかがで

しょうか。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  私もあまりこういったことについては詳しくありませんので、知り得る限りで答弁をいたしたいと思い

ます。 

  たしか２月１日から中国の海警法が施行されて、尖閣周辺の沖縄県、日本の漁船が非常に中華人民共和

国海警法の施行により危うい操業をせざるを得ないというふうな形になっております。もちろん海上保安

庁が巡視船によって警備をして安全な操業は守られているものの、いつ武器使用で脅かされるか、そうい

った危険な状況にあります。また、尖閣方面のですね、もちろん書いてありますけれども、宮古島周辺離

島及び尖閣周辺における災害においての人命救助、あるいは救難、救急患者の空輸というふうなこと、当

然配備されればそういったものも想定して、活動範囲に入りますよというふうなことでありますから、宮

古島市の市民の、あるいは漁民の安心安全な操業を守る、あるいはもし万一急患が出た場合に、書いてあ

りますように、３分の１以上の時間が短縮されて対応が可能であるというふうなことから、ぜひ必要であ

るというふうに考えております。 

◎下地 茜君 

  ということは、やはり機能拡張というところも認めながら市として要請を出すということなのかなと思

うんですけれども、それに伴ってですね、民間空港を使うということも想定に入れているわけですね。そ

れを市議会としても拒否しない形で出すということですから、例えば下地島空港であれば屋良覚書などが

あって、市民の議論もあると思うんですね。そういうところの民間の空港を使いながらという可能性があ

ることを、またこれも市民の議論があるところでですね、こういった意見書を出す。そのことについても

お聞かせください。妥当性があるのかというところを疑問に思っています。 
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◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  最初も申し上げましたようにですね、委員会のときでも今のような議論は当然出ておりました。また、

陳情書の採択においてもですね、賛成意見、反対意見、それぞれ出ておりましたし、今日の先ほどの陳情

書を報告したときの意見でも、民間の空港を使うのは適当ではないというふうな発言、意見がありました

けれども、これは人命に関わる事態が発生した場合にする行動でありますから、特に民間の空港であって

も、あるいは下地島空港の場合は屋良覚書などがあって、民間機以外は使用させないというふうなものが

ありますけれども、あくまでも人道上やむを得ない、人の命を救うというふうなことについては特段問題

は発生しないでしょうというふうな考えでありまして、宮古空港あるいは下地島空港についても人道上や

むを得ない、人命を救うというふうな立場からすれば特に問題はなかろうというふうに考えております。

したがって、この意見書を防衛大臣に提出するということについては何ら、議会として提出することには

何のためらいもないというふうに私は思っております。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎仲里タカ子君 

  基本的には本当に、これ要望と出されたものが意見書として出てきているわけですけれども、この意見

書の２行目からですね、「昨年度は宮古島市上野千代田に陸上自衛隊宮古島駐屯地の開設並びに陸上自衛

隊第15旅団宮古警備隊が配備されたことにより、今般の新型コロナ感染に伴う看護師の派遣関連の支援は

じめ、今後、大規模災害や各種事態が生起した際の初動対応や迅速な展開が強化され、宮古島市民の安心

・安全を一層守って頂けるもの」というふうに書いていますけれども、今般コロナが急激に宮古島市で発

生したこのときに、これは沖縄県の要望に、沖縄県の派遣要請に自衛隊への派遣要請があって、看護師を

含む支援隊が、支援の方が来られたというふうに考えているんですが、これは千代田に陸上自衛隊駐屯地

が開設されたこととは何ら関係ないと思います。もし、そこがあってもなくても、災害で支援をお願いを

県がすれば自衛隊が派遣されてくるというのが筋だろうし、これが配備されてありがとう、そのために来

たという、この書き方も少し気になるところがありますし、それからこの「各種事態が生起した際」の各

種事態というのは何を想定したものなのかということも、もし説明できるのであればお願いしたいと思い

ます。気になる言葉です。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  この文面にある各種事態が生起した際というのは、例えば地震、台風あるいは交通事故、大規模災害。

大規模災害と言われているのは、例えば台風でいえば平成15年の台風14号みたいなですね、そういった大

きな災害が発生する、あるいはそのほかに地震や津波、あるいは交通事故等、そういったもろもろの災害

が発生した場合を想定して各種事態と表現をしているというふうに思います。 

◎仲里タカ子君 

  このもろもろの大災害ですね、台風で電柱が本当に倒れたという災害も私たち目にしていますし、それ

から大昔にもコラ台風で災害救援隊がたくさん宮古島を助けてきてくれた。ありがたいこと、私たちは何

度も経験しております。何も自衛隊の初動対応、これをわざわざ陳情で呼ばなくても、これまででも災害

で随分災害支援隊にお世話になってきている宮古島です。今回のコロナに関しても、これは別に千代田と
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か、そこに第15旅団警備隊が災害支援をしたわけではないわけだから、これはちゃんと県を通して自衛隊

に災害派遣をしてできるものだと考えるので、わざわざこれをこの意見書を、本当に航空自衛隊那覇救難

隊宮古分遣隊（仮称）、これを新設することを宮古島市が意見書を出して求める必要があるのかどうかと

いうことをもう一度お願いします。 

                 （何事か声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後４時49分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後４時53分） 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  第15旅団宮古警備隊が配備されたことにより、あるいは陸上自衛隊宮古島駐屯地が開設され、その中に、

実際隊員として今宮古島に駐屯している隊員の中には看護師の資格を持った方もいるようでですね、今回

の新型コロナの支援のために那覇のほうから自衛隊の医療団が来ましたけれども、そういった人たちに加

わって支援活動を行ったというふうなこともあるようであります。したがって、このことについては何ら

不適当というふうなことは言えないのではないかというふうに思っております。 

◎仲里タカ子君 

  そうあるようである。ないかもしれないですよね。これは、こんなあやふやな、先ほどね、もちろん今

委員長がこれを代弁して答弁するのは本当に大変だなというふうに私も考えます。この内容はあまりにも

専門的過ぎて、そしてこれは本当に住民のためなのか、それともこの航空自衛隊那覇救難隊宮古分遣隊（仮

称）を新設するのが目的なのかというのが非常に曖昧な感じがするし、それとこれはですね、資料は要望

で出されているんですね。要望書です。この案は要望書で出されているのに、なぜこれが意見書として出

されるということ、防衛大臣宛てに出されるということになるのかということも教えてください。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  防衛大臣に出すのはおかしいということでありますけれども、これはあくまでも航空自衛隊那覇救難隊

宮古分遣隊（仮称）を配備してほしい、新設してほしいということ、それから航空自衛隊の救難隊、宮古

分遣隊に配備した新設した分遣隊に救難ヘリを２機配備していただきたいということですから、当然陸上

自衛隊の管轄する省庁は防衛省ということになると思いますので、防衛大臣宛てに意見書を出すというこ

とになるというふうに思っております。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

◎上里 樹君 

  ただいまの意見書案について質疑をさせていただきます。 

  この意見書の中に「台風・地震等の災害発生に伴う重症患者の同時発生の可能性が懸念されます」と、

こういう同時発生の災害、これは地元にいる自衛隊も例外じゃないと思うんですよ。これをどのように考

えますか。 
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                 （何事か声あり） 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  市民がですね、市民が台風、地震等によって、台風、地震等の災害が発生した場合に市民が被害を受け

て重症になるというふうなこと、それは当然自衛隊は安心ですかということですけれども、当然自衛隊員

も同じように災害を受ける可能性はあります。しかし、そういった専門的なといいますか、そういった日

頃訓練を受けて、災害が発生した場合に救難隊として活動するというふうな方々は、そういった災害が発

生し得る、それを想定していろいろ訓練を受けていると思いますので、一般市民に比較をすると、そうい

った方々は災害から身を守るというふうなことにおいては、市民と比較をして大丈夫ではないかというふ

うに思います。 

◎上里 樹君 

  この同時に災害が起きるわけですから、自衛隊の隊員の皆さんだって同時に被災すると思うんです。で

すから、それで初動が早くなるというのはつながらないと思うし、もう一つお聞きします。 

  一番下から５行目、救援隊は専ら人命救助、搬送等の専門部隊であり、戦う部隊ではないため、市民感

情からも誘致効果は極めて大と、これどういう意味ですか。 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  いわゆる上段のほうにいろいろ書いてあります。そういったことから、誘致することは市民にとっても

効果は大きいものがあると、そういうことであります。 

◎上里 樹君 

  市民感情からも誘致効果が極めて大というのは、そういう説明では理解できませんけれども、要するに

人命救助の搬送等の専門部隊だと、戦う部隊ではないんですけども、戦いは後方支援なしには成り立たな

いんですよ。これは戦闘を行うに当たって、戦うに当たって同じ、後方支援も前方も同じです。だから、

宮古島に移り住みたいという人が、また移り住んでいる方々が、自衛隊が配備されたことによって宮古島

を離れた人間もいます。また、移住を予定していたけども、やめた人もいます。だから、この意味が。戦

う部隊ではないため、市民感情からもというのはどういうことでしょうかね。 

◎議長（山里雅彦君） 

  休憩します。 

                                     （休憩＝午後５時02分） 

  再開します。 

                                     （再開＝午後５時03分） 

◎総務財政委員会委員長（上地廣敏君） 

  いわゆる配置配備される方々は戦地に行って戦闘要員としてやるということではなくて、あくまでも、

ここに書いてありますように、救急搬送等、そういった業務を専門とする隊員でありますから、当然戦地

で戦うとか、そういった部隊ではありませんよということであります。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

                 （「質疑なし」の声多数あり） 
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◎議長（山里雅彦君） 

  これで質疑を終結します。 

  ただいま議題となっております追加日程第１、意見書案第４号は委員会提出の案件でありますので、会

議規則第37条第２項の規定により委員会付託を省略し、直ちに処理します。 

  これより討論に入ります。 

  討論があれば発言を許します。 

◎下地 茜君 

  反対の立場から討論いたします。 

  そもそも一分一秒を争う容体の患者は搬送リスクが大きいため、ヘリには乗せれない、県の要請が出て

から救難ヘリを準備するまでの間、患者を預かる体制も沖縄県立宮古病院にはあるということで、現在の

体制で十分に対応できているということがまず１点です。 

  そして、先ほど上里樹議員の質疑の中にもあったように、例えば地震等があったときに、宮古島に救難

隊がいるよりも、那覇にいたほうが合理的だと思うんですね。そういった細かい点からいっても、この要

請書の内容がですね、この必要性の見積りが甘いと言わざるを得ない内容になっていると思います。 

  そして、宮古空港や下地島空港に自衛隊が常駐するということは、これは実質機能拡張と言わざるを得

ないですから、この自衛隊配備については市民の間に賛否の声も根強い中で、市民の意見を無視する結果

になるようなものを市議会として提出することになるということで、到底この意見書には賛成することが

できません。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎棚原芳樹君 

  私は、賛成の立場から討論をします。 

  コロナ禍でですね、つい最近あったばかりでありますけど、沖縄県立宮古病院で重症化して、沖縄県立

宮古病院ではもう手に負えないということで、自衛隊のヘリで運ばれて、やっと生きて宮古島に戻ってき

ている方が、私の先輩がいらっしゃるんですよ。行っていろいろ聞いたら、もう自分はヘリで運ばれた時

点で、帰りは死んで亡くなってから宮古島には戻るだろうなという思いで自衛隊のヘリで運ばれていって、

沖縄本島で本当に死ぬ思いだったと言って、帰ってきて会ったら、自衛隊のヘリで運ばれなかったら、自

分の命はなかったと。自衛隊のヘリが自分の命を救ってくれたと、自分は自衛隊に反対している方々の気

持ちが分からないよというようなこと私におっしゃっておりました。我々は、一人の命は地球より重いと

言われているし、我々の身内をヘリで運んで、自分の親兄弟、子や孫が運ばれて、生きて帰ってきた。や

はり一人の命は地球より重いと言われているわけだから、私はこの自衛隊配備には大々々賛成です。どう

ぞ皆様方、自分の身内が運ばれて、命が助かってきたと、子や孫が、考えたら、必要ではありませんか。

市民１人でも２人でも運んで、こうやって助けてくれる自衛隊、大賛成です。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎上里 樹君 
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  ただいまの意見書案に反対の立場から討論いたします。 

  ただいまの自衛隊のヘリで救われた、何もコロナ禍の中で今の話だけではありません。私もたくさん救

われた人を知っています。そういった救援活動については…… 

                 （何事か声あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  静粛に願います。 

◎上里 樹君 

  これまでどおり、そういう急患輸送は必要であります。それを否定するものではありません。そういっ

た活動に対して自衛隊の皆さんが頑張ってくれる、災害時は全ての組織を活用する、それは人道上も必要

です。何も否定するものではありません。ですから、そういう中で、この重症化してヘリで運ばれて助か

った、それは大変よかったと思います。大変よかったんですけども、この意見書は、いわゆる宮古島に新

たな組織の配備を求めていますよね、新たなヘリの２機も含めて。そういう要求をしていますけども、裏

を返せば、現状でもそういった助かった命がある。そういう中で、ヘリを宮古島に基地を置けば初動が早

まるといいますけども、私はこの地震時に同時災害が起きたときに、被災するのは自衛隊も同じだと思う

んです。それと、それによって初動が、宮古島にいるから早まるとは結びつかないと思います。 

  さらに、そういった常駐体制を取るというのであれば、ドクターヘリの配備をむしろ求めるべきです、

しっかりとした。ですから、そういった自衛隊の組織やヘリ２機を配備する、そういうものに対しては金

は出すけれども、ドクターヘリの配備には金を出さないということはありませんよね。ですから、もしも

のことというか、本来の自衛隊の任務からして必要な任務を遂行する、そういった際にはそういった急患

輸送に応えられない場合だって起きますよ。ですから、いつでもそれに専念できるという点では、ドクタ

ーヘリの配備こそ求められると思います。 

  それから、初動体制が強化されたの、迅速な体制が強化されたのっておっしゃいますけども、この自衛

隊の配備されたばかりの自衛隊の皆さんに聞きました。皆様方は何のために来たんですかと。そうしたら、

宮古島の住民の命を守るため、安全を守るためと言いました。何から守りますかといったら、台風から守

ると言いました。ですから、そのときに、台風あなたたち経験しましたかと。経験はありませんと答えま

した。ですから、熟練した災害のそういった避難も、救援も、部隊ではないんですね、宮古島に配備され

ている自衛隊は。ですから、そういったこの意見書の中に、質疑に対しても不十分な回答しか得られない、

そういう中で、このような意見書案に賛同はできません。 

◎議長（山里雅彦君） 

  ほかに討論はありませんか。 

◎新里 匠君 

  意見書案に賛成の立場で討論します。 

  この意見書はですね、そもそも人命救助のためのですね、この組織を宮古島に配備するというものだと

私は理解しております。そして、先ほどからですね、自衛隊配備の、新しい組織の配備について反対だと

いうように聞こえるんですけれども、今定例会であったようにですね、宮古島のここの少なくともいる市

議は自衛隊については容認というところでありますので、それを議論するところではなくてですね、やは
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り私はこの部隊はですね、先ほど今は専門的な救助の部隊ではないという話がありました。だったら、な

おさらですね、ここに書いてあります。救難隊は専ら人命救助、搬送等の専門部隊でありと書いてありま

す、戦う部隊ではないと。そういう意味からも、この部隊を配備するべきだと思います。 

  そして、もう一つ加えて言えば、先ほど委員長からもありました。尖閣の問題、ありました。私たちの

宮古島からもですね、この尖閣のほうに漁業者が行って漁をしております。そういうときにですね、この

中国の海警局の方々とですね、ぶつかったり何したりという部分で、救難の要請が出る環境になっていま

す。ですから、先ほど人の命は地球よりも重いという話がありましたけれども、宮古島市民がその危険を

回避できるようなですね、命が助かるような配備につながるという意見書であれば、私はこの意見書に賛

成をいたします。 

◎議長（山里雅彦君） 

  これにて討論を終結します。 

  これより意見書案第４号を挙手により採決します。 

  なお、挙手のないもの否とみなします。 

  本案は原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

                 （挙手多数） 

◎議長（山里雅彦君） 

  挙手多数であります。 

  よって、意見書案第４号は可決されました。 

  これで今定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。 

  お諮りします。今定例会において議決された各議案について、会議規則第43条の規定による条項、字句、

数字、その他の整理を要するものについては、これを議長に委任されたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

                 （「異議なし」の声多数あり） 

◎議長（山里雅彦君） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、そのとおり決しました。 

  これをもちまして令和３年第２回宮古島市議会定例会を閉会します。 

                                     （閉会＝午後５時15分） 

  上記のとおり会議の末を記載し、相違なきことを証する為ここに署名する。 
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